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. ビ ル デ ィ ン グ の 洗 浄 工 事

・ 木 造 建 築 洗 浄 ・ 美 素 仕 上 工 事

. ビルデイングの 清掃・ 一 般 管 理

美 素 工 業 ( 株 )

美素建物管理( 株)

本 社 大 阪 市 東 区 瓦 町 三 和 ビ ル

f立JIi (231)  5  8  8  8 .  4  9  3  8  

常 業 所 大 阪 市 東 区 本 町 二 丁 目 五

包括 (261) 4070 ・ 4079 .  617 
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* 特 長 女

1.  1  m

2

当り 100kg /  h も蒸気を発生

2 .  5 0 %も 多 く 蒸 気 が 出 る の で 、 数 多

くのポイラが不要

3 .  3  T パ ー ナ の 組 合 せ て ¥ 燃 焼 負 荷

2 0 %から 100% まで、何れの負荷で

も、 ポ イラ効率は、いつでも 87%

以 上

4 .  ウーターパ ックですから 、ポイラ

背 面 か ら の 熱 の 放 散 や 後 部 鏡 板 の

過 熱 は な い 。 従 っ て 断 熱 材 の 脱 落

もなく、補修費も節約できる

《新 開 発〉

. M Pポ イ ラ U R型

1. 5  t  /  h 力、ら 10. 0 t /  hま で9機 種

傍リえはｾ U  R  #  50・・・・ 49. 9 m 2 て、 5 t / h  

U  R  #  100・・・・・・ 99. 6 m

2

で 10t / h  

戸

片

』

附

場

-
R
μ

刷

工

圃

圃

例

賀

|

(

 

圃

圃

L

滋

鉄

ド
の

H

H
叶

北

九

I

J

餌

・

.

.

 

大

河

同

i

区

屋

司

司

』

淀

-
句
園

大

古

市

L

L

阪

名

弘

士

大

A

Q

冨

鴻

一

式

1

株

主



床材のハイファッションマチコカラー・ ・・

. 美 し い ファ ッ シ ョ ン の 色

米 国 連 邦 規 格 合 格 の 丈 夫 さ

美 し い 色 で が ぜ ん 注 目 さ れ た

マ チ コ カ ラー / きひ、しい対tf??

に も 余 怜、の 合 怖 を し た 丈 夫 さ

ア メ リ カ は も ち ろ ん ド イ ツ や

イ タ リ ヤでも半汗 ｉ ｾ のあるマチ

コタ イ ル は 国 立 京都 |主11際 会 向'(

や 東 京 新 八 重洲 ビ ル な ど 有 名

ビ ル にゑ克々 拐ミ月j されています。

美 し い 色 が 26種 ま ね の で き な い 国 際 的 な フ ロ ア

タ イ ル の 色 で す 。 オ ー ト メ 工 場 で 虫 沌 し て い ま す

か ら い つ い か な る ごi主 文 に も O Kで 寸 ー 。 =

マ 手3
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フロート板ガラスは美し い ｉｾｾ ＧｦＮ｜Ａを、 お約束します 。

〈世 界 で 初 め て 発 売〉

フロート板拘ヲヌ

特 厚 物 = 8  mm 1  Omm 12mm 15mm 

〈フロート緩1 i ヲヌ 〉 を 、 わ が 国 で は じ め て 発 ・ 〈フロート緩1 i ヲヌ 〉の 品 種

売 し た 日 本板 硝 子で は 、 さ ら に 独 自 の 技

3  mm 5  mm 6  mm 8  mm 1  Omm 1  2 mm 

1 5 mm 

初守によ っ て、 8 mm 1  Omm 1  2 mm 1  5 mmを

. < フロート緩ti ヲヌ 〉の 特 長

生 産 し 、 昭 和 4 1 年 8 月 世 界 で は じ め て 1.  す ぐ れ た 光 沢 を 持 っ て い ま す

発 売 し ま し た 。

2.  ま っ た く ゆ が み が あ り ま せ ん

3.  大 き な 寸 法 で ご使 用 い た だ け ま す

日 本 板硝 子 の 〈フロート級1 i ヲヌ 〉は 、 3 mmか

・ 〈フロート緩1 i ヲヌ 〉の 用 途

ら 15 mmま で の 各 厚 昧 が そ ろ い 、 い っ そ う

建 築一 般 シ ョ ー ウ イ ン ド ー

広 く ご 利 用 い た だ け る よ う に な り ま し た シ ョ ー ケ ー ス 鏡 車 嗣

①日本板碕子

A  
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素晴しし、

美しさ

現 代 建 築 を 彩 る
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ｩＱ ｾＢｔ 怯屈町 Ｑ Ｍ Ｖ T E L  代 田助 1 1  4  I  

1叫 工品』

時わ 1; ;1'  ｉｾｉ 関 Ｑ Ｔ Ｘ T E L  代 (711 8 6  I  

営 業 所

大阪・ 東 京名古届羽ｦｬｩ｜ Ｑ Ｎ 金 ｾ ｎＮ . 長 野

- 営 業 品 目

アルミサ ッシ ・ドア

ステンレスサ γ シ・ドァ

スチールサ ッシ・ドア

住宅用アルミサ ッシφ エリート φ

アルミレディーメード

サ ッシ・ドア

.
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〈米国バレーメタル社と技術提携〉

/  

3  



ビ ニ ロ イ ド 防 水 を 施 工 し た 工 事 中 の 富 士 銀 行 本 庖 ピ ル

ど ん な 地 域 で も ど ん な 柿 造 の 建 物 を つ く っ

て も 完 全 な 防 水 が で き た ら 一 一 一 そ れ を 実 用 化

して す で に す ぐ れ た 数 々 の 実 績 を 示 し て い

る の が 〈 ビ 二 口 イ ド 2 号 〉 で す

防 水 下地 に キ レ ツ が で き て も 破 れ ず 寒 冷地

の 冬 に も 丈 夫 で ど ん な 場 所 に 使 っ て も lおり

ま せ ん そ れ は 弊 社 が 合 成 繊 維 に よ る 不 織 布

を独 特 な 方 法 で加 工 し た 技 術 の 成 果 で す

富 士 銀 行 本 庖 ピ ル も ビ ニ 口 イ ド 2 号 に よ る 防

水 工 事 を ご 採 用 い た だ き ま し た

営 業 品 目 . ピ ニ ロ イ ド 防 水 工 事 . ア ス フ

アル ト 防 水 工 事 ・ 三 塁 ソ フ ト ン タ イ ル 貼 工

事 . 保 温 - 保 冷 工 事 ・ 三 星 プ ラ ス オ ー ル

・ 三 星 コ ー キ ン 販 売 ・工 事 ・ シ ポ レ ックス

工 事

マー一
東京自 ｩＱｾ 千代田区岩本町 ＳＭ ＱＱ Ｍ Ｑ Ｓ

T E  L ( 866) 0271- 6  .  61 21- 9  

，ＧｬＧ ｉ ｾ 民所Ｏ札帆 Ｈ ＷＲ Ｉ ＶＰ Ｓ Ｑ 仙 台( 21) 5366- 7  名古川 ( 941) 3751

( 971) 457.  大 阪 ( 443) 9721 稲 岡 ( 76) 2076( 75) 0298 

‘'  
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日j商ゴムタイ J レ

日 満 ゴ ム タ イ ル

主 原 料 / 合 成 ゴ ム 、 突 然 ゴ ム 、 安 定 剤 、 充 填 剤 、 顔 料

色 積 / 3 9色

寸 法 / 大 き さ 303mmX  303mm・厚さ 3 mm 5 mm 6 mm 9 mm 

接 着 剤 / 臼 満 ゴ ム 糊

特 徴/ 色彩日月居、光沢優雅にして歩感快適、耐熱性高く

床材としての必要な条件に最した弾性タイルて寸。

主 な使 用 場所 / 諸 官 庁、 会 社、 病院、学校、食堂、劇場、

ホ テ ル 、 邸 宅 、 船 舶 、 デ パ ー ト 、 商 底、 エ レベー

タ ー 、 そ の 外 一 般 に 防 音 、 防 滑 を 必 要 と す る 個 所

営 業 品 目 / ゴ ム タ イ ル ・ ド ッキ ン グ タ イ ル ・筋 入 り ゴ ム シ

ー ト ・筋入りゴムタイル・ ゴムノンスリップ ・巾木 ・ゴムタ

イル型軽 ・直線ボーダー・階段用特殊タイルおよびボーダー

日 満 筋 入 ゴ ム タ イ ル

主 原 料 / 合 成 ゴ ム 、 天 然 ゴ ム 、 安 定 剤 、 充 填 剤 、 顔 料

色 種 / 3 9色

寸 法 / 大 き さ 303mmX  303mm . 厚さ 5 mm 6 mm 9 mm 

特 徴 / ゴ ム タ イ J レ の 防 滑 性 を 一 段 と 高 め 且 つ ゴ ム タ イ ル

の 特 徴 も 兼 ね 備 え た タ イ J レです。

種 類 / U字 型 5 mm溝と 3mmi蒋 の 2 積 あ り 何れも A . B

型 に 分 れ て い ま す。 A 型 は 溝 端 が 舟 底 型 に な っ て

盛 壊 の 掃 き 出 し を 助 け ま す。

主 な 使 用 場 所 / 出 入 口 の 風 除 告s、 エ レ ベー ター の 入 口 、 ス

ロー プ に な っ た 廊 下 、 そ の 他 防 滑 お よ び 泥 落 し を

目的とする士劫戸斤

③日満コムタイル商事株式会社

大 阪 市 城 東 区 古 市 南 通 1 ー 3 9 包 括 ( 9 39 ) 3 5 21代 表



昼 は 生 活 を 夜 は や す ら ぎ を 守 り つ づ け る

特 許 鈴 木 式 シ ヤ タ ア

A  

"" 

新装な った松坂屋大阪底に採用され た鈴木シヤタアの数量 プラネ電動式シヤタア 1 0 6 カ 所 カ ンイシヤタア 1 カ所

.  ・・・ .  ..  

.ー. ・ 、‘

ビ ル 建 築 に マ ッ チ し た プ ラ ネ@電 動 開 閉 機
‘ 争

- 回 転 力 に 余 絡 の あ る 情 動 機 ・防 湿 、 防 じ ん 、 高 絶 縁 タ イ プ ・耐 空軍、

而持品油充てん ・電 動 、 手 動 、 自 動 降 下 が 可 能 ・ヒ ュ ー ズ 装 置 を す れ ば

自閉容易 ・小型で巻取り車両を中心に、円周いずれの位置にも取付可能

新 発

特 殊 鈴 木 式 カ ン も シ ア タ ア

4 0ピーア ップシヤタア

ぺ

灯

@

ヒ

庁

・

プ

三

y

太

子

防

売

。ト

- 従 来 の カ ン イ シ ヤ タ ア に く ら

べ 強 度 は 3 倍 ・内 の り 幅 は 5 m

ま で と れ し か も 中 柱 不 要 ・ 8 -

10m
2

ま で 一 枚 で 使 用 可 能

• 5m
2

まで一 枚 で 使 用 可 能 ・取 付

け そ で 壁 l蜘 m以 下 で
b

十 分 ・平 時 は

手 動 でl捌閉 でき 、 火災 時 は 自 動 的

に し ま る が 、 避 難容 易 な 特 殊 機 構

ｾ＠
株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商 会

大 阪 市 北 区 茶 屋町 3 3  電 話 (371) 4151 - 6

北 陸 営 業 所 / :金 沢 市 長 田 町 119 電 話 ( 21) 2287

本 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 工 業 株 式 会 社 東京都豊島区巣鴨 7 ー 1545 電 話 (944) 1111 ( 大代表)
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アルミニウムの諸工事

l二|立造船株式会社木村. ・広島銀行本山 ・

ロイヤルホテル ・福井県; 盗事堂 ・東 洋 ビ

ルデイング ・住友信託本社ビル ・朝 日 放

送 ・大分銀行本府 ・鹿児島県文化センタ

- ・大|坂郵政局など ζ 下命にあづかり施

工しました。

引 続 き日本生命 K K 3R飴 ・伊 藤 忠 東 京 ピ

ル ・N H K 大津放送会館 ・閑 I! S相互 銀 行

本 I; ! i などご用命を賜 っております。

営 業 種 目

白進式ラス下地 軽 量鉄 骨 天井 ・間 仕 切

日進式ボード用天井・間仕切

日進 O N型ボード用天井 ・間仕切

日進式遮音パーテ ィション

ア ル ミニ ウム内外装詰工事

F L EX A  L U M通気性アル ミニ ウム天井

可 動 ア ル ミユニウ オー ル ・間仕切

巴進式イ ンサ ート ・鋳物足付イ ンサート

エンビイ ンサ ート ・日進式 リブラス

日進式メタル ラス ・パー ルタイル

ミネラ一トン ・ロ ックスター

株 式 会 社

奥 村 重 兵 衛 商 庖

大 阪 市 北 区 木 幡 町 60 番地 T E L 大阪 (3臼) 4131  (代)

福岡市住吉松月町 2 9  3番地 T E L 福岡 (29) 0  4  5  9  

東京都太田区南馬込 2 の14の10 T  E  L 東京 (772) 7  8  5  6  

名古屋市中村区志摩町 4 の 7 T E L 名古屋 (日1) 30 13  

7  



最 高 の 品 質

圏 内 の 気 温 較 差 の

著 し い 所 に 於 て も 能

く そ の 苛 酷 な 条 件 に

‘ 抗 して老 化 せ ず 特

に 寒 冷 地 に 於 け る 投

術 的 困 難 は 殆 ん ど 解

設とき才L たと三ミっても

過 言 で は あ り ま せ ん

￡［ｾ屋のが ｦｽ ト ｩ 歩

‘  恋材みら

Ｘ￟ ゐぃ ｩｂｾＮ … ・

落4づb‘ をかp:

日 新 エ

マルエスルーフイング製造元

業 株 式 会一社

本 社 東 京 都 足 立 区 千 住 東 町 93 T E  L 東京 (888) 2101- 9

大阪支庖 大阪市西区新町北通 1 丁目 40 T E  L 大阪 (531) 5281- 3

出 張 所 名古屋 T E L 名古屋 ( 73) 2135 ・広島 T E L 中 ( 2 ) 1019 

九 州、I T E L 福 岡 ( 5 ) 0768 ・札幌 T E  L  ( 5  ) 6885 

A  

'‘ 



東 ・ 西 ア ス 協 組 統 一 年 限 仕 様 確 立

8象均等、，ιγ ィド

?うRφ ィト鈴水
(fi) 。

i上悌番号 勾 配 下 地 材 耐年周限 押 え 方 法
k盟. /m量'  

円単/価m'  
盟 fめ の i同 {上保jf; 日 勾 配 下 地 材 耐年HFH l  押 え 方 法

k量.1量m'  品思
建 物 の 例

GC-2 1 0  
日叩- X2  

12  95 840  
事鉄 筋務住所宅等

PC-21 0  
X oo- X2 

12  コンE気ク回砂リ利厚ート 249 660 銀庖車舗E臨lt場住宅庫等

砂 利 撤 工 場

コンクリート

( 思上支給)

共事 ，<1(同摘i 住A 宅所

1  :  3  ;  6  

牢公司区校務・民ホ所テ館帯ルGC・2 1 5
y削~日2

15 100 1. 100 PC- 2 1 5  
y四~日2

15  
コン田ク町リ厚ート U 9  1120  

余 地事

コンクリート

首事相'11務躍館銀事所行
2  f t 出 屋 根 防 水

PC-2 2 0  y叩 - X2 20 タリンカータ イJレ 164 1. 180 

鉄眠w 画筋宵日館 宅館時i C-21 0  弘5以上 10 11 780 

日∞- X2 

シン ダーコンクリ

書拝EZ:話芸
酪‘ H  

PC- 225 25 ー ト以 ｬｯｭｬｾ 274  1.340 

見s以上

トー

共学工 同場住宅等校

クリンカー タイ Jレ

i C-2 15  15 

ンルパライト

14  960 

(l 面積中小) コンクリート 耽 H : x. は 4  室 内 地 下 防 水

見s以上

鉄 骨 造
トーー 彩 色 砂 H

措置宜書置の高い

7  凹 m 置首1

霊

C-2 1 5A  本 毛 (片) 15 14  1.240 電 所 1 0 -20 1  

(面倒大)

セ メ ン ト 仮
掛 合 胤 帯

ｾＵ 以上
p  C 版

7 スフ T' レト

共iteT 雌同背工住地 宅館' " 
B H-2 0  1  コンクリート

1. 040  地 下 室 床i G- 12  
12  シ ン グ ル

15 1. 110  

，C-21 0  ｾＵ 以上 10 ア ル ミ ン ｾ鉄 Ｑ 工 ･ 背筋住館 場 宅等 BV- 20  1  1.280 地 下 室 慰

一 一 一

歩 行 用 屋上 防 水3  砂 利拘置屋 上 防 水

s  

( 注) 歩行用屋上防水の単 価は防 水層 のみ

( 西 アス 協 組員 )

地 区 組 1.コh  貝 名 ;1¥ Ｓｾ＠ 地 区 組 合 民 名 m Z孟

ｾｴ＠
( 株) 浜 雄 札 幌 ( 26) 5676 

(((( 株株株株 )  久 保 尚 l占

大 販 制({{{i{{{{{e“442釦3“弱弱刷a44S7川31l1U1醐)}}}}}}同河} 代代阻6M62偽聞a5川1務-妥235ト仰却4ト11鈎飢---852舗1‘  2  S  6  7  8  1  5  6  砕 す

平 産 業 株 式 会 社 札 幌 (25) 7181  

) 木 下 謙 三 日清 応 大 阪

海
近 弁 上 浄 夫商 商 J. !i 大 阪

( 株 ) 札 繰 越 材 社 札 幌 (73) 1131 ) 大 和 会 大 阪

道

(株 ) 他 国 建 材 社 小 川 ( 3 ) 2181 

内 外 工 業 株 式 会 社 大 阪

旭 化 迷 工 業 株 式 会 社 大 阪 l  

(株) 山 形 建 材 山 形 ( 2 ) 8161 日 本 i歴エ 背 工 (業株 ( 株大)  大 阪 支 1.5
大 阪

東-
高 山 業 )  阪 営 業 所 大 阪

有 馬 ア ス フ ア ル ト 商 会 仙 台 (23) 2663 
石 井 建 材 有 限 会 社 神 戸 97 

ｾｴ＠
( 株) 互 宰 閥 会 仙 台 (25) 7671  

畿
( 株) 中 出 向 会 神 戸 50 

タ テ パ ャ シ 閥 会 京 郎

八 木 商 事 株 式 会 社 ｆ 庁 ｩｾｬ (22)  3218 ー間 島 応 用 化 工 ( 株 ) 大 阪 岱 業 所 大 阪

北 川 i既 ¥!I 工 業 ( 株 ) 新 潟 iぶ 業 所 lfi ｩｾｬ＠ (45)  3526 

東

問 問 建 材 株 式 会 社 名古屋 (( 571)) 7461  4  

羽 3与 野 産 業 株 式 会 社 松 本 ( 3 ) 8001 

( 株 ) 名 建 商 会 名古屋 261 ) 3671- 3  

坂 田 工 業 株 式 会 社 長 野 ( 3 )  2459 
海

お 縞 建 材 応 名古屋 (231 ) 3295 ・3431

円 J I ( 物 産 株 式 会 社 名古屋 261 ) 2501代表

部

桜 井 建 材 産 業 株 式 会 社 静|出. ] (54)  6211  
北 川 雄 官 「 工 業 株 式 会 社

金 沢 ((( 41)))  1131~5  

協 同 建 材 株 式 会 社 i兵 訟 (54) 5461  

ｾｴ＠
北 川 誕 百 工 業 (( 株 )) 宮 山 出 張 所 富 山 21) 2218  (41)  0391  

北川雄背工業株福井 ｭｾ 民所 品，¥ 11' (23)  1134 

井 上 司宜 野 工 業 株 式 会 社 東 京 (541) 19 7 4 ω6 4  

陸

(株) 小 島 工 務 1;1; 高 間 3 ) 2463 

桑 原 建 材 株 式 会 社 JI[ 1t: (368)  6973 .  8794  

rド

)I?  !}，主 建 材 株 式 会 社 広 島 (21) 2281- 7  

( 株 ) 小島工務ＱＮ Ｑ ［ 東京Ｎ［［｟ｾ提所 東 京 (821) 1050 
W !l 韮 建 材 ( 株) 問 III '，:;i 業 所 岡 山 (( 23)) 8285~7  

同l

({{有)))  小 ! f ｾ＠ ｾ品目［ 同.] 111 ( 22).  4272 

関 高 山 工 業 株 式 会 社 見( 1;(( 251)  0161 
株 浜 原 盤 尚 1;1; 尾 道 27ω 

中 村 液 型 「 工 業 株 式 会 社 1I (  l;f (892)  0131 四
株 浜 原多鳥 畳 尚 l古 防 府 支 庖 防 府 ( 2 ) 3611 

古 市 段 工 業 株 式 会 社 市 松 3 ) 5034  

(株 ) 約 商 会J I ( 1; ((251) 8867 
国

正 事l 尚 事 株 式 会 社
松 111 2 )) 切8161- 5  

(株 ) 111 忠 水 戸 ( 2) 9151 

1・f 盛 建 材 (株 ) 制 | 町 首 業 所 福 岡 ] (28)  5566- 8  

東
日 本 ガ ン ッ 工 業 ( 株 ) 千 葉 営 業 所 干; ! ! s (82)  2430 

) L 
if :i 陥 工 業 株 式 会 社 長 崎 4 )  1726 

悶 烏 応 用 化 工 株 式 会 社 東 京 (866) 代表6101

ifj i 稲 工 業 ( 株) 北 九 州 首 議 所 小 倉 53) 6337 

石 紫 産 業 株 式 会 社
橋熊 間 53)  ) 5761~2  

針{

高 陥 工 業 (( 株 )) 熊 本 出 張 所 本 ( 2 ) 1098 ・9464

高 稲 工 業 株 大 分 m娘 所 大 分 2 ) 3877 

責 任 施 工 組 合 員 名 薄( 刃主アス t1;係且員 )

• 

9  

ム

ロ

ム

ロ

東 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組

西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組

東 京 ・千 代 田 区 岩 本町 3 の 11 の 13 a SlJ 応 用 内 T E L 代 表 ( 866 ) 6101 

大 阪 ・大 阪 市 西 区 京 町 楓 1 の 7 4  T  E  L  代 表 ( 441 ) 5951

札 幌 ・ T .E L  ( 22)  6  0  3  8  福 岡・ T E  L  ( 28)  2  8  0  7  

仙 台 ・ T E  L  ( 22 )  6 4  1  3  広 島 ・ T E  L  ( 21 )  2  2  8  1  

名 古 屋 - . T  E  L  ( 571)  6  3  6  1  岡 山・ T E  L  ( 24 )  2  6  9  2  

建設省東計65号認可

建設省阪建 22号認可



一

一
完 全責 任 施 工 | 年 限 保 証

地 区 別

北 海 道 地 区

東 北 地 区

、.  

関 東 地 区

北 隆 地 区

東 海 地 区

近 畿 地 区

中 園 地 区

四 園 地 区

九 州 地 区

g 本7スの7ス: 7?If，与

会 ヰ土

- シ グ マ ー トによる ウ エ ル ド シ ス テ ム 防 水 工 法

・ 特 殊 絶 縁 防 水 工 法 ( 特 許 出 願 中 )

. メ ル タ ン 防 水 工 法

- 全 国 に 配 置 さ れ た 組 合員 の 強 力 な 遺 書 官 と 技 術

で 完 全 な 施 工 工 事 を お 引 受 け い た し ま す 。

名 1- 1 : 褒者 イ主

日 新 本 ス レ ー ト社札検幌式出会張 社 仲大川; 憲 吉
札 幌 市 北 三 条 東 4 - 1

日 建 工 株 式 会 所 木 久 俊 e  南 大 通 り 酋 1 3 T目

日 新 建 工 繰 式 会 社 仙 台 出 張 所 滝 沢 腹 自IJ 仙 台 市 一 日 町 1 - 2

東 京 都 台 東 区 西 浅 草 2 - 15- 9  

。 中 央 区 湊 町 3 - 7

E斤

長;i
。 千干新荒台代代宿東川 区 柏 木 5 - 1172 

e  田南北区区神神千上 田 佐 久 間 町 河 岸51号

。 区 住 6 - 42 

。 回 目 猿楽 町 1 - 9

e  区 野 2 - 2 1- 10 

膳 井 喜 畠 e  文 京 区 林 箇194

小 島 英 夫 。 江 東 区 深 川 住 吉 町 1 - 14

斑木量 ネキ土土 木樋下田 武一 。 干盛代田田江区東富偶士 見 町 1 - 12

。 区 4 - 32 

墨襲l早 重警量 謡:3新2器属弘製1 3  15  

6 - 15 1 - 2  

1 - 14- 2  

- 1711 

有大島有 辛限口限屋工会社業建社株会折式設小会僑株社政島富次式工山郎営会難商重量社底所所
折小島島橋島田菊勝一一真郎一公人

金宮沢市此高花岡町市小二事5 ー 7
山 県 番 丁

e  貴 野 2 5  

富 山 市 堀 川 町 7 7  6  

協株中 和央本式 建建会材材材社工工三蝶雛井株株材工式式式 鍵会会 社社所

三 井 辰 雄 静 岡市 大 和 町 1 - 20  

伊波木宮辺下藤崎 作除車二造勇

清 水 市 渋 川 5 2  0  

名 古 屋 市 中 区 南 久 屋 町 3 - 12  

日 建 興 禦 株 会 社底
"  

直 区 市 押 切 5 - 3

宮 崎 隆

4砂
中 区 伊 努 山 町 1 0  0  

早準平1J 官F2霊?ェ'Eミ童=三岡守村笠基+宮」翼f f J語重E武主要E学Z基E  童

井主晶 曹且

ア量持草活野鶴i吉?; "  
松清勝山本ホ崎見 軍途治実失動

- 152 

13  

棚中友畏村田秋太秀郎吉

6 丁 目 神 様 染 後 ピ ル

8 - 2 21  

石 橋 f節幸男雄 事 堂 隷 号 是 認 号 北 4 - 4 9

豊大株和中永式ヱ国難建会防株水式材社会株=社広式洋. w; 出会張社所

木 村 豊 広島市若草午竹 町 1 0  6  5  

。 町 1 - 2

谷 岡 畳轟
広島県庚大 商市 小 方 町 小 方 2 4  5  5  

東 工 - 業 有 限f宣会 E社E  
馬 場 久 岡 山 市 鹿 屋 町 7 ー 18

株大f高車 式 会 社 山 本 式 商 会

山 本 浅 進吉

松 山 市 三 番 町 7 - 8 - 1山 本 ピ ル

徳高高松 市 本 町 2 - 17

島三知大工涯三鍵膏ヱ 鍵株株株式式会会会 社社社 飯機柴井問田 良秋一男
知 市 温 屋 2 - 20 

島市矢三崎町町東 野 18 1- 1

且長新式品列会車主社線大 f 材E会 祉社

河竹野村 毒腺殺ー 延北岡九市州市本小門路司区7 大4 里 束 通 10丁 目

北川戸原勝高 勝 雄正 福宮鹿崎児岡市市島和市大知草浜川牟J原一田町新3  6  5  

柚安株日 進 工工 事材 l車椋株建一式式材 会ヰ社会土.

3  9  8  0  

正 之 BIJ 9  5  

進 藤 博 一 。 大 手 門 2 - 8 - 6

- 建設省東計第240号認可 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

東 京 都 足 立 区 千 往 来 町 9 3  日 新 工 業 株 式 会 社 内 旬 結 ( 888) 2  1  0  1  ( 代)

関 東支 部 東 京 郁 足 立 区 千 住 東 町93 日 新工 業株 式 会 社 内 I電 話 (888) 2  1  0  1  ( 代)

関 西支 部 大 阪市 西 区 新 町 北 通1ー 18 日 新 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底 内 電 話 ( 531) 5281- 3  

九 州 支 部 福 岡 市 大手 門 1 の 6 日 新 工 業 株 式 会 社 九 州 出 強 所 内 電 鰐 ( 74) 3  4  6  1  

10 

E園

ｾ＠

電 箆

ド21 34は 判 お { 剖 8016

2 2 ) 5 0 1 5  

( 25)  5  4  3  1  イ吃

(84 1) 5646 ・5729

( 551)  2676 ・4382

(363)  4  3  4  1  1-1: 

8663)} 6993 ・2892

( 803)  241 1- 5  

(2922)} 2  6  6  1千吃

(842)  6  3  1  1  1-1: 

(941} 0271 ・2582

4  11 6  11-1: 

o  8  2  1イt

F P 51 (判 州05

802) 4 7 5 1千吃

(γ (7犯 } 3401

3 ) 0 171- 6  

2  ) 330 1- 2  

45 ) 2 2 5 1f t  

; γ 85 ( 山 20

2 ) 0 9 9 9  

3  )  0  3  9  1  

( 31} 4 3 8 5  

( 85} 9 151- 3  

( 2 } 2 2 2 11-1: 

!iナ 4 1  57 1 代 5541 - 4

321) 13 11 ・133 1

• 
ii ; i j m 5 - 6  

4841 - 3  

371) 0251- 3  

481)  7  3  5  5  

{i( f32A43 i  )) 路 加 ・56589 182代

0267・0277 (451} 608ヨ

o  7  7  5  

( 6 1  } 6 3 7 1 - 4  

( 71 } 4 6 8 7  

2 ) 3 5 4 3  

23 )  1  1  8 1 f t  

2 } O O l 6 f t  

2 ) 3 2 4 4  

4  )  4  1  6  1  

4  3  0  5 ・4 3  0  6  

( 38)  146 8 - 9  

(  2  )  5  0  0  1  

28)  5207 ・6968

75 }  7  7  5  2  



業績って安J 心 P

近イペ建築材 . 仰の歴史と最新技術の産物

オ ＱＩ 王ミ ｊｾｊｾ ｪＮ Ｙ ル

ス-'t- Jt 'JIν 1))' 克明ル (S PM)

カ弓ースＭ， ｴ 圃ｊｴ Ｇｊｉν ＱＩＩＧｾＱｊ ｊｾ ( CSPM)  

華斤 ｈ 寺 ｻｾｴＺ マ γ チした

各 種 の カ ラ ー 製 品 が あ り ま す

責 任 施 工 ・ 1f 1'  I !J 1J ｊｾ 克明ル製造株式会祉

本 社 ・ 大 阪 支 庖 且 尼 崎 工 場 / 車 問 山 埼 玉 県 雄 市 川越 1 6 2  0 電 話 膿 (32) 3  1  1ト 7

兵庫県尼崎市長洲字稲川新国 44 電 話 大 阪 ( 481) 代表 8085 - 9  主直・出張所 郡山八幡・名古車川崎岩国・宇部・揖悶・粒買・三原・憧島・植山

4  
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- 菱斤与をtfC昌質・ 1性能共に定評ある

2 : z _ ースター諸国ト F F

( スイング式・スライド式)

⑨ 月本子任 務 !? 町線燃費FZ}
その他
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3 0 年 の 技術 が 生 き て い る /

車 鯛 周 の オ ー ト ド ア を 作 って 30年 の 歴 史

をも っ ダ イ ハ ツ が 、 そのイ憂れた技!初守を署区

使 し て 開 発 し た 建物 用 オ ー トドア。

ホ テ ル か ら 工 場 ま で 近代 建 築の 陰 の 立 役

者 と し て活 躍 し て い ま す 。

| ダイハツ|

完園川ア

発売元 株式会社l=哩 到 す

東京都中央区日制量本町 2 - 7 (信和ビル内) T E L  (241)  1301 (代表)

大阪営業所 大阪市西区新町通り4- 3 9 T E L  (531)  4776 (代表)

駐 在 所 札 幌 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

製造元 ダイハツテごイーゼル株式曾社

J E WE L HY  C OL OR S  

1  N  

I  F  

~::::::::"__ I....-::シム

ーフ7T"ミ ~

グッ ドセ ンスを

敷こう

スト レー トで

イ丁こっ

え上レートラインマット
m 旬、，- ー

・' Inl 近代おそ ヲ' ( ; '百貨

三百五三玉 三 サ; . ; " i 7工 業 株 式 会 社

本 社 久 世 工 局 / 京 都 分 工 場

営業所 ・東京都中央区 円本樋芳町一の 5 ・( 666) 4714 

- 名古屋市昭和区車問町 2 の22 ・( 731) 5138 

・京郷市中京区蛸薬師通烏丸西入 ・( 22 ) 日63

. 大阪市西区北堀紅上通一丁目 ・( 臼1) 3514 

. 栂 岡 市 須 崎 町 1 3 番 2 2 号 ・( 29 )  2706 
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[ 特 許 内 外 式 .  

電 動 ベ ン チ レ ー タ ー 圃

4 創立50周年記念事業の実施につ

いて

明年( 昭和42年) 3 月30日は日本建築協会の創立50周

年 IC当り ，誠に感慨深いものがあります。従来記念の年

に際しては . 15周年 . 25周年. 35周年. 45周年とそれぞ

れ本会の発展を祝して各種の記念事業を行なってまいり

ましたが，明年も従前の例 IC倣って概要下記のとおり記

念事業を行ないたいと企画を進めております。過去を顧

みて先輩諸氏のど苦労を偲び，将来を想って本会今後一

段の向上発展を念じ ，全会員のカを結集して充実した記

念事業を行ない，もって乙の記念する年を有意義に祝し

たいと存じます。

つきましては，本記念事業の実施については相当多額

の資金を要します乙ととて，全会員の絶大など後援ど協

力をお願い申し上げたく存じます。時節柄大変ど迷惑で

ございますが，何卒創立50周年を記念するため事業資金

の募集につき ，よろしくど高配を賜わりますようお願い

申し上げます。

• 

記

1.  ｾ念事業 と担 当委 員 長

- 記念事業委員長 副 会 長 塚 本 獄 次 君

同 副 委 員 長 同 竹 中 錬 ー 君

・財 務 委 員 会 委 員 長 理 事 鴻 池 藤 一 君

事業資金の募集，予算，決算の実施

・総 務 委 員 会 委 員 長 理 事 増 井 敏 克 君

記念式典，表彰式，祝賀会( 以上 3 月30日)

慰霊祭 ( 6 月) . 展覧会，講演会，特別見学会

運動会Ｈ以上 Ｓ 月 ｾ Ｖ 月Ｉなど実施

・記念物建造準備委員会

委 員 長 理 事 岡 橋 作 太 郎 君

.  i建築と社会J 記念号編集特別委員会

委員長 滝 沢 真 弓 君

・記念出版委員会

委 員 長 理 事 問 中 良 太 郎 君

1. 事業予算 約 7∞万円

1. 募金方法 個人会員 l 口 500円

挟込み用紙 !Cてなるべく数口お願い申し上げます。

以上

屋 上 強 制 換 気 装 置 の バ イ オ ニ ヤ

ご イ言 車 頁 に お こ た え て" き る

行 届 い た 設 計 施 工

内 外 建 材 株 式 会 社

日本建築協会会告
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工 場 ・プラ y トホ ー ム ・

体 育 館 ・ア ーケ ー ド に 最 適

内 外 式 連 続 採 光 換気 装 置

コンチニアスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

設 計 施 工

大 阪 市西 区 土 佐堀 船 田723 ( 大阪商工ピル ) T E  L (441  ) 3983・4396

工 場 大 阪 市 城東 区 天 王 田 町 1 の 141 T E L  (962) 1149  
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日本建築協会会告

司 会 員 の 受 賞

ζ のたび下記会員諸氏は，建設関係功労者および科学

技術功労者として，建設省ならびに科学技術庁よりそれ

ぞれ黄綬裳章をうけられました。乙乙 IC誌してその栄誉

をお成び申し上げます。

( 建設関係功労者)

久 保 幸 一 氏

佐 村 木 実 氏

( 科学技術功労者)

横 田 辰 三 氏

( 株式会社久保商活代表取締役)

( 佐村木商庖代表社員)

( 株式会社満点製作所社長)

....4 会連合協定・第 6 次改正

「工事請負契約約款」発売

日本建築学会 ・日本建築協会 ・日本建築協会および全

国建設業協会による 14会述合工事請負契約約款改正委

員会」が 3 年有半の歳月を費して検討の結果， 乙のほど

改正が終わりましたっ

民間契約約款として，公正ながI負契約を締結するため

に乙の約款をご利用ください。

1 体 裁 B 5 判，契約書および約款14頁

2. i.加 価 1部30円

3. 送 料 l 郎 15円

4. 頒折i fiFr 日本建築学会資料iiJi 布 l九 学 会 支 部 ( 学

会 ・家協会共同窓口) ，全国総設業協会

および道府県建設業協会，日本建築協会

日本建築協会でも発売していますのでご利用くださ

い。なお「改正案ならびにその理はIJ の記 ll i 2 は省略します

が，お知りになりたい方は ｾｊｩＺ 務局までど米会ください 。

司会員名簿の発行

11月発行予定の日本建築協会 1967;qo版会員名簿は，で

き あがり次第 ， 個人会員ならびに団体会員 ｉｕｩｾ 布いたし

ます。なお準会員でど入用の方はハガキ lζ てお申込みく

ださい。

4 モントリオール万国博視察団募

集

日本建築協会創立50周年記念事業のひとつとして，標

記視察団派遣を下記要領で行なう乙とになりましたので

参加希望者は事務局までお申込みください。

旅行期間 昭和42年 5 月24日( 水) → 6 月 6 日( 火) ， 14日

間

募集人員 70名

参加費用 388，αわ円

申込〆切 昭和42年 l 月31日

申込方法 申込書( 事務局にあり) と申込金35，( 別円を

添えて事務局( 大阪市東区北浜 3 日本建築協

会) へ願います。

視察団日程 東京発 ( 5 月24日) ーモントリオー J レ ( 5

月25日- 29日) ーニューヨーク ( 5 月30日~

31日) ーワシントン ( 6 月 1 日) ーシカゴ

( 6 月 2 日- 3 日) ー ロスアンゼルス ( 6 月

4 日- 5 日) 一東京着 ( 6 月 6 日)

会場でのセミ ナー 西山卯三京大教授，モン トリ オーノレ

万博関係者等を交えてのセミナーを現地で企

画しています。

.... 1建築見積りハンドブック」出版

記念・建築見積り・ゼミナール

「建築見積りハンドブック J ( 監修棚橋諒) の出版を

記念して下記ゼミを開催します。

共催: 大阪建設業協会，日本建築家協会関西支郎，

日本建築学会近畿支部，日本建築協会， 日本

建築材料協会，大阪府建築士会

期 間 : IIB和41年 11月22 ・24- 26日の 4 日間( 各日共

午 後 l 時- 511与)

会 ｊｴｾ＠ : 大阪建設会館 ・6 階集会室 CJ ( i 加b東区京橋

3 丁 目70)

定 員 : 80名

聴講料 ・5，犯O円

申 込. 各会事務局へお申込みください。

岩 元 式

川ィライト並開ペンチレBI

14 

サ ッシ ュ、ドア一、シ ャッ ター

伸縮扉、 オペ レータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

カタログ進呈

岩 元 工 業 株 式 会 社

本社 大阪市東成区東今里町 4 の40

1E 話 (981) 0  6 1  6  - a  6  1  ｾ＠
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Fi s 合o mthe Greek F  whi ch had the val ue 
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リp

噌

ス循環/

お ど ろ く ほ ど

暖 房 効 果 を 高 め ま す .ノ

お!'i! 1屋 でストーフーをたくと

せっかくの 1I:5( Ｚ［ｴ ｾがドンドン

1: へ の ぼ っ て、 下 との 温 度

差 が100 に も な り ま す 。

$Jr JIヲJ免れ 扇( l 4 HAY) には 、11及

俳 討 の ほ か に 、 お古11屋 の 空

討をかきま ぜて、こ の 温 度

五 をスッカ リな くす l出|期 的 な

(引きが 加 わり ました 。

- 音 が だ ん ぜ ん 静 か で す /

・ 居 ｉｾｍ . お 座 敷 ・応 接 間 に ふ

さわ しい 格 調 高 い デ ザ、イン /

関一一

F V ー 1 4 R A Y

排気 ・吸気 ・循環

現金正価 1 3，5 0 0円

月賦定価 (8回)

1 4，5 0 0 円

ＣｲＺＺｉ ｾＣｉＮ 居間用雄気闘



地工倒 神 戸 市 役 所 分 庁 合
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山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

大 阪 市 東 淀 川 区 西 淡 路 町 3 ー 1 7  6  T  E  L  (322)  4851 - 4  

東京出 張 所 東京 都 冶区西 新係 2 - 2 1- 6 T E L  (431)  7106- 7  

i紺 戸 工 場 愛 知 県湖 戸市大字山口字荷山 138 T  E  L  (82)  8  8  4  7  
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ｾＩＺｉｬｬｩを歓迎します。ハガキでお干寄せ下さい。

けいさい の分 ICは粗品進塁。

* 安 食

口 続 ・明 治 中期 の 機織 工 場 口

8 月号本側の「明治中期の機微工

場」の中で ， iJ I l t t 工事情では工j易4

練( 中略) 現在はJ と書きながら，

スペ ースlζ 気を綜われて不明協な文

にしてしまったっ8 月号の工窃門は

4t *の内の l 糠だけである つ後の 3

械の内 Ｒ 事ｾだけはあったととがは っ

きり解っているが，最後の l 械がど

うして も不明で，あるいは乙れは今

も残っている母屋の乙とかもしれな

い。その配置図は下のようになる。

工場は明治30年頃始まったが ，35

年 12月に女工虐待事件が発覚して宮

窓の手入れを受け引年に廃業 した。

当時の当主は黒須文五郎といい ，今

の当主は文三さんといって ，文五郎

の孫lζ 当り，工場廃業の明治41年生

れだそうだ。その文三さんが物心つ

いた11寺工場一つ( 下の図の空白の建

物 ｾ Ｉは日 ［ｕ ｲｉ政 駿され て跡形もなか っ

たそうだう管巻工場はその後L1t 肥小

舎に使ってい たが，戦後固定資産税

が掛ったりするので，文三さんの父

の吉之i垣氏が収峻した という の

今その跡は半分程空地になり ，半

分程竹委託が延びてきている 今乙¢管

巻工場は道 路 ｬ ζ 商して幅 ＵＱ ｾＩ ｲ 奥行

7 問。主柱の高さ 1:丈 3 尺。司王家だ

が，南 ・西二個1) は両端 3 尺つつを残

してグノレリと服『窓で取り巻き "1 Iは

かなり I! J] .: ) かったという 。取場iされ

るまで手動座繰機が l 台保存されて

いたというが，今はかい勺

(Jl Ui( 1:! 1北区神谷 2 ノ22ノ13 須藤欣二)

*  *  *  

口 元 良勲 教 授 逝 去 口

大阪工業大学の

工学博士 ・元良

勲教授が，さる

9 月'25 日午前 3

ｬｬ ｾｪ Ｓ Ｐ 分永 眠され

た。死因は JJ 出11¥

血， 享年66才で

あった。葬儀は . 9 月26日，京都松

ケ|崎の自宅において， しめやかに行

なわれ，また . 10月15日大阪工業大

学において建築科主催の追悼供養が

行なわれた。

教授は ，第一高等学校を経え ，京

都帝大建築科を 大正 14年 lこ卒業，大

学院で研鈴をつ まれると共に ，大阪

市 lζ 入ら れ，技師として ，とくに紙

架設計に手腕" e : 発揮された。その後

海軍 IC入られ，技術中佐となり，復

員後は ，和 国組を経て ，摂南高等学

校長につかれた。昭和24年の大学昇

格後，教授として ，建築学科の創設

に参加され るとともに，幾たびか教

室主任 として大学の充実発展につ と

められ. Il[j和40年，大学院開設に と

もない ，その指導教授として，後進

学徒の指導にあたっておられた。

なお ，日本建築協会. 日本建築学

会の評議員などもっ とめ られた 乙と

もあり ，とくに ，日本建築学会近畿

支部長 (36- 37年) として，学界の

ために大きな貢献をされた乙とはみ

んなの記憶に新 らしい。

?な 敢 な

口 故 元 良勲 先 生を

しのぶ よ す が に 口

あまりにも突然のととで，普くべ

き言葉を知らない。

先生をしのぶに ，筆者ζ ときが万

言をついやすとも，先生の一文を記

すにしかず。

短文を 「橋梁芯匠15年''' J より 選

.M。

一読すれば ，人そ れぞれの哀惜の

情，追悼の念，より深いものがあろ

つ。

『橋は都市風景の大切な要素であ

ろう。縦の方向に延ひナこ建築君? に対

して ，横一文字¢構造はよく対照的

な構成を形造る 。といっても，橋は

建築ほど は目 立たない。派手な高音

部に対する地味な低音部と で もい う

か，蔭の役廻 りをしているよう であ

る。また，それでよいのだと思う。

それ と気づかず，さ れば とい って な

くては淋しいと 印象づけ らればよ い

のだと思う 。それにしても ，械にた

いしては ，もっと建築家の厳しい ，

しかし好意ある限が向けられるべき

なのではないか。与えられた紙数で、

一人よがりの過去を諮るよりも ，進

んで乙の点を強 く訴えて捌築する 』

※ 建築 と社会 ， 昭和 ＳＳ 年 ｬ 月 ，正 月 ｾＲ ＺＱＱｈ 関

西の建築歴史を語る」の内

( 大阪工業大学 福島正人j

*  *  *  

ロ モスクワ 建 設15年 計 画 口

先日の朝日新聞に特派員からの ，

モスクワの都市計画についての記事

が載っていた。それによる主 ，モス

クワでは，革命50周年を来年にひか

え画期的な大都市計画がね られてい

るそうである 。革命後 1 回目の都市

計画 ( 1935年から 15年間) が，第二

次大戦で中断 し. 1950年から 10年聞

に縮めて実施 したが，満足したも の

でなか った。今回，新らしく 15年間

にわたって実施される都市計画の最

大の課題は . 乙れ以上人口をふやさ

ない 乙とである 。現在の 650 万人は

1980年にもせいぜい 680 万人に抑え

る。そのためにも ，どんな企業も工

場も ，市内には主主てさせないという

徹底した策をとるそうである 。また

市の境界線の外側環状線の周辺 1万

ヘクタ ーノレ¢緑地( 森と原野) はそ

のまま手をつけずに残してお乙うと

いう 乙とである 。大グ リーン ・ベノレ

トの構想や 目モスクワ 川 の浄化など

も興味ある乙とだラ (M)  
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11- 64パイオニアヒンジ

. J I S  . G3 3 0 7  ( S P H・1 ) 鋼 材 を使 用 した グ

・車由芯のせり上がりが完全防止されています 。

・ナ y クノレの断面に同一 金属の接触がないので軌

芯内の錆びが生じません。

・東レナイロンを鍔付 プッシュにして ナ y クル内

の事由芯の軸受と してはめ合せしてい ますから摩

擦係数が少なく自己潤滑性に優れドアーの開閉

が円滑で‘ 横振れなくキシム様な音を立てず注油

の必要がありませ ん。

. アー ト独特の防鋳塗装仕上 により完全防 錆と美

しい仕上り品質を f耐えています。

. 仕上色彩、 パー ルカ ラー

絶 対 に 錆 び な い ヒ ン ジ で す

. 1 8- 8 ステンレス鋼を使用した

ＵＱ ・ ＶＴ マり〉ヒミ ｊｾｪ

きしむ様な音が全然しません

. デ ル リ ン ブ ッ シ ュ 入 り で す の

で ド ア ー の 開 閉 が 円 滑 で 横 撮 れ

な く 注 油 の 必 要 が あ り ま せ ん

. 温 度 の 急 微 な 変 化 衝 撃 に も 強

い で す . 耐 蝕 性 ， 耐 錆 性 ， 耐 熱

性 ， 耐 摩 耗 性 に 優 れ て い ま す

. 褒 面 仕 上 はNo. 4仕 上 で す . 施

工 が 容 易 で す

G 砂| 本石主主議英三位
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建 築 と 社 会

ユ ー ス

ニュースをお送りください

. 建 設 中 の 中 宮 寺宝 蔵庫

吉田五十八研究室の設計になる 仁1
I

宮寺宝蔵庫が，目下 ，ｾ 長良県生駒郡

法隆寺で建設中である 。 R C 造 l 階

建 ，屋根鉄骨造鋼板: tJ ，面積 177. 74

In
2

である 。 外装は コンクリー ト打

放 し， ビニーノレペンキ仕上。工期 は

昭和41年 5 月名工し ，昭和42年 5 月

竣工予定である 。施工は KK大林組。

. 大阪 市 立 大 学 工 学 部 校舎 完 成

( 下の写真)

大阪市立大学工学部の学舎が，大

阪市住吉区杉本町の岡大学本郎北fJlj

すみに完成され，去る 10月25日午前

10時から ，中応答大阪 rl i長，渡瀬誠

学長，浅野清工学郎長ら関係者多数

が出席して完工式が行なわれた。

新学舎は37年から工1' (7 俗 9 千 2

百万で建設され， R C 造 2 階企tの管

理棟 1 j来( 延面積 1，207. 29m
2

) ， R  

ｃ 造 Ｕ 階建の研究棟 Ｒ お ｾ ( 延面積

14，531. 70m
2

) ， R  C造 2 階建の実験

航 l 練 ( 延而積2，784. oom
2

) および

附属建物( 延42. 72m2) でなり ，総

延面積 18，565. 71 m
2

の規模である 。

去る 39年の第 l 期工事完成で，f E

気 ， 応用 化 学 ， 応用物ｊＱｊＡの 三 ｾ ｦｾ 科が

移り ， 乙んどの完成で ， 建築， 土

木 ，機械の三学科が移 '1去し ，工学郎

の六学科が全部，杉本町lζ 統合され

いままでのミタ コ足大学ミの悩みを

解消する ζ ととなった。

設計は大|疲i I J 建築局と '1-
'
沢建築事

務所，監盟は大阪rli 主主築局 ，施工は

建築工事新工務所， fE気工事 : 浅

海電気 ， 給排水 ｉ ｉ ｊｾ 西川商会であ

る。

なお ，大阪市では，乙のあと ，い

まだに分 散 している大阪 ￯ｬ ＱＢ肉区白ｾ

稲の家政学部，扇町の理学部の学舎

を43年度までに建設，統令する予定

である 。

. 関 西 都 市 ・ 住 宅 会議 主 催 の 万

博 会 場計 画 報 告 会

第 7 回を迎えた今年の関西都市 ・

住 宅 会 議 ( 旧都ill ・住宅研修会) は

10月26日大手前国民会館において

「日本万国博覧会々弘計画段終案報

告会| というテ ー7 で. I苅凶建築友

好 8 団体共催のもとに ， 1，300 名の

参加者を得て盛大に行なわれた。

先づ‘ 段初 lζ 上 lLJ : ¥芯( 京大) ，曽有 ｉ ｾ ｦＮ

ー ( 東大) 両氏より以終案について

の報告が行なわれ，続いて前l起l i;u太

郎氏の司会によって，西 山卯三氏 か

ら「テー 7 と会局計画」を ，ユーモ

アを交えて話怠れた後，丹下世n三氏

より「会場計画の基本構怨」と題し

てミお祭り広場ミなとを小心に懇切

な説明があった。竹l以似! 造，東畑謙

三両氏よりは「計画の問題点」につ

いて，計画案のぷlij 'J しさ，鉄軌道，

跡地利用の問題，エッフェノレやコノレ

ビ ジェの実例をひきながらのｾ築家

以外の人々の積極的な協力の必袋性

などが述べられ，万博協会の山本J >n

雄氏からは「内外国の参加予: I1lなら

びlζ 建設計画」について相当詳しい

数字が示された。

参加者からは， 一審関心のある仕

事がど乙からくるのか，という具体

的な質問もでたが，これは JI寺j倒的に

も尚早の感があり ，鱗!2存者も{ 本をか

わすなとの・幕があった。

なお，関西部i I l ・{ 七' = t 会議笑行委

員会では ，乙の記録をまとめて発行

される予定である 。

・ 大阪 府 建築 家協 同 組 合 の マ ー

クきまる

本誌にも既報

した大阪府建築

家協同組合のマ

ーク募集につい

て，全国より熱

心なる作品がぞ 入選 7 ーク

くぞく集まり，応ｾｾ省 ＸＸＰ 名，応募

作品 2，721点、の多数にのぼ った。数

日lζ ι り色¥i ] i辞査の結果，人選作J

が決定した。

入 選 鈴 木 純

(名 古屋市 西区内桝町 3 - 4 )  

今後，乙の入選マークはミ大阪府一

建築家協同組合ミの表示 lζ ，あらゆ

る商K 使用される山。
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

長ポレ ＱＱＱ ＧＷｾ

軽

断

量 (比重 0. 5コンクリート% の重量)

熱 ( コンクリートの 1 0 倍の断熱性)

耐 火 (法 定 耐 火 材 料)

4砂シ; t ; レックスは工場、住宅から超高層ピ、 j レまで

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化を要する高層建築物 ・軟弱地盤の建 物

5  鉄骨耐火構造の建 物

22 
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.  ，ア根工 主 ＢＺＺＺｾ，Ｚ［ ＮＮＺｬ，いい品ぷ Ｔ ・Ｍ［［Ｎｾ

‘  ?へ「吋 ユ＿ごＺｾ弐とぷ ｆι ぷｾｾ［ＮＮＢＮ二 ､イ＿

Ｍ ＮＮ ｟〆、、、ＺＮＧｾＧ ;ぶ二..  ｾｴ ふきＺえと｜心 ｊ

n本屯{言電話公社 八尾倉庫

.ill: H  安升建築設計 Ｇ ｬ ￧ｦ［ｾ ｩ 苛

結 1: 大日本 1: 本株式 会社

ｻ如ｉｩ ｊ ，品 Ｑ 好外 ｾｩｴ 、 ｬ 吾似

唖更き亘P

;5..ポレ11/ '77... 販 売 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ l ノ 16( 森 川 ピ J レ)

電 話 東 京 (861 ) 代 表 7 2  4  1  

大 阪 支 底 大 阪 市 西 区 京 留丁堀通 l ノ 125( 東 洋 ピ J レ)

官u舌 大 阪 ( 判 3 ) 代 表 7 7  4  1  

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大 商 ピ J レ)

電 話 名 古 屋 ( 58 1) 代 表 7 4  2  1  



口写n と概要をどしとしお送りください。

凡例 a 所<E地 b  ，1.Il 築i町杭 c 延 面f I l d 構造規絞 e ，工 j切

E.'/ f  "/ .'/ ｾ＠

172. 妙 寺 本光

設訓。 日 新 建 築 段 計 事 務 所

』在て K K 金 剛 組

;:1. 大 阪 di J . t ! 成区深江 '1' 5 の 5

b ， 471. 825 "，'  

c ， 938，385，，1  

d ， R C ， 3F  

e  附属140年 I )J - 附 i拘141作 3 JJ

特徴 R C治の --.'j: 院l . I l 築

堂 I 173.  西上汐市街地住宅 ・

上六セ ンタ ービル

174. 星 ー
ν

J

 

久 ビ

設計 中 沢 建 築 事 務 所

脇 工 K K 近 畿 強 段

a ， 太阪市I南軒区 l上勾 t汐U聞町r3 1  口5引l 百酢P地

b ， 712，58" 

c ， 6，964，52，，1  

d ， R C ， s l  ( 一町郎I s 2幻) ，1ωOF  

e ， IJs r K9 iJ'. lOJJ - 附 和41年 5 JJ

設計 ・施工 K K 竹 中 工 務 底

a  京郎市巾京区三条通商ft Jl r入

桝展町53

b ， 303，6，，1  

c ， 1， 677，8，，1  

d ， R C ， s J. 510 ， Pl  

･ ， 叫 ｗＱ ＴＰ ｾＱ ・ ＱＰ Ｉｊ - 附 和41年 6 ) J  

175.  天野山カントリークラブ，

クラフ' ハウス

設計 K K  i黄 河 工 務 所

維工 大 洋 E皇 位 工 業 K K  

a  大 阪 府 河 内 長 野 i I i 天 野 町

b ， 1，350，93 "，'  

c ， 2，592，42 "，'  

d ， R C，3F  

e  附rll 40年 6 )J Ｍ 附和 ＴＱ ｾＱＺ 5  JJ 

設計 ・胞工 K K 竹 中 工 務 底

a.  m: JiI 郎港区i 1 i f 布市兵衛町2，25

143，0 "，'  

C ， 894，0 "，'  

d ， S R C ， 6 F ， P2 1  

e  附事 Ｑ ＴＰ 年 ＱＰ 月 ｾ 附和 ＴＱ ｾｰ 6刀 l  

176. 本 渡 市 立 天 草 切 支 丹 記 念 館

設計: 九州建段コンサルタント K K

施工 K K 佐 藤 組

a  熊 本 県 本 前 市 絢 教 公 附 内

b ， ＱＰＴ ，ｾ＠

C ， 420 "，'  

d ， R C ，3 F  

e ， I削有140
6
1: 11月 ~ 昭和41年 7 )J 

177. 本 国 技 研 工 業 名 古 屋 支 庖

設計 線 建 築 デ ザ イ ン 研 究 所

施士 清 水 建 主 主 K K  

a .  1' 1  ，'i Jii  rli r  1-
1  

IX: ) L 川 町 2 の 1

b ， ＸＸＷ ， Ｒ ，ｾ＠

c ， 1，031.1，，1  

d ， R C ，3F  

e  附 和4061' 8  JJ - I別府14[iド 7 )]

設計 K 構 造 研 究 所

路工 K K 金 同l 組

a 奈 良 県 担i 原 市 久 米 町

設計 ・路工 鹿 島 建 綾 K K  

a ， J;r.J  IU "， 築 地 元 町 5 器 地

b ， 1， 128"，'  

c ， 3，953，60，，1  

d ， S 造 4 階，i l l ，基 礎 ク ロ ス パ イ ル

打，外噌波形スレート蝦，屋縦

長尺鉄桜瓦線11

e ， ｉｾｬ 有 ＱＴＰ 年 Ｙ 刀 ｾ 附有 Ｑ ＴＱ 年 Ｔ 刀

b  

C ， 

d  

e ， ｬｉｬｬ布 Ｑ ＳＸ ｾ 手 Ｘ 月 ｾ 附 Ｚ｛ｻＱ ＴＰ ｾ ｰ 8 月



ＣｾＺＮＣＯｉ， ｦ ‘ ＢＭＮ｜｜ｉｾ もがく誘導畑 〉 を改良

-・ z咽t : ご・・・4 叫 置

- 機由民文字は 6 種 類 あ り ま す

属 議 室| 陣翠罷璽I I讐 刃 唖l 開邸調

f あ # 16，乾電池式語導史I

- ぉ 問 合せ は ・・・・ ・・・・・・ ..

工 事 が 簡 単 で す

乾電池( ナショナルハイト ッフ。) 内蔵式ですか ら直流 回 路

の 配 線工 事がし、らず、簡単にとりつけることがで きます。

J 、 イ ト ッ プ が 非 常 時 電 源 で す

ふ だ ん は 電 灯 線 て点 灯 、 停 電 の 時 に は 自 動 的 に 乾電 池 が

電 源と して働き 、 誘 導 灯 と し て の 役 割 に 常 に 完 壁です 。

消 防 法 に も 合 致 し ま す

停 電 事故がない一年後でも、 消防法に 定 め られた 20分以

上 は 点 灯 し ま す 。 ハイ トップだか ら それがで きるのです。

点 検 は 一 目 で O K

乾 電池 の 容量がひと 目でわかる 電圧メ ー ター っき 、平 常

の 点 検 が と て も ラ ク で す 。 また プノレスイ ッチにより 交 流

電 源 と 非 常 時 電 源 を同時に切る こ と も で き ま す 。

・旅館、アパート、病院、飲食底、 美容院な どに酌

札 幌 ( 24) 9 2 7  1  TJ 山 ( 21 ) 8 5 6 1  広 鳥 ( 41) 5  1  1  1  

仙 台 ( 25) 8 1  1  1  金 沢 ( 61) 2  1  2  5  高 松 ( 2 ) 1 1 9 4  

宇都 宮 ( 3 ) 3 2 3 5  新 潟 ( 45) 6 3 8 6  福 岡 ( 28) 3 3 3 1  

東 京 師 3) 3  1  1  1  名 古 屋 (951) 6  2  1  1  小 倉 ( 53) 5 2  2  1  

横 浜 ( 68) 0 7 4 3  大 阪 (362) 5  1  5  1  鹿 児 お ( 3 ) 0 6 7 1  

併 問 ( 54) 1  2 4  1  神 戸 ( 39) 8 0  1  1  

24 

ぉ・耳R讐 え に は ・・ 0 ・

21音 も長符 ちする

ナ シ . ナ 作

ハ イ ト シ デ

1lj1- .  60円)

松 下 亘 書

.  



クラスメート

左より( 敬称略) ー立っている人一

小 林 得 志

( 小林m志旭築事務所長〉

I"F' 好 雄

岡 本

上 回 泰

( 旧( ヤマトエ勝 広代ぷ取締役)

郎 ( 岡本建築事務所長)

( 大阪市交通局高速鉄道山

投本部計細部用地課主査1

片 山 一 郎

( 限竹中工務広取締役 ・営業担当)

左よりー賂っている人一

林 谷 武 雄

(KK竹中工樹脂大阪本応設計部 ilJ 桜課長)

中 谷 隆 雄 ( は奥村組処築部次長)

大阪ロイヤルホテル中路Iζ て

奈良県立吉野工業建築科昭和 4 年卒と昭和 7 年. 8 年卒。各ク ラスとも戦死と 矢 没で約

lf3- lhを失 ったが，残 った者はそれぞれ社会的に忙しくたちま わっ ている 。急な会合であ

ったので遠方の方が列席できなか ったのが残念である 。

岸，在学H寺代万能スポーツ選手， その紛争11を生かしてマイペース社長，いつでも市内中

心部の数個所に ヒソレ建築の看板を見る 。大 したものだと思う 。 (昭和 4 年卒)

林谷， 兵庫県庁から竹中の設計郎へ，壮年期の闘病生活で生れ替 って，秀才のご子息を

もって落着いた生活をしている。( 昭和 4 年卒)

岡本，長谷部竹E悪事務所から日往を経 て. 10名あま りの事務所をも っているが，性格が

示す地道な営みに終始するのではないか。( 昭和 4 年卒)

小林，学校時代雄弁の選手. そのせいか実に温厚な落着いた話 しぶり。酒蔵設計では第

一入者。碁は玄人級か。( 昭和 7 年卒)

上回，在学11寺代陸上短距離選手として有名 。大阪市建築局 l ζ30年，公務員生活を一貫し

て，今年から少し方向を変えて交通局用地課勤務。( 昭和 8 年卒)

中谷， 施 工一本の一生， 若々 しく張切 っているので， まだ物足りないといっている 。

( 昭和 8 年卒)

片山， 西吉野の官幣大社丹生川上村1ネ上下社の近くから. 20kmを毎日学校 lζ 自転車で往復

していた。今は営業担当重役で50kmをかけ廻っている 。元気なものである 。( 昭如 8 年卒)

( 岡本記)
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闇

一

盟

鳥 国 家 弘

神 戸 大 学 建 築 学

宮 秋 利 厚

日 連 設 計 工 務 K J (

谷 口 尚 武

田t 大 林 組

福 田 好 雄

ダイケンサッシK J (

7 月号より 12月号まで

上記の新執筆者で E の

「建築の限」欄を担当

してもらっています。

.  人 間 的 な ， 余 り に 人 間 的 な一 一 ( 4  )  

精神病院の閉鎖病棟をコートハウス式にした例を ，大変よろしいと島崎敏樹がほ

めていた。都市近郊の個人住宅に乙れが流行するのは ，都市病理学的に同じ意味が

あるのだろう。だから本来のコ ート でなくて狭いほどよい。なんとあわれな通勤人

問。

将来のビジョンは ，いつも機能的に便利でいそがしい楽観人聞の漫画がつきもの

だが，本当は精神病棟の密集になるらしい。その上で，人聞をどう人間的に扱うか

などといっても ，まず精神病者 lζ 仕立てるのでは万事あべ乙べだ。

先日 ，帝国ホテルの旧館越しに日生劇場の上部が出ているのを見て ， ラマ廟そっ

くりなのに気がついた。ラ マ廟と 7 ヤの神殿が，そ乙はかとなく古寺の死臭を漂わ

せて乙の束京のどまんなかに静かに存在するのが不思議な感じだ。現代の奇蹟のよ

うであり ，また乙れも 一つの精神病棟なのかも知れない。 ( T o)

. 人 命 の 重 尊

ｾ築工事もますます大型 化し ， 機械化してきて，作業場の機相も 一昔前 とは格段

の変化である。工期の短縮，作業能率の合理化，新材料採用 lζ 伴う技術の革新など

めざましい進歩である。しかしながら ，また，乙れによる予測せざる工事中の事故

も出現してきている。振動，騒音，地盤沈下 ，濁71<. etc. などの公害・ー・・ 。

しかし最も恐ろしい乙とは人命の損傷であろう。工事関係者ももちろんであるが

1. 事に何の関係もない隣人 ，通行人の安全に対する配慮は如何に十分にしても ，や

り過ぎというととはない。工事が私企業であれ，公共事業であれ，乙れらの人々が

てよれに協力すべき義務はないはずである。街路で ときどき散見されるミ頭上注意ミ

とかミ足元に気をつけろミとかの立札はおかしいと思う。物が落下したり，通路が

陥落したりするおそれのあるときは当然，二段構えの防止策を講じ ，あるいは辞を

低うして暫時立入りを御遠慮願うとかしてまず人命の乙とを考えるべきである。

要は機械の大型化が進み ，工事が街中』ζ 氾濫して ，工事とは何の関係もない通行

人や住民も ，ある程度は自衛すべきであるというような ，恐るべきミ慣れミが次第

lζ 長延して米つつあるのではないかという ζ とに恐れを抱く。 (Mi )

.  建 設 業 機 械 化 の あ り 方

! 皇緋機など日本の農村の機械化はめざましく進んでいるが，それら農業機械の稼

働率は世界最低であり ，その結果が日本の生産者米価を世界水準の 2 倍以上に押し

仁げている有力な一因である との話をきいた。そして乙の対策は農業の企業化 ・i法

人化による経営規模の集約以外にないという。入手不足 lζ 対処する己むを得ない手

段であったのではあろうが，漫然、たる機械化がコス ト・ダウンにつながらない乙と

を示す好個の事例として，下請のぼ械化などのむずかしい問題をかかえる建設業界

に示唆すると乙ろ大なるものがある。稼働率をたかめる機械保有の組織について予

め真剣に検討した上で機械化を進めないと繁栄への道にはつながらない。労働力不

足をカバーする意義さえあれば ， コストアッ プも己むを得ないと考える向きもあ

るが. Ｏｊ ｬｾ 放体制で国際競争の ｫ 誌にさらされている産業界と深い関係をもっ建設業界

にそんな 11' ぃ考えが許されるはずがない。 (T a)

国 連 続 蝶 番

パットヒンジ( 略して丁答〉類の用途は極めて多く ，小 は器物J の苦から ，車両 ・

建物J の}JI¥，ζ 至るまで} J . ，: く応用されている便利 な金物で . Ijl' J聞に大なる力を要しない

のも特徴の一つである。

その形状も J ntT番( 二つ管丁番) . 三つ管丁番，五つ管丁悉，病院丁番 ， 自由丁

務，隠し丁悉， フランス丁悉 . p ヒンジ ，キャビネット丁悉 ・・・ー・等数多くの品種を

それぞれm途，目的によって巧妙に使用し ている。

と乙ろがわが国で建築用J ; J il ，ζ 応用していない述統丁番( コンテニアス ・ヒンジ =

ピアノ丁悉) を海外でアルミ トアに使用 している実情をみて ，建築家やドアメ ーカ

ーがうまく応T l ' J している点に気がついた。

一般に楽町fHiHζ は早くから ， ピアノヒンジの俗称で優れた使いかたをされている

が，比較的絡むなアルミドアに使用すれば，扉の戸締り l侍にも. ｉｪｬｾ 放時にも 一 般丁

番のごとき突 JIJ 部の目障りがなく ，連続丁番の優美さが表現できるのもひとつの特

徴である。 ( F u)
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大阪市東区京総 2 丁目

10， 100.  900M 2  

8，330.  713M 2  

99，992.  102M 2  

8，287.  605M 2  

地下 4 階 、 中 地 下 1 ｾ皆、

地上 8"皆、 I苔昼 4 階

G  L  - 19.  9ω M 

+ 31. 000M 

+ 12. 000M ( R F )  

期 1 JUI 

ＱＱｾＧ 工昭和 ＳＶ 年 Ｖ 月 ＲＵ 日

竣 工 昭 和38年 4 月15 日

2  Jtl I  

:1: 1エ 昭 和39年 6 月25 日

綾 工 昭 和41年 9 月30 日
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'

J ー
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建 築 地
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t

基準階

l  機 械室

2 先 場

3 エレベーターホール

4 事務室

5 旅行会館

1 階

l アーケード

2 ピロティー

3 先 場

4 銀 行

5 荷受室

6 旅行会館玄関

7 駐車場

8 7. . ロープ

9 パス駐車場

10 .9ク y ー来場

地下中 1階

1駅前広場

2 銀 行

3 スロープ

4 駐車場

5 京阪コンコ- 7 . .

6 底 舗

地下 2 階

1;光 J):;

2 配送室

3 駐車場

4 地下鉄連絡通路

5 プラ ッ トホ ーム



[ 京阪ビ… ト

段肘施工株式会社竹中工務l苫

政 備 概 要

電気段備

受 賞l 22，ぽ氾V 特別l高圧受1l L

ｭｾＨ 設備容鼠 10， OOOK  V  A  

配電方式 460 V  /254 V  

変庄器 22K V/6. 6 K V  

2 ，ぽl OK V A x l

22K V /3. 3K V  

3 ，似l OK V A X l

22K  V  /460V 

2 ，反則 K V A X 2  

ｍ 首 ｾｪ 昨 ｬ ｈＡディーゼル発ｾＱｩ機ｇＺ ｪ Ｎ甜

発; 1l 機8∞K V A

ディーゼルエンジン

950 P  S  X  1  ，200rpm 

幹 線 アルミパスダ 7 ト使用

照 明 J島都階開I ' VI 器 具

弱電設備

アルミ押出しによる !RI.I別昔お l

空調吹出し口述成守J

機構! ! l H主 5∞，レ 7 ス

B G M設備

自動11t包ー制装世

電気時計

全館放送装i世

ｬＧｬｦｴＩ 火災感知｝ｾ高 ｩ 世

テレビ、ラジオ、 JUi ; ] 聴 悦

T ンテナ

チャイム装置

t包括交換総 7 ロスノさ 一方式

イノターホー 〆

給緋水衛生股備

給水設備 鼠力給水方式

受水糟5∞ton 尚i車タンク

俗説 15 ton 2 際28ton

消 火 設 備 消 火 栓 サ イ ヤ ミ ー ズ : コ ヰ

7' ; ヨン 百貨! 古先場

空気関和段備

スプリン 7ラ 一 地 下l UI日晶

抱消火装也

冷 凍 機 770 U S  R  t onX 7 5 0 K Wx  

3 ，3∞V X 3 醤

350U S R  t onX330K Wx  

460V X  I 恭( 年1m用)

ボイラー 炉筒煙' i 1 裂 3 ，∞Okgl hr X  

7. 0kg/cm' X  2 缶

昇降後段備

容用 DC，GL  

18人乗 X120田 /mi nX 2 告

24人乗 X 120m/mi nX  4 台

入荷用 DC，GL

26人乗 X 鉛 m/mi nX 3 台

15人乗× 鈎m/mi nX 4 台

31人乗 X 6 0m/mi nX I 台

エ ス カ レ ー タ - 20f'i 

. 般 肘 宥 の ζ とぽ

1. 平薗計画について

京阪電鉄天満橋駅、経坂屋、大阪旅行会館、富士銀行および京阪ピル直

営部分という 5 つの用途別j 要素とどルをと叩ま〈交通機関一一周すなわち

上記京阪電鉄および地下鉄 2 号線、こ・をターミナルとするパス、タク

シ一、トラッタ等との交通関係の筆備が平面計聞のキーポイントとなり

ました. すなわち 1 憎から地下 1 階へかけて広い公共用スペースをとっ

て、大きな人の流れを剣きながら建物各榔へのアプローチを容易ならし

めるよう計画しました.

2. 外脅6. 既について

外後 ｉｾ プレキ守ストヨンタリートパネルによるカーテンウオールを採

用しました o 1 ペネルの練噂ザイズ l主、巾 1. 75M、高き3. 84Mで1 0 MM

厚嫡子舎がスケットでヨンタリートに直接はめニんでお η ます.

表面仕上はヨンタリート困をサンドプラスティングした上にケミカル

ステインを吹付けて，. 鋤色に仕上げました.

飽ヱに当弔ては着色および硝子はめこみまでを工場で行ない、作業所

織入後は取付けおよび目的コーキング作業のみとしたため、ヱ期短縮に

効果がありました.

3. 股傭股計について

般備計画のポイントは空気関和にありました. 上記 5植の用途理1) の系

統分けはもちろんですが、デパートという業態の特殊性から〈る空関が

問題となりました.

すなわち、デパートの売場はたとえば特売場のごとき冬期に於ても冷

房を必要とする、しかもその売場は固定的なものではな〈何時どこへ変

更きれるかも知れません. また顧客と従業員の双方に対する処置も考え

ねばならない. そうしたニとに対処しうるよう、各階要所の冷房峰切り

か え が 可 能 に 考 慮 さ れ て お り ま す 。 ( 名 木 山 高記)

• t・ヱ省の二とは

このピルの、意匠上にも、施工上にも、最も軍要なる・ポイント" は、 P

C コンクリートを線用した・カーテンウオール工法" に有ったと曾えます.

この鎗ヱを担当して

1  ) すべて工場生産ができるように般針きれているために、大綱の工期

短縮を行なえた.

2  ) 鱒遺体と問一佐賀め材科を使用したので、予想さ札る物理的、化学

的 簡 現fl が、ほほ正殖に想定でき、おのおの接触する点、菌、織の処理

が、自償金持ゥて総工できた.

以上の利点を感じ、担当者としては・カーテンウオール工法. としては

最も集成されたるヱ法ではないかと考えています.

施 工 概 要l主、 P C コンタリート枠 2 2 2 8 敏、実抱ヱ回数は、 9 1

日間、 1 日平絹 2 " 枚強の取付けとなっています.

ぬだし取付組 ＮＱｾＲ 組にしましたので、 Ｑ 組の取付枚散は Ｑ 日 Ｑ 2 枚 強

となります. 使用機械は、能力 2 t の門型クレーン 2 富島、補助として、

能 力 2 t のパワーリーチ 2 益金使用しました o 1 組の取付ヱ教は S 名を

1 組としています. 製品納入は当日取付予定数のみ納入させました.

作 察 燦 近 辺 が 、 交 通 最 多 し か っ 、 パ 又 停 留 所 が 有 る 関 係 上 、 取 付 作

* は、パス終発後の 2 3 時よ叩鎗捻前 8 時までの深夜に行ない. 開重量、

ヨーキンタ等の作S憶を昼間行ないましたが、各関係の皆さまの適切なる

ご指線、ご働力によ Ｐ 、無事故にて施工を完成せしむることがでｾＪし

だ. この紙上を お情。して、厚〈お礼申し土げますo ( 大野孝志飽}
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政計監理住友不動窟橡式会社

施 工 練 式 会 社 鴻 池 組

所: { E J血 宵屋市山手町371存地

情 m 鉄筋コンクリート治I也J 二7 附

slf菩屋 3v告

敷地而梢 2，814. 9m'  

遮築面積 1，034 目 72l m'

延 面 積 7，609. 69I m'

工 期! 昭和40年 4 月~昭和41
1
1' .5 fI 

戸 段 50軒. 管恩人J f I 1 軒 ，11'51軒

仕 上 慨 要

外 航 仕 上

外 ｾ｜ｖ セラスキン吹付 一 部タイル ＱＱ 占リ

主11具/ アルミサ y ンュ網戸っき

内節仕上

玄関: 床/ プラスチッ 1 7 イ ル 段 / ダ

ポナイト貼リ ー 綿布似り 天 井/ 布必り

肘ml: 床 / プラスチ ，1 7 イ ル 明/ ダ

ポナイト鮎リ 一部. {f j 悦リ岨ぴサ ンゲレー

ド 吹 付 天 井 / 布鋭リ

和地: ｦｾ ミＯ公明Ｏサングレード吹 ｈ

天引 / 杉折l ベニヤほ 円以リ

肝E房耳 : 床/ プラスチ， '1 ? イ Jルレ i喰世/ '1

磁骨器総i詩+色夕イ Jルレ川l貼山 tリJ - 郎ダポナイ トlωV; り

天井/ ベニ ヤオイルペンキローラ - 11: 1ー

ステンレス流しれ rl動点火式オ ー プン

付ガスレンジ設笹

浴: ¥1 : 床/ モザイ 1 7 イル 噌 Ｏ 事磁ｾＮ

色タイル一 部しっ 〈い 天 井/ しっ くい

ホーロー鍍浴槽・石総人 tl シャワー ・

9 オルt持{寸

ntt(II 所 : 床/ プラスチ γ クタイル 明 /

宇舷総色 7 イル貼リ - f f l I ダポナイト貼リ

メデシンキャビネット・洗刊i骨量 ・? ; t 1レf片付

w! 所。床/ モザイ' 1 ? イ J レ ｬ 哩Ｏ半磁 ｾｕ

F イル一都プラスタ ー エマルジョンペン

キ 天 井 / ベ ニ ヤ オ イ ル ペ ン キ ロ 」 ラ -

ｉｴｊ ＺＮ 洋式Ａ車総 ・ 乎 ｮｴｾＺ 詰 ・ ペ ー パ ー ォ 、 ルダ

ー・タ; t l レ』片付

• 



[ 芦屋 グランド ィI

設計監理住友不動産練式会社

施 工 株 式 会 社 鴻 池 組

設備概要

冷 暖 房 : エ 7 ロ7 スターによる i骨吸房

ガ ス・腕) j J ・及び有l室 I 室に 配管

ｾＱｬ＠ ｾ｜＠ 近代的な照明哲器具を使用 ・各

室コンセント 付

給 水屋上水柵よリ谷戸に給水

給 湯. 浴室・洗面所洗稲場厨房

に配管

ｾｴｩ＠ 訴 Ｎ 交換設備により作戸に内線 ｾｲｲ

話線を設置

ドアーホーン Ｚ Ｎ Ｑ 十戸玄関に取付、 Ｑｾ［Ｎ ｉｉ ｜Ｑ と

i且話可能

防犯設備 作戸にマジ" 7  アイ・防盗

チェーンを取付け

消火設材ii ・3・5・7階にザイアミ - A・コン

ネ 7'-' ョンを設置、7. 告は庭内

消火栓芯仰を芯け自重1J 火災報

知機を設備

換 気 設 備 浴 室 . j臣所厨房に強制排気

設備

テレビアンテナ 共同町土干足J TI7: ' - テナに

より井戸に配線

2 階

ｾＢ｜＠
¥ 

エレベ- } ' ー 全自動目立製11人乗り設置

存続メーターＮ屯ｾ｜ . 給水 ・給湯 ・ガス

共作戸にwm〆- } ' ーを設世

焼 却l 炉H. ¥設t i ' i 炉

配置図兼 1階平面図

政 ilI 1品 本自立北11刊に H n自家川! OI:'11場

設備i

近年、 7 ンション、パンション、コーポラス、ヴィラ ー な

どと呼ばれる高級アパートが増えつつある 。

ここにとりあげた「芦屋グランドハイツ」は、関西における

、、高級分竣アパーいの最初のものと思われる。そこで、この

建物の計聞にあたって‘ 企業経営の立場としては、どのような

考え方で臨まれたかかまた、前その後の実悩はどうであったか仰

などについて、企画設計された住友不動産の槌当者にお附きし

たことを、次にまとめてみた。( 編集部)

1. i 1' f ，f >>アノマートにしたこと

公共団体が建設するアパートは、主に中所得者層を対象とし

たものであるが、それに対して、民間企業が、企業経営とし

てアパー トを建設する場合、その入居対象者を、高所得者層

もしくは低所f号者j習に f泣いた方が適切J のように考えられる 。

一方、アパートの建設にあたっては、その立地条件が内容、

規棋を規定するが、この場合、山芦屋というめぐまれた立地

条件なので、問所得者層を対象とした高級アパートを計画す

るにいたった。

2  、、分淡形式砂にしたこと

東京では、はじめ賃貸形式の高級アパートが 多か った。その

理由は、都心部において適当な土地を求めることが困嫌であ

ることや、多くの人がｾまってくる東京では芸芸能人、作家、

外人などの需要者があ って 、賃貸形式の高級ア パートが企 業

として成リたつ。ところが、東京に比べて関西では、まだか

なり立地条例ーのよいところがあることや、東京におけるタレ

ントなどの入偶者! 習が少ないことから、1 t 貸形式にした場合、

その潟嬰は少ないと忠われるので、関西花住者を ;対象とした

* 分譲形式" の高級アパートにした。

3  人府理II 由

入居希望者は、第一線で活躍している人たちである。それら

の人たちが、現今のお手伝さん不足、庭の維持管理R賀 の高騰な

どの条件 を公理的に解消するために、いままで住んでいた大

きな家を処分して 、活動に通した アパートに入居するという

のが主な羽! 由で ある。

4  入肘者j管

関西在住の中企業の経営者、 財 界のト y プ7 ラス、個人経営

の医者、評論家などである。

5 入Ff 率

竣工 ｮｾ に ＹＰ Ｅ 、竣工後 Ｔ ヶ月で ＱＰＰＥ であ っ た Ｎ

6 維持管理背

ZE湖、光熱、ガレージ等を含めた剖l持管号mは、月 3 万円位

かかるので、かなりの日収入が必要であると思われる。

7  区分所有形式

建物、土地は共用部分を含めて区分所有 j彰式をとっている 。

8  設計者と施工者および購入者の協力体ilnl

このような同級分淡アノマートを他殺する場合は、入偶者の希

望で例々の設計変更が多いので、設計者と l血工者および購入

者の積極的な協力体i I l ll が必要である 。
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B タイプ

専有面積

階 上 69. 8 m '  

階 下 6O. 4  m 2  

ハルコニー 16. 5 m'  

R十 146. 7m'  

共用面積 26. 7 m 三

合 計 173. 4 m'  

C タイプ
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設計監理住友不動産株式会社

施 工 株 式 会 社 鴻 池 組

階 上 階 下

専有面積

階 上 41. 2  m '  

階 下 77. 0m'

バルコニー 34. 9 m'  

計 153. 1m'  

共用面積 27.  9 m'  

合 計 181. 0m'

階 下
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2 都 市 再 開 発 手 法 と し て の 市 街 地 改 造

3 再 開 発 建築 施 設 の 管 理 に お け る 問 題

2 実 例 招 介

1 大 阪 市 に お け る 市 街 地 改 造
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都 市 開 発 の 現 況 と 目 標

- いくつかの主要な問題がある。

かつ て建築を機械と 考えねばならぬ時代があっ

たように ，都市は今や機械として考えられねばな

らぬであろ う。都市に起 りつつある 問題，多くは

そ乙で生活する 人間 の一人一人を具体的に不自由

ならしめている 問題を，感覚的な ，または情緒的

にみる乙とは正しくない。まず都市を機械として

見，そのメカニズムそのものにおける問題を解決

してゆかねばならないであろう。

日本という国土のなかで人聞はど ζ に住むよう

になるのか，その 中で都市の果す役割は何かとい

った抽象的議論から一歩進んで，具体的存在とし

ての都市はそれぞれ，現在どう発展してゆかねば

ならないのか一一国土計画の立場からの見方，そ

れに科学の力が変える生活の中で，都市のとるべ

き姿はどんなものだろうか，その目標 lζ 対して，

現実の変革エネルギ ーはどれ程あるのだろうか，

そういった未来を予測する立場で都市は考 えられ

ねばならないであろう。都市は機械であると考え

よう， だがしかしその機械は， メカニズムその

ものが変遷し ，それが強 引に形そのものの変化を

も， もたらさざるを得ない機械である。

都市再開発は限りなく続かねばならない。焼畑

式の半銭半牧畜の生活民族でない Il良り常に耕やし

直す必要のある田なのである。

市街地改造事業を考 える前の都市再開発の見通

しとして， 乙のような流動性，述続性を特 lζ 重視

する必要がある。

機械として都市 を見る乙とは ，サンテリア ， コ
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京都大学建築学教室 高 口 恭 行

J レビジ ェなどの，多くのプ ロジェク トを見るので

あるが，その機械自体急速に変質し変形してゆ く

ものとは誰も考えなかった。最近の都市計画はマ

スタ ープランの 問題等を通してようや く計画 それ

自体乙の変質と対応するものでなければならぬと

いういわゆる 4 次元の都市計画 という考え方をと

りつつある。だがしかし ， 4 次元の都市計画とは

一体何を意味するのか。市民参加の都市づくりと

いう乙とが叫ばれ，一つの 4 次元的側面を 明確に

しつつあるもの ，都市計画はいわばも っと 物理的

であり ，建設それ自体としての原則が求められね

ばならないのである。

- 都市再開発という概念は施めて殴昧なままに今

や ポピラー である。

防災街区の建設として不良住宅改良として ，中

小企業の移転，その他地下街，パーキ ング，公園

等の建設，道路の整備一・・それらのすべてが都市

再開発である とされる。そ乙』ζ 乙められたい くつ

かの意図， 住宅供給， 混乱した業務機能 の 再編

成，パブリックスペ ースの確保，災害対策・・・・ ーと

いった内容が現実に果されているかどうかという

点については極めて疑問である。若干の努力が都

市 を美くしく ，都市空間を高度 lζ 利用せしめ ，住

宅，道路，を増加させるであろう。にもかかわら

ず，都市は必 らずしも 「開発」されているとはいえ

t，}.V、。

ファサードを整え ，眺望を考えて「開発」され

た都心を高架のハイウェイは遠慮なく走るであろ



うし ， ノf ーキングをもたない高層ヒソレはそれ自

体，絶海の孤島として再び建設され直されねばな

らぬであ ろう。

都市は乙 ういったそれ自体の変質 ・変形を定常

とし つつ成立する。乙の変質 ・変形をしからしめ

ているのは人口の都市集中という一つのピーク時

的現象のみによるのではない。科学の発展による

モノの変化，それに便利という概念のもたらす人

間のアクティピティ の相乗的地大，そして人間の

抱括する文化の E と対応する 人間の空間所有の欲

求i曽大 ... ...， 乙れらによって都市はよりスム ース

によりバランスしながら変質 ・変形してゆかねば

ならぬ本質を有すのである。

圃再開発として建設せねばならぬのは モノ ではな

し、。

資本主義社会における鶴市はそ乙にある経済の

原則に よって媒秘的 lζ|斗大化し ，ついには 中世米

の伝統をもっ個性と伺有の空間を有したひろがり

から一つの地域，占i1S市地域を国土の中 lζ アメ ーパ

状に構成しようとしている。そのヰI では拡大拘' 生

産とマ ーケット の鉱大の必要から新 らしい胞設と

新らしい環境が常に造り出されねばならないであ

ろう。建設は急テンポに 巨大な経済の回転と平行

して 1';: 大な量{ 乙至る。都市は現象的に みて変質し

笈Ｉｾし ， とどまるととろがない。だが ， しかし ，

乙の中にある原則は， それらの変質 ・変形がいわ

ばプライベ ート なものとしてなされるととろにあ

る。

近年の蒐大な建設によって増加しているものは

住宅であったり ，業務ビノレで・あったり ，工場，宿

舎， 庖舗などいずれもプライベ ー卜 な性格の空

間，プライベー卜な個有の目的のためにプライベ

ー トな占有権のも とに造られた空間であるとみる

乙とができる。更に ζ れらがプライベ ートな 意図

の変更によって変質を行なってゆ くも のであ って

みれば ，プライベ ー 卜な意志によるプライベー卜

な空間の建設一変形 ・変質 ζ そ，乙の原則である と

みなければな らない であろう。百花僚乱 の美く し

さと共に 混乱の問題が生じる。プラ イベー トな変

質 ・変形の原則になる都市の空間をいかに秩序づ

けてゆくか，いかに共存構成をつくりあげるか ，

いわば一つのシステムを作 り出す乙と，より具体

的には変質 ・変形を一つの点，パブ リックという点

に関して方向づけてゆく ζ とが，都市再開発の基

本的な問題 であり ，モノをつ くる乙とではない。

聞パブリックスペ ースは現在急速に減少しつ つあ

る。

用途や占有権が明確になっている空間をプライ

ベート スペ ース，その他の部分，占有権がオープ

ンであるような空間，利用が市民にま かされてい

るような空間，全くの空地，景観まで含めてそれ

らを パブリックスペースと呼ぶならば， ζ のパブ

リックスペ ース の 減 少 は 現 在 の 大 き な 問 題であ

る。道路が建設され，パーキングがつ くられ，若

干の公園などが建設されようと， それらの建設は

まず，生活者，利用者である都市人口の増加に比

すれば，圧倒的に相対的減少を示す。都市文化の

中での市民の生活は可能な コ ミュニケ ーション領

域の拡大のゆえに ，あるいは情報キャッチの必要

f生が高まるゆえ に， その アクティビティ ーにおい

て大きな変化を遂 げつつ ある。交通機関の革新，

スピード の増加などによっても 人聞のアクティビ

ティ ーはJ善大する一方であり ， ζ のアクティピテ

ィーの増大は都市の空間量を人口増加比以上の比

率で増大させねばならぬ必然性をつくるのである

が，プライベ ートス ペース 以外の部分，パフリッ

クスペ ースにおいてはその建設が頭うちであり ，

その 相対的量の減少をみざるを得ない。

またプライベ ート スペースの建設が，限られた

都市の面積の中で，高層化という形で実現されて

いる現在， 乙うした地面か ら高くは なれた空間内

における生活者との関連に おいて，パブ‘ リック ス
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ペースは更に減少しているといわねばならぬであ

ろう。

人口増との 相対，都市生活者の アクティビテ ー

増大との相対，空間増加の位置との相対により ，

パブリックスペ ースの減少は緩めて 明確なものと

なりつつある。

都市の再開発はプ ライ ベー トに進行する空間の

変質 ・変形に一つの秩序を与え ， 乙の原則 の中で

機械としての都市のメカ ニズムを 明確にしてゆく

乙とでなけ ればならないのであるが， 乙の原則を

実現してゆ くための パブリックスペ ースは現在急

速に減少しつつある。

いかに変質 ・変形の現象が起ろうともとれを秩

序だてる乙とを可能とするシステ ムを空間の論理

として 明確に して ゆく必要がある。

乙の立場から現在の都市再開発の事業を，計画

をみるならば， 乙れは果し て再開発かどうか。都

市の空間量， ζ れを 秩序だてる システムの導入と

いう点で，現況の方向は正 しくない。

聞空 lζ パブリックな 地表はないと いう極めて当然

な事実が無視 されている。

シカ ゴ，ニューヨーク lζ 例をみるように東京，

大阪，名古屋などの大都市は そのプ ライベ ー トス

ペース のキャ パシティーを高層化という形で空へ

と鉱大し つつある。それらの大都市都心部におけ

る高層化は現在すでにシカ コツニューヨークの都



心部再開発が行なわれねばならぬように パブ リッ

クな地表のない空へ向ってプライベー トスペ ース

を拡大し ，そ乙 lζ 生じて来るスペースのアンバラ

ンスを都心からその周辺部へと転荷せざるを得な

いという 現象を生ぜしめるのである。

高層化のもたらす問題が，都心部の過密という

形でシビヤになって来るとは従来多 くの場で論議

され，容積地域という規制も定める乙とにな った

ものの ，一方では ζ うした規制 といった程度の消

極的な対策では どうにもならぬような建設と変質

が進行しつつあ り，将来， 再開発されねばならぬ

地域を増大させるばかりである。

より基本的な考え方は ，現在地表上に存在する

パブ リックなスペ ースは人間の手で、造り出された

ものであり，地表という レベルで乙のスペースが

造り出される必要があったように ，現在， 空中に

乙のスペースが建設されねばならぬという乙とで

あろう。

すでに空中に造り出されつつあるプライベート

スペ ースの量と対応して，新たなる パブリック ス

ペースを空中lζ 造り出す乙とが，最も基本的なと

乙ろで，現在の都市 lζ バランスを与え，再開発す

る乙ととなろう。

だが一方，思いを返せ ば， 乙う した発想から人

工土地という概念が出され， 様々なプ ロジェク卜

を生み 出し たのはもう 新 らしい乙とではな い。垂

直な人工土地，水平な人工土地，傾斜した人工土

地等様々な型が提案されたものの ，その 中で何ら

ふぷ

かの意味を持ち得たのは太陽光と庭園のための セ

ットパック形式の建築にその残しを止めた傾斜型

のみであった。

問題は空中 [ζ 自由になる土地を増やす乙とでは

なかったのである。最初に述べるように，現在に

おいても将来においても ，都市における その空間

の公理として認めなければならないのは ，第 11ζ

は，大部分の空間がプライベー 卜な意志によって

変質 ・変形の建設が進むという乙と ，第 21ζ は，

それは極めて多様な意図( 機能〉と対応し ている

ζ と，第 3 ，ζ は，都市生活者のアクティビティー

は文化の進展とともに増大する乙と。

そうした公理 [ζ 立って ， 4 次元的なシステムの

定理を作り出すととが都市再開発のまま本概念であ

ると知らねばならない。

大規模化 し成長してゆく都市にその原則 と方向

を与えてゆくのが都市計画である。都市開発は乙

の原則をより 明確に与えてゆく事業にほかならな

い。市街地改造の事業も ζ の都市開発の一環であ

って ，他の特殊な性格のものではない。

とすれば，現在急速に具体化への意図がみえつ

つあるとき，われわれは乙れらの諸々の次元で語

られる概念，都市計画，都市再開発，市街地改造

がその目標において一致している ζ とを確認した

うえで， 目標へ到る原員Ij を見出さねばならないで

あろう。

一一 都市の複雑にからまった空間を明快なもの

に構成してゆくた めの定理， 4 次元的なシステ ム
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の定理の発見…・ー。

箇パブリックレベノレの設立。

ニュータウンの建設等は別として，既存の都市

を方向づけてゆく都市計画法は日本においては大

正 8 年に設立されたもので現在としては実状にあ

わぬ点が多々 指摘されている。にもかかわらず，

戦後20年，何とか都市計画という概念が一般化し

若干の部分が，計画的様相を持ち得たのは ，区画

整理の事業lζ 負 うと乙 ろが大きい。名古屋，広島

がかなりの成功を収め ，近年は大部市周辺の1! ri )j l.  

都市において事業化の進められるケ ースが多い。

とはいえ3整理された区画内の建設においてはまず

初期的な建設が進みとれによって地区のポテンシ

ヤルが高まった段階で頁に第 2 次の空間建設が開

始するといった現象をみれば，いかに区画整理地

区といえども ，都市空間の本来的課題である変質

・変形をまぬかれるものではない。乙ういった将

来における変質 ・変形の可能性，現在におい て ど

うしてもそのメカニズムを整理しなければならぬ

変質が進行中の地区，そうしたケ ースに対応する

方策は文字通り原則 ，あるいはシス テム でなけれ

ばならぬであろ う。

一般に都市の膨脹，拡大は ，そのプライベ ート

スペースの拡大と対応するが，それは必らずしも

パブリックスペ ースの拡大を伴って進行するもの

ではない。むしろ都心部におけるプライベ ート ス

ペースの増大は相対的に ，その部分のパ ブリック
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スペースを減少させ， 乙の地域における 「人聞の

場J i ゆとり J ， もっとシビヤには ，交通空間その

ものを相対的いみにおいて減少させてゆくのであ

る。何らかの打たれるべき手は乙の空間をバラン

スさせるという立場から出発する必要がある。だ

が一方問題は乙うした地区，あるいは空間といっ

た一つのスタティックな側面以上K 全体の系，都

市空間の系統そのものによる場合が多い。都市文

化の進展に伴う人間のアクティビティ ーの増大は

人聞の血管系の如く全体が一つの圧力系で支配さ

れる。

都市全体に拡がり得る原則 ，人間の自由な意志

を ｪ＿， ｾ屯しつつ ， 一つの構成原理にまとめるシステ

ムは ，まず第 1 にその空間畳を，バランスするべ

く ｾＢ Ｎ ｉｉ ζ 設定されたパブリックレベルの概念であ

ろう。多くの自由な形の建築が高層化してゆくと

き乙のレベ J レをすべての建築が，パブリックな坊

とする乙と。

第 2 Iζ は乙のレベ J レをつなぐレベルタワ ー。そ

れらが，増大してゆくプライベ ー トスペース のrい

に，乙の噌加分を成立させるだけのバブリックス

ペースを培加させるであろう。

しかしi T : i : 要な乙とは ， 乙うしたスペ ースの明加

とバランスが公共の手で行なわれる再開発地灰 lζ

止まるのではなく ，/ ' ; s 市全域の原則lζ ならねばな

らぬ点である。都市全域を一つの原則で貫くとき

はじめてその都市のメカニズムが明確になる。 4

次元的可能性をもっ原則の開発が必要である。



都市再開発手法としての市街地改造

1 . 序

私 lζ は乙の標題を語る資格がまだ整っていない

と思う。何故なら大阪駅前と谷町のニカ所も手が

けて 5 年もなるのに ， 1 棟のビノレも竣功していな

いのだから。

しかし日本で最も むつか しいと思われる大阪駅

前で，とにか く6，OOOm
2

ほどの更地を造り ， ビル

の建設を急ピッチで進められる状態になったのを

機会 1( ，乙れから先の乙とはわからないが，今ま

での経験をもとに市街地改造事業K よる都市再開

発の手法を論じてみる ζ とにする。

2. 市街地改造事業とは … …

昭和36年にできた「公共施設の整備に関連する

市街地の改造 IC関する法律」は略して市街地改造

法といわれているが， 乙の再開発手法は姉妹法で

ある防災建築街区造成法，住宅地区改良法と異り

2 つの条件から成り立っている。まず大きな道を

造り出すこと ， もう一つはその背後地，俗にいう

裏宅地を超過買収してビ J レを建て，道の部分にい

る人はもちろ ん裏宅地にいる人も全部( 入居を希

望しない人たちは権利を現金で買収) 入居させ，

余った床は公募して売るという手法である。第一

の条件すなわち大きな道を造る費用( 用地関係は

全部軒切り買収費，道路工事費など) は政府が%

を補助してくれるが，第二の裏宅地関係は起債で

賄う建前になっている。乙の国庫補助金は財源が

ガソリン税で，街路事業費 lζ 属しており ，一種の

打切補助であ る。算 出基礎は前記のとおりである

が，実際 lζ 使用するのは裏宅地 lζ 使用しょうが，

新ビルの建築費 lζ 使用しょうがかまわない乙とに

なっている。

以上のように道路建設には国の補助があるが，

裏宅地の再開発一一不燃化，高層化，機能化，美

大阪市区画整理局次長 山 田 忠 顕

観化ーーには補助金はなく起債を認めるに過 ぎな

い。ガソリン税が財源である限りでは止むを得ぬ

とも思われるけれど ・。

外国にも都市の再開発はお盛んの ようである

が， 日本の市街地改造のように現住民を再び新ビ

ルに優先的に入居させる手法は存在しないようで

ある。外国の手法は現住民を全部権利買収の形で

追い出し，更地を民聞に売却して， ピl レ建設，広

場築造等の仕事をさせ，新しい住人を収容してい

る。

日本の再開発は ，市街地改造も，防災建築街区

も，住宅地区改良も ，土地区間経理もすべて現住

民再収容で計画されている。誠 lζ 親切なやり方で

ある。しかしやってみるとなかなか厄介な仕事で

あると同時にできあがりがもう一つスカッとしな

い欠点がある。外国でできる「住民総入替え」の

再開発手法が，何故日本ではできないのか。乙の

疑問は洋行 していない私には解けそうにない。

都市の再開発は当然その地域社会の改造一一住

民の入替えーー を伴う運命を負 っていると恩われ

るし，現在いる人たちをそのまま高層巨大ビル K

入居させる日本独得の市街地改造手法は ，そのヒ

ノレの強い繁栄を計るために竣功後の維持管理運営

に格段の工夫が要る乙とを覚悟すべ きである。

さて都市再開発手法としての最新版である市街

地改造を行なう場合，現地の地図をにらみながら

調査研究しなければならない最小限度の事柄は次

の 5 項目である。

1. 現地付近の土地建物買収価格の調査

2. 現地付近の権利価格配分率の調査

3. 事業区域の取り方

4. 新ビ J レの設計方針

5. 新ビノレの売価の算出

乙の 5 項目の高低大小が相互にからみ合っ て変

化するので，す乙ぶる厄介な仕事である。以下各

項目別に説明する。
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3. 現地付近の土地建物買収価格の 調査

市街地改造を計画するような場所にある家尾

は，木造で 1 - 2 階建が多いのは当然で，その上

非常に古いか，いわゆるバラックである。したが

って家の評価はあまり高いものではない。家屋の

買収費は実地Jζ 個々に測量調査積算しなければ算

出できないのであるが，大体の見当は市の国定資

産税の評価でつける乙とができる。家屋 lζ 関する

限り固定資産税の評価は相当正確である乙とが実

務をやって解ったのである。

さて土地の評価である。固定資産税の評価も国

の相続税の評価も最近かなり大巾な修正が行なわ

れたけれども ，まだ時価との聞きは相当大きいの

で，民間の不動産業者の数社に鑑定して貫い( 鑑

定個所の撰定を吟味する必要あり) ，以上の三つ

をよく参酌勘案して，いわゆる路線価を各路線ど

とに決めるのである。内部の手続としては ，市の

不動産評価委員会にかけて承認して頂 く乙とにな

る。

市街地改造事業は ， 関係権利者の現在の財産

( 土地と家) と新ビ J レの区分所有型の財産〈土地

付きの床〉 とを交換する建前になっているのだ

が，交換の結果，等価的lζ は現在使用の床面積が

新 ピJ レで: 半分位に縮少されるような ζ とになりか

ねない。乙れでは非常に苦しい話になるので，完

全な等床は無理としても ，少くとも 7 - 8割程度

の床面積を等価で交換できるように計画すべきで

あろう。もちろん全体的に見ての乙とで，権利者

全員について考えるわけにはいかない けれども

乙の大きな制約と現在の市街地改造が多少の

赤字は覚悟しながらも ，一応収支をぺイしようと

する制度，つまり不燃高層化して上階部を高価に

売ろうとする点， また新ビソレの建築費は何処 lζ 建

てようとあまり差がないが，地価 lζ は大きな高低

差がある点なと、から ，大都市内部には市街地改造

の要望地はたくさんあっても，あまり地価の安い

処は無理である。地価の高い処ほど平等易である。

したがって地価の調査によってまず事業化の適存

が決ってくるわけである。

次 lζ 事業区域内の路線価の均衡問題がある。一

般に表宅地と裏宅地の格差が大きいほど商白い計

画になる と考えられる。すなわち表宅地は高く哀

宅地は安いのだから ，裏宅地の権利を買収して他
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所へ転出して頂き ，表宅地の商業的 lζ 強い人達を

収森すると訴が早いのであるが，そのためには，

裏宅地の評価を可能な限り高くする者心が必要で

ある。また前記の等価等床問題でも ，裏宅地の評

価が表宅地 lζ 比し 著 しく格差がある場合は ，換床

の位置について背労する乙とになる。何故ならビ

ノレ化した後の敷地の評価は ，表裏の差がほとんど

なくなるものと考えられ，むしろ階別の評価にお

きかえられ，裏宅地の権利者を l 階 lζ 収容しぬく

い関係ができるからである。乙の点からも哀宅地

の評価はできるだけ高くするよう配慮すべきであ

る。

商業地区の地価は ，一般的には ，主要道路から

一回曲るたびに 3 割引位に下って行く傾向にあ

る。つまり裏宅地は二回曲った道路に面している

乙とが多いから ， 7 掛けの 7 掛けで表宅地の半値

位になっているが，市街地改造をやろうとすれば

そのまま適用しない方策を講ずる必要がある。

4. 現地付近の権利価格配分率の 調査

われわれが市街地改造を計画するようなと乙ろ

は，権利関係が錯綜 しているのが普通である。権

利関係が単純なと乙ろは個人が自力でやって了っ

ている。一筆の土地に借地権者が家を建て借家人

が住み込んでいるよ うな状態を新ビルにどのよう

に収容するのか ? 一一底地権 と借地権を別々に

新ビノレに入居させる必要が場所によっては生ずる

乙とがある一一 。また地区外へ売り退く 人の権利

をどう配分して買収するか ? 乙の配分はあくま

でも当事者である貸主借主閣の話合いで決まる性

質のものではあるが，話を早く付けさせるためと

強制収用に踏み切った時の目安として，施行者側

の考えている権利価格の配分率の大体の標準を発

表明示する必要があ る。

乙の配分率は全国一律ではない。その地区固有

のものでなかなかっかみにくい数字であるが，そ

の地区の慣習を調査し ，地価の鍛定人などの意見

を聞き慎重に決めるほかない。大阪駅前では ，土

地の権利配分を底地権 4 ，借地権 6 とし ，相家人

がいる l易合は借地権を折半する率とし，家屋の何日

格配分は 5 対 5 Iζ 決めて事業; を行なっているが，

大部分は乙のE容に近い線で話がまとまって ，ある

いは入居し ，あるいは売り退きをしている状態で

ある。



乙の配分率の ζ とで ，貸している側の人は ，地

代家賃が不当に安い場合借地権佃i絡や借家権価絡

が安いように 一般に思っているが，乙れは全然、逆

である。賃貸条件が不均衡に安価なほど ，代務物

件の発見取得が困難となり ， したがってその縁切

料は高くなるから権利価格は高仰になるのであ

る。注意を要する。

権利価絡の配分 lζ 関連して ，市街地改造事業の

問題点に借家権者の処遇問題がある。借家権者は

地主や家主のように不動産を 所有・ しないのだか

ら，新ビノレの床との交換ができない。家主が取得

した新 ビルの床の賃借権し かない。借家条件の改

訂が組めて厄介な仕事として施行者をなやますの

である。もちろん当事者間の自主的な協議によ っ

て決められるととを心から期待するのであるが，

協議不調の際は ，責任仁施行者が法 lζ 定められた

審査委員の同窓を得て裁定する乙とになってい

る。

乙の協議や裁定が，事業当初 lζ 行なわれるな ら

ば，両者の心構えがハッキリするのだが，なにし

ろ新 ビルができてこないと実際にどんな物件の貸

借なのか判然としないので話のつけようがないの

である。借家権者一一居住し商売をしているーー

の生活に重大な影平等のないよう ，施行・者ーは家主さ

んに対し「新ビノレの家賃をあまり kげないよう

に」お願いしているわけである。

借家権が地方地方の慣行によって強弱不同であ

る乙とは解るのだが，何か適切な立法によって権

利の実体を明確化してほしいと思うのである。特

l乙事業途上では借家継の単独収用が必要となるの

で収用法の 適 切な改正を盟むや切である。

5. 事業区域の取り方

j也過買収する範閉， すなわち新ビル建設用地の

大きさ ，厚さの決め方である。なかなかむつかし

し、。

わが国の都市は殆んど木造 2 陪建程度の家屋で

占められているため ，再開発を思い止まる線を彼

すのに苦心する。なぜ区域から除外するのかとい

う漂白の方が，なぜ編入するのかのl : l T 1 由より笑l燦

はむつか しい。区域が大きく厚い程，面白い計 iffii

ができ再開発の効果もすばら しいものになるので

あるが，実務 として大変で資金も多微にのぼり ，

工期 も長期にな って 困難 は倍加 される。 前述の ζ

とく哀宅地がJ C f . くても汚くても ，国庫補助金はー

うとである現時点では

1  ) 道路部分からず「ビノレ lζ 吸い込まれる権利者

のむ( 閉口奥行床而右り

2 ) 新鉱 II-j 道路の経済的影符力

3  ) 現在の地fisi のおJ 低

などを勘案して，できるだけ小範聞にまとめるべ

きであろう。もちろん道路 ，ii l';: ， i主などが境界線

になる乙とが望ましい。区域の取り方の上手下手

は最後まで事業の成否 lζ 大きな影響を与えるの

で，十分怯弔 [ζ 検討しておく必要がある。余談に

はなるが，区域内の| 世帯主でお年寄り( 特に婦人

のお年寄り) が多いのは事業の p . R !ζ 手を焼く

ので灰域を決める際 [ζ 注忠、を要する。

なお ，あとになったが，区域の選定については

市街地改造法第 3 条 lζ 厳屯な 6 つの条例ニが要求さ

れているので， 乙れを満足させる灰域であるべき

乙とは論をまたない。

6. 新ビルの設計方針

新道路と来rr ビソレの敷地が決ったと乙ろでいよい

よ新ビ J レの設計である。市街改造で最も楽しかる

べき仕事である。しかしあまり楽しくないのであ

る。普通建築を設計する場合は ，誰れが，何 l乙，

何処を ，何坪使うという条件が大凡は決っている

のであるが，本事業の場合はその条件が非常! と不

確定である。解らない条件があまりにも多いので

困る。関係権利者の幾% が入居するのか， どの業

樟が入居するのか，また処分床 ( 3 階以上 lζ 多く

{ Hl : : する) の用途は何が適当か，すなわち事業開

始の直前において ， ビノレの使用状況をどのように

見杭るか ，j E! 乙衿l技』ζ 属する推定を行なわなけれ

ばならないのである。にもかかわらず市街地改造

法第 4 条には「新ビルの設計は新道路の整備によ

って生ずる空間の有効な利用および建物相互間の

| 別放性の依保を考慮して建築物が都市計画上その

灰域に ふ さわしい階数，配列および用途構成を備

えた健全な高度利用形態にしなければならぬ」と

規定され，新ビノレの設計は大きさ ，1綾数，用途等

が都市計画決定( 国の; 怠志決定) されるのである

から ，われわれの単なる思いつきではすまされな

いのである。

新ビ J レの設計 l ζ|燃しては ，大きくて立派なもの

を泊りたいのが人情ではあるが，再開発後の姿を
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包z、

重、=‘

大 阪 駅 前 市 街 地 改 造 ピ ル 専 用 床 の 面 積 当 り 価 格 表

建 築 主 体 建 築 設 備 建 築 敷 地 単位面積当り価格

階 )31J 専用床面積

単積@  り位の崎面分積当面 単詰@位 面 積価

価当格階の持分

i@ 位 函 喜

価当格階の持分 利用価る比値 単位面価積 価当階格の持分 合 計 価 格 階 )3IJ 

りの
価りの

によ

① 格当りの

@  nf 

nf / nf 

費り千の円/ OI

千円/ OI ② 千円 千格円/rrI ⑤ 千円

率⑮ 

千円/rrI ① 千円 ⑧ 千円 @千円/ OI 干円/ 坪

12  6. 286. 45 1. 721. 32 52. 111 89. 9 565. 161  45. 8 

281873 111 3334 3  3  

50.  1  314. 651 1. 167. 687 185. 8 614  12 

11 6. 084. 99 1. 753. 35 
11 

91. 6  557. 228 45. 8 278. 647 48. 6  295. 610 1. 131. 485 186. 0  615 11 

10 6. 084. 99 1. 753. 35 
11 

91. 6  557. 22泡 45. 8 278.647 48. 6 295. 610 1.131. 485 186. 0 615 10 

9  6. 084. 99 1. 753. 35 
〆'1 91. 6  557. 228 45. 8 278. 647 32 47. 1  286. 652 1. 122. 527 184. 5 610 9  

8  6. 084. 99 1. 753.  35 
11 91. 6  557.228 45. 8 278. 647 32 47. 1  286. 652 1. 122. 527 184. 5 610 8  

7  5. 849. 61 1. 751. 46 
11 

91. 5  535. 096 45. 8 267. 869 32 47. 1 275. 564 1. 078. 529 184. 4 610 7  

6  6. 180. 52 1. 737. 87 11 
90. 8  560. 980 45. 8 283. 022 32 47. 1  291. 152 1. 135. 154 183. 7 607 6  

5  6.160. 36 1. 725. 33 
11 

90. 1 555. 115 45. 8 282. 099 33 48. 6 299. 271 1. 136. 485 184. 5 610 5  

4  6. 091. 44 1. 732. 10 
11 90. 5 551. 059 45. 8 278. 943 34 50. 1  304. 891  1. 134. 893  186. 4 616  4  

3  3. 755. 54 1.818. 53 11 95. 0  356. 696 66. 7  

250561 1  1i 16500 0  0  

73. 6 276. 432 883.689  235. 3  778 3  

2  11. 651. 25 1. 808. 48 11 94. 5 1. 100. 502 72. 0 838.589 88. 3 1. 029. 127 2. 968. 218 254. 8 842 2  

l  7. 939. 84 1. 922. 15 11 100. 4  797. 083 72. 0 571. 463 147. 2 1. 168. 845 2. 537. 391 319. 6 1. 057 l  

B 1  8. 160. 08 1. 918. 29 11 100. 2  817. 548 69. 8 569. 168 110. 4 900. 950 2. 287. 666 280. 4 927 B 1  

B 2  庖 舗

1. 798. 04 1. 648. 61 
11 

86. 1  154. 818  65. 0 36. 8 66. 174 337. 863 187. 9  621  庖 舗

B 2  

倉 庫 7. 730. 68 1. 693. 06 
11 

88. 4 683. 588 12. 0 92. 995 14. 7 890. 388 115. 1  380  倉 庫

B 3 駐車場 2. 878. 89  2. 317. 59  
11 

121. 0  348.471 38. 2 110.005  22.  1  63. 571  522. 047 181. 3  599  B 3 駐車場

B 4  倉 庫

431. 16 1. 565.  33 
11 

81. 8  35. 249 12. 0 5. 187 14. 7  6. 347 46. 783 108. 5 359  
B 会 倉 庫

駐車場 3. 855. 76 2. 227. 00 11 116. 3  448.472 38. 2 147. 332 22. 1  85. 143 680. 947 176. 6 584 駐車場

B 5 倉 庫 829.  76 1. 730.  91 
11 

90. 4 75. 012  12. 0 14. 7  97. 209 117. 1 387 B 5 倉 庫

B 6 倉 庫 1. 361. 99 1. 607. 36 11 83. 9 114. 338 12. 0 

16 知性 14. 7  20. 050 150. 772  110. 6 366 B 6 倉 庫

計 105. 301. 33 9. 928. 100 口弘知 |  
6. 392. 712 21. 563. 743 計

< 注>

③ = 専用部分の床面積 ③ = ③ X @  
① =敷地整備費 ( ①の計) を@ によ って各階に配

③ = 専用単位面積がも って いる専用部分 の床面 積

( =  1)  + 共用部分の床面積( 専用床の位置

による 共用 部分 に対する利用上の依存度 によ

る比 率)

@ = 建 築主体建設費 マ建築物延床面積

@ = @ X ③ X @  

②= 専用床の位置による共用部分 ( 設備) に対す

る利用上の依存度による 比率

⑥ = ③ X (E) 

⑮ = 専用床の位置による 利用価値による 比率

分し たもの

① = ③ × ① 

⑧ = ② + @ + ① 

(b) = ⑤ + ②+ ① 



いろいろ考えて ，その iヌ域の力 lと相応した 設計で

ガマンす べきである。

荘、は関係権利名ーの再入居は 2/.3- 弘伶と推定 して

いるが地灰lζ よ り条件により )cfl f ll ζ 割り切る必要

がある。また処分床の 用途は住宅， 事務宅 ， 商

!苫 ，ホテノレな どその場所 l乙適当なものに決めざる

を得ない。乙の j 話合i桂初から買7 f ' ( 百貨問など)

が決っていると ｾ ｉ ＺＺ あ ｬζ 部合がよいのだが ， 反而関

係権利者から痛くもない肢を深られて困る乙 とに

なりかねない。

住宅不足の折柄でもあり ，また惚心部 IC住宅を

r r - f びもどせという声も大きいので，住宅を 9 1緒ま

で積み上げる計画を奨められるのであるが，採算

而で問題がある。国や市の金で保 iaQされ た公営賃

貸住宅 と競争するにしては市街地改造で造られる

住宅は高価なコストにな り，JJ 券ち目が少ない。や

はり商業的な用途を ，ねらいたくなるのが人情で

ある。

7. 新ピルの売価の 算出

関係権利者へ売る価格と処分床を公非で完る {j 町

絡を算出するととで ある。価桃の決め方は ，fjiifi' 

lζ は安くして後ず; で その損を lrf! めるのが建前であ

る。

まつＧ新ピノレの設計 ｬζ ｽｪＡｾつ ･ いて各ｼ糖各床の ｬ 京仰 ｬｩ 計

算を行なうのであるが， 乙れが大変な十| ポで あ

る。原価計算の方法は市街地改造法第27条に; 平和|

な規定があり ，むつかしい数式で計算する乙とに

なっ ている。なお ，乙の数式を! 史う前 lと，i法第26

条の 数式で ビJ レの共同部分の共有ナ!i 分と敷地の共

有持分を計算しなければならない。

乙の26条の式の方が解き難い。詳細な解き方は

他 日に譲 ると して ，別表大阪駅前市街地改造 ビノレ

の コス ト表を参照されたい。との表のうち ，敷地

の共有持分を各階へ配分する作業は ，まだ共同建

築物の実績に乏し いわが国の現状から ，最も 心臓

を痛める仕事である。なお ビノレ敷地のコスト 計主l

(約64億) には土地買収資のほかに家屋の買収除

却費，営業補償資なども合まれるので，かなり高

価なものになる。

26条，27条が一般に難解であるため ， 乙の条項

を とば して読まない人が多いが，市街地改造法の

核に当る重要事項であり ，われわれ技術名ーは乙の

数式を避けて通っ てはならない。

各階各床のコスト計 ｾｉ ができたと乙ろで ， 関係

権利者への売仰を検討する 。何割引 lとすれば元の

床而積の 7 ， 8 筈IJ のj末を新ビ ノレで無償で交換でき

るかの検討である。事業医域の大小，路線自!日の高

低， 建築設計の大小なども当然修正の対象とな

る。成案を得るまでには少くとも 2 ， 3 回始めか

らやり直 して見る必要があろう。乙の判う7を市: ね

ないと事業 l乙対する迫ブJ が11¥ない。

処分床の売価の推定は ，公共事業で{，請 ける必豆

はない。だから ，τ!工業の赤字を時める イilfI絡でよい

わけであるが，近傍類似の ビノレの貸借条件などを

参考にして決める乙ととなる。しかしコストが既

に時価を趨えている場合は ，市街地改造工作業は非

常;1ζ fff しいものになる。

8. 結 語

以上の 5 項目の条件を発表公示すれば，大部分

の関係有は入居か ，非入居かのやIJ I f r がで= きるはず

である。と乙ろが，納得のいかないグループが二

つある。その一つは借家人達で あり ， もう一つは

自分の土地 lζ 自分の家を建て自分が居住している

地主連である。前者のなやみは家賃であり ，乙れ

は前述のとおりであるが，後者のなやみは解りに

くい 。新ビノレ の敷地が共有に なる乙とであ る。

高層不燃化の|ユ大 ビj レが建築され ，その辿物が

不特定多数の人達 lζ 区分所有された場合，そのよ

地はも早やそのビノレに附随する財産になり下がっ

て，単独では経済性をほとんど失ってしまうので

ある。なぜならビ J レを倣去 して 更地にする 費用

( 居住苫の立退料も含めて〉が地侃li を上廻ったり

j也代の値上げも衆寡敵せずでなかなか符易でなか

ったりするからである。市街地改造 ビノレの敷地を

各階各床の共有にする. l l l J 由は乙 ζ にある。

もちろん ，土地持ちが借地人になるわけで なく

土地の単独分離売買ができなくなるだけで， 日常

なんらの不使もないのである。乙の: E I [ l 屈は関係地

主もそれなりに問解できるのであるが，どうも好

きになれない。自分の足の袈で椛められるもので

ないと自分の土地とは思いにくいといって ，われ

われをなやますのである。 外国では共Jll 共千f は珍

らしくないそうだが， 白木人は・・ ・・・・・・。

いづれにしても ，市街地改造ビノレを繁栄させて

納得して頂く乙とが! J F要である。やはり維持管理

そして運営の妙手か ー・・ー … 。 ( 完)
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再開発建築施設の管理における問題

1. はじめに

人間が都市をつ くった。 それを人間が住みにくくし

た。そ してふたたび‘人間の手で住みよいものにっくりか

えようとしている 。都市は人間のための建築と ，それを

結びつける道路などか ら構成さ れている 。建築関係者は

人聞のための建築をつくるとき，よいものをつくる乙 と

に努力はするが，そ乙で住み ，働き ，使う乙とにあまり

カを傾けないとと がある 。

都市と建築， それは外見を観賞するだけのものではな

く. そのなかで: 人々 が動 き，生産し ，休息すると乙ろで

あるから， 乙れらの計画一設計一施工のプロセスで発揮

すると閉じ程度の，ある いはそれ以上のエネルギーで，

出来上が ったものをよりよい状態でより長い期間保持す

る維持管理の努力が払われねばならない。

2. 再開発後の施設・地域管理の認識

従来の再開発計画は， フィジカ J レな把え方で・プラ ンニ

ングされる手法が主流をなしていた。それはたとえば，

道路事情の絶対的悪るさとか，木造老朽家屋の過密化と

いった標準以下のものを一定水準に引き上げると いう ，

せっぱつまった条件に拘束されて，ともか くも ものをつ

くる のに精い っぱいだったため，できあがった後の問題

にまで手がまわらなかっ たものと恩われる 。とのような

努力が曲がりなりにも実を結びは じめ，再開発の事業化

が一部で行なわれるようになった現段階では，再開発後

の建築施設，地場の合理的，効率的管理方法の体系化，

理論づけと本格的に取組む必要を認識しなければならな

b、。

再開発建築施設では，従来の専用ピJ レ，貸ピノレなどの

単一所有形態のものとは異なる多数所有で構成される区

分所有ピ J レ形態の権利関係の複雑な建物が計画されるよ

うになり ，そのビソレ管理は在来手法で、処理できないケ ー

スとな ってきた。

再開発地域管理では，主lζ 都市供給施設と建築施設と

に関係してくるが，乙れは再開発建築施設の所有形態が

在来ピルなどの所有形態と異なる乙 ι さらに建築容積

の増大に伴う供給量の増加などの〉 ら，供給施設の計画お
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よび管理方法を再開発施設 ・地域 lζ 適合するような手法

lζ 改ためる 必要がでてきた。

3. 再開発と区分所有

再開発にはいろいろな方法がある 。今 日わが国でも っ

とも一般的にな っているのは ，公共団体が都市計画とし

て法体系を背景にしたリデベロップメン 卜 ( 全面改造)

といわれるものであろう 。乙の場合 ICは公共性が重視さ

れるため私権の制限が強くなるので，地域住民の反対が

でて事業推進の磁路となる乙とがある 吋

市街地改造は乙うした障害を多少なりとも軽減するた

め，現物補償の建前か ら代物弁済の制度を採用し，従前

土地，家屋の権利Iζ 代えて新建築施設の一部を権利価格

相当分だけ給付( 収容) して， 従前権利者( 地主， 家

主，占有者〕を保護し ようとしている 。そして，権利給

付床よ り余分に床を積層化し保留床を建築し て公募によ

る分譲を行ない，事業費IL充当する手法をとる 。

乙のような建築施設になると ，従前権利者がそのまま

建物を区分して所有し. さらに保留床公募による権利者

などとの区分所有の形態となり ，乙乙 Iζ 建物区分所有lζ

伴う所有権，共有持分権，そして建物管理上の複雑で困

難な問題が生じて くる乙とになる 。

市街地改造は公共休施行に限定されているが， 一般的

にいって，再開発と区分所有の関係、は再開発事業施行上

の問題から出発する 。土地利用を促進 させるためには，

まず一定規模の土地を必要とし ，宅地の綜合化を図るた

め，大がかりな用地確保が要求されるが. 公共施設整備

の場合と異なって. 乙の財源確保lζ はつぎのような方法

をとる乙とが考えられる 。

再開発事業費中で大きな割合を占める用地貨を軽減す

るため，従来宅地に係る権利を留保して. 施行中用地は

一時預かった形にしておき，そ乙 IC整備 される建築施設

の一部を，留保された権利と交換し一一区分所有権の取

得 一ーさらに余剰部分を確保し，その処分によって得た

資金を整備財源に充当するといった方法である 。 したが

って，区分所有と同時に，建物の敷地および共用部分は

共有されるの ( 敷地は分割所有ま たは借地権でもよ い)

見方によっては，乙の区分所有はわが国の再開発事業



にとってもっとも有利な権利体系と いえるのである。

4. 区分所有建築施設

1 ) 法 律

一棟の建物が複数人によっ て個別に所有 された区分所

有建物は「建物の区分所有等 IC 関する法律J (昭37 ・

4 ・4 法律第 69 号. 昭38 ・4 ・1施行ー略称区分所有

法) の適用をうけるが，乙れは一棟の建物の多数所有形

態が，次第に増加する傾向にあ り，乙れらの社会的，経

済的要求から，従来の民法規定( 民法第249条~第264条j

における共有概念では処理しきれなくなり ，区分所有と

それに伴う共有規定などを整備する必要があったため ，

制定 された。乙の法律が適用されるものにはつぎのよう

なものがある。

イ 分譲アパートなど: 民間のコ ーポラス，マンション，

ヴィラなどといわれる高級アパートから ，住宅公団，

住宅供給公社などの分譲アパート で，最近乙の形態の

住宅が多くなっている。規格化されたプラン，住宅専

用用途のため区分所有に関する問題処理は明確に行な

われやすく ，乙の法律がもっとも適用されやすい。

ロ 共同建築物: 主に土地所有者が土地相互提供などの

共同出資により共同ビノレを建設し ，ピノレの一部を区分

所有するが， 2 - 3人の区分所有が多 い。

ハ 再開発事業 iζ 係る建築施設 . 市街地改造による施設

建築物，防災建築街区による共同ピノレ，または特定街

区による超高層ビノレなど，区分所有者が多数tζ なり用

途も複雑で困難な問題が多くなる。

2) 敷 地 関 係

本法では. 建物区分所有がその敷地使用権と無関係に

成立する 。そ のため，敷地は分割所有，共有または借地

のいずれであ ってもよい。市街地改造では施設建築物敷

地立区分所有者の共有とな っている内

3)  区分所有の意義

一線の建物を多数の部分にわけで，その各部分を別個

の所有権の目的とする乙と をいい ，つぎの要件ーを備えて

いる乙とが必要で、ある。

イ 構造上の独立性・ 区分所有される空聞か構造的 lζ 他

から遮断され，それ自体独立したスペース となり得る

ものである乙と。区画する材料の規定はないが，ただ

区画部分一垂直面，水平面ーは容易 IC移動もしくは破

損されない固着したものである乙と 。境界壁，天井，

床スラブおよび扉で仕切 られた空間が乙れに当るが，

ショー ケース ，上下のあいたスクリ ーンなどは隔壁と

みなされない。共用廊下に面す るシャッターはいい

が ， 境界 ｉｃｾ 童の代りに設けるシャッターには諸説があ

って，常時 、ンヤッターダウ ンされていても専有郎分の

機能上，効用上支障がない場合は隔壁 として有効であ

る。 エスカレータのあ る上下階は原則として区有所有

権は成立しない。

ロ. 効用上の独立性 . その空間のみで独自の用途( 住居

・庖舗 ・事務所 ・工場・倉庫その他建物としての用

途) Iζ 供する乙とができるもので，かつ空間の所有者

が乙れを使用する乙 とにより ，なんらかの実益をあげ

得るものであるとと。

以上の二要件を兼ね備えた数個の部分のある建物を区

分所有建物とし ，その各部分を所有権の目的とする乙と

ができる。

4)  専有部分の成立要件

建築空間としては区分所有権の目的となる部分が専用

部分となり ，建築設備ではメイン J レー トから分岐された

専有区画行きの支管およびその付属機器は専有物件とな

る 。 ( 図 1. 図 2および表 1参!¥ft)

イ. 専有部分面積

通常，建築物の床面積算定は壁真寸法によ るが，区

分所有に係る専有部分の面積算定は法律では解釈にま

かせられている。通説は専有区画壁の内法寸法で算定

し，独立柱の全部，壁付柱は壁面の延長線以内の部分

を，ま た出入口，関口部では壁の外面の延長線以内を

( 建具類，ガラスなどは専有物件) 専有部分 としてい

る。なお，柱の取扱は当初の解釈では面積から除かれ

ていたが，最近になって専有面積 IC算入すると解釈が

変えられた。ただし柱自体は後述の共用部分であるか

ら潜在的区分所有権があるだけで専有部分面積に算入

されても取扱は共用部分と同様になる。

ロ. 専有部分の高さ関係

専有部分の上下関係は ，スラブ菌より天井仕上面ま

でとし，天井内部ま たは二重スラブなどのスペ ースは

共用部分となる。なお ，床日占材， 天井仕上材，壁仕上

材な どは専有部分となり ，また設備配管，配線では主

幹線から分岐された支管類は床埋設，天井裏または壁

内担設をとわず原則として専有物件となる。

5) 共 用 部 分

区分所有でもっとも問題となるのが共用部分の取扱で

あり本法の主要部分である。法律では「共用部分」 とは

専有部分以外の建物の部分，専有部分 Iζ 属さない建物の

付属物，および規約 lとより定めら れた建物の部分およ び

付属の建物をいうとされている。

イ. 法定共用部分

建物の効用上当然に共用とされるものであっ てつ ぎ

の二つにわけられる。( 表 2参照)

A  構造上区分所有者の共用に供さるべき建物の部分

専有部分以外の建物の部分， および基礎， 柱，

梁，ｾ主，スラブなど構造部分。

8  建物の付属物

建築付帯設備で設備機械，機器類および主配管，
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外日/;

ｾ Ｇ ｩ イ，Ｎ m; ぅ

園初

図 1 専 有 部 分平 面図

図 2 専 有 部 分 断 面 図

主 配 線 な ど 。 敷 地 内 の どII 投 物 で 鎧 物

内 へ 引 込 ま れ る も の

ロ . 規約共用1 i s 分

本来， E11物 の 一 郎 でl五分所1 : 1 権の口

的 と な し 得 る も の で. m約でi . i ごめる乙

と に よ り 共 用 邸 分 と す る と と が で き る

が ， そ の 旨 の 登 記 が 必 裂 で あ る 内 な お

法 定 共 用 問i分 は 登 記 で き な い 。 ( 表 2

参照)

A.  ffi 物 の 部 分

分 譲 ア パ ー 卜 な ど の 集 会 主 主 ， 以 来

室 ， 白ー庖! 人室， ま た は ， 共 同 ビ ノレで
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表 2 共 用 部 分 内 容
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・ 分 ｊｾ アパートなど 集会主 . ｾ，楽 溢 ， 泌践活 ｩ ， ロビー ， 管盟入室

• ｪ Ｏ ｉｾ ｾ Ａ ， 立体駐車場 ， 物ｴＺｬＮ倉 ｷ

.  ｊｾ Ｎ Ｑｩ の敷地内の 組物，工作物 一広治 ・ 公樹施設

- 凶地内 では給水 t/'" ポンプ'li. "'11車の J員会場. i ! i ひ場の』色町



• 

は管理諸室，付置駐車場など。

B. 付属の建物

敷地内に設けられる別線で，主屋の付属物とされ

る建物で規約により共用郎分とされたもの。

6)  管理規約・その他

区分所有建物ではその辺営 ・管理に必要な規定を区分

所有者が定める乙とになっている。管理規約は区分所有

法に定める事項によるほか，区分所有者相互の任意契約

事項も定め得るが，一般に区分所有建物 Iζ 関する規定内

容はつぎのようなものがある。

区分所有者は専有部分 lζ 所有権を持っと ， 自動的に共

用部分の共有持分をもっ乙とになり，おのおのを単独で

処分する乙とはできない。共有持分は原則として，専有

部分床面積割合により ，乙れは管理 'J:!t 用の負担率 とか集

会における議決権割合ともなる基本的数値である。

区分所有者は共用部分管理 lζ 要する 資用 を負担する義

務がある一方，共用部分の利用による収益( 屋上広告塔

の収益など) を収取できる権利がある。

区分所有者は集会の決議によって管理者を選任し共用

部分の管理業務を委任する乙とができ ，管理者は特

定の区分所有者か第三者であってもよい。集会は区

分所有者の意志決定機関であって迩営，管理，使用

に必要な事項を決定する。

規約は区分所有者全員の書面による合意で成立し

その効力は区分所有者の特定承継人にも及ぶ。

5. 区分所有建物の管理

区分所有建物管理の要点は ，共用部分の維持管理

と区分所有者の権利義務の調整にあるが，管理実務

は普通のピ J レ管理と大差はないであろう。

1) 建築施設の管理形態

一般 κ 建築施設の建設主体一管理主体の関係は，

表 3のように分類される。

乙のうち，区分所有ピノレに関しては通常，区分所

有者となるものの一人が建設し，完成後ば区分所有

者の組合組織か，区分所有者のうちの一人が委任を

うけて管理することになる。

再開発事業による場合は，公共体施行によって建

表 3 建築筋設の建設ー管理形態

建築雌 |  建 設 主 体 | 管 思 主 体

貸 ピ ル

専 用 ピ ル

不動産業占

貸ヒリレ業者

一般企

公共団体

同 左

同左の担当部銀

または一倍外注によ

る管理会社

|  個人共同体 |  区分所何者による

庶分所白ピル | 一般企業 l  管理組合

Irl J 開発での地点公共団体| 管理会社

|  不動J 1I j 業者 l  

分」匝住宅| 住宅供給公社 'I' IllI1組合

住宅公団

設された建築施設を，区分所有者となるべきものが自主

的 lζ 管理組合をつくり運営する場合と，区分所有者出資

によるか第三者の管理会社 lζ 委託管理とする場合があ

る。

前者は施設規模が小さく，住宅などの単一用途に供さ

れる場合に限定され. 大規模な多用途ピ J レでは組合管理

は無理となり ，会社組織による管理形態をと らざるを得

なくなる 。 それは建築設備管理 Iζ 高度な専門技術を要す

るため組合事務局の範囲で処理できなくなるととが原因

のーっとなろう。

また，建築施設内に公共的部分 (ア ーケード，地下街

通路など) がある場合，または立地条件によってピノレ内

のスラム 化が懸念される場合，およひ‘ ヒ勺レ使用上特 lζ 強

い規制 権が必要となる湯合 iζ は，公共体が管理権，規制

織を留保するため，管理組織に参画する乙とも考慮され

ねばならない。乙れが管理公社方式となるが，区分所有

者と協同出資の形態をとれば，管理会社11: 公共体が出資

する乙とでもその目的は達せられよう。( 図 3，図 4参

照)

一管理組合一区分所有者の全員出資になる組織で自主管理

区分所有ビ ｊ レー「管理会社Ｍｾ君臨主主税訴訟鰐 Ｒ なる株式組

公共体出資を主体 IC区分所省者 ，第三者で構

ー管理公社一成され管理業務の受託が主で丙開発施役全般

の諸業務も行なう

図 3 区分所有ピルの管理形態

( al 管狸組合

(b) 管理会社

図 4 区分所有ビルの管理機能
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2) 管 理 限 界

所有区分と管理区分は表裏一体のものでl足分所有関係

ではとくにそれを厳格にしなければならない。区分所有

縫物は I) i 有印分と共用郎分から構成されているので，専

有郎分はそ乙を所有する区分所有者または賃借している

占有者が管理し，共用部分は前述のｾＧ・理者である管理組

介か管理会討が管:思するととになる。おのおの管理すべ

き飽聞は図 1 で示された所有区分による 。

共用部分のうち，アーケード，地下通路などで敷地内

にあっても道路の延長のような使われ方をする部分があ

る場合( 公共的郎分) ，乙れは道路管理者である地方公

共団体が所有管理すべき性格となる 。 このような場合，

公共同体は公共的 i部分を所有するため道路建設補助と 同

じ考え方で，その部分の主II 設費負担を行なう乙とが望ま

しく ，それにより，再開発建築施設の l五分所有者に係る

よじ別部分色。: l l IH.'( の負担桜滅と，共有持分の負担経減( 結

局床価格低減になる) となって，地元側には安い価格で

床の給付をうけ安い管理費で建物維持ができるので事業

協力皮が仙まり，施行側もそれだけよj玉糸進主li J j tがi率まり

事業効果があがるととにもなる 。

3) 費 用 負 担

ＱＺ￬ＧｾｾＮＧＨ月 Ｑ の負担は所省 ｬ 五分にしたがって行なわれるが

質問 の砲 ｾｪ と負担方法はつぎのようになる

イ. 経常経費

A .  - Aliti' ｊ ｾＱＱＱＱ ・ 消 ｴｭ 政 ， 保安経 Ｑ ｾ ， 冷暖房貨，サー

ビ、ス ｬｩｬ ｅＺｊＡ 貨なと， 共 ｦ 志 賀に ｾｩ するも

の

B . 使用料. 光熱水，IU話等伎川料

ロ. 国) . t : 経'['1

A.  ，蛍紛， *，ufl彦主主. 主主物保全，設備保守 ・運転 K 要す

る貨丹1

B . 償却. ｦ ｊｬ税Ｇ［Ｎｾ猪資 Ｎ 国定ｲＺｴ［ｪ［Ｚ維持に公・する ｾ Ａｻｦｉ Ｑ

l足分所有者はとれらのうち ，現: 有部分の維持述営符理

1C1l ! する全質問を負担するほか， ;l Utll 部分 IC係る乙れら

貸別 を共有持分割合Ｈ通常専有床面積・Ｇｊ［ ｾｊ 合Ｉ ｉｃ ＮｲＧｾ、じてお

のおの負担しなければならない。 一 般にはて ￬Ｇｾ 者がＺｊ ｴ ｈｬ

;司i分管理業務の委任をうけているの で. ;l UfJti 理1!i は月

当定額 を徴収して経常経費に充当し .11主的に入JII とな

る固定経質は その都度持分割合で徴収する乙とになる 。

占有者は貸主である区分所有者との借家条件 lζ より 1.'(

汗l負担が災なるが，[ 足分所有では; l UIJ 郎分 IC係る一般七i

E皇賞と使用料などは包理者へ直後支払となるだろう

4) 問 題 点

イ 区分所有法は大規模多数権利者の l足分所有ピ J レには

過J I i しがたい。例えば，専有| ぎ画制定のため細分lぎ匝11

ができなく Ｈ辿築法準法ＩＺｦｾ 28 条採光而の制約とも関

jji) ， ワンフロアー型式の庖舗構成がてさなく休利月!

効率が低ドする。区画墜に代る専有lぎ脳級などは刻化
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できないか。

ロ. 管理規約の承認手続を簡系化できないか。別則規定

の明確 ・強化の方法はないか。入居業種の制限を法定

化できないか。管理組織っくりの方法について区分所

有者の全員強制加入といった規定はできないか。

ハ. 区分所有権一管 理権を明磁にするため計画段階で，

精進的K 専有郎分一共用部分の分自tを行ない ，所有l五

分を l珂らかに して管理限界をきめてしまう 。 乙れは設

;}'I 過程で管理しやすいカタチにプランニングするとい

う基本的態度につながる 。

ニ. 供給体( ' ，屯気，カ' ス，水道) の給供規定を区分所有・

的'Hc適した内容に改正する乙と。現在は住宅以外の区

分所有 ヒソレに対して，従来の単一所有 ピノレと問機一構

内一計五{ システムとなっているため， I足分所有 ビノレで

は. 専有部分; Jt lii を 構 内 サ プメーターで処理してい

る。

ホ. it 築施設管理について，今後ますますj曽加するオフ

イスＧｊｩｪｾ ー によりヒソレ内就業人口は増大するであろうが

・械の態築容l 7 i の趨大化，設備の，:::j 級 ・主主雑化な どに

ともない管理内容も高度 ・専門化し広汎なもの K なろ

う勺それに対拠するため ， ピノレ内郎では人l剖の生命.

財産の保護を， ヒソレ}; ' ij りでは地区環境保全なと占ifl 市計

画的意味をふくめて . 必! 築施設管理基本法のような法

ili' l化が必要となるのではあるまいか。

へ 郡市再開発と建築施設のl足分所有は . その結びつき

を 段と強化 させる必裂があると忠われるので，法的

IC只体化する方策を研究しなければならない。

6. 結 び

市街地再開発はわが国における都市の将来にと って大

きな課題である 。手法的にみればわが凶の経済，社会 ，

および民族性の特性にマッチした私的不動産権利を残存

させながら，地区改造を行なう再開発の妥当性がいえる

のではないか。また，せまい国土の高効準土地利用をは

かるために，宅地の政局化も推進 されるだろう 。

そのためには宅地の私権を留保しながら ，納分宅地の

3差是E統合による用地確保と問P!jlC両容fllit 築物it 設によ

り継利空間を地加させる方法が考えられる 。 乙乙 } C悠 物

| 足分所有の必然、性が生じ，乙の観点から本稿は ，[ 足分所

街悠物lζ 関する 2 ・3 の問題を考察したのである

今後，都市計副 . i l ¥築関係者は再開発と区分所有の関

係に大きな関心をもって，市街地再開発の批准にあたら

ねばならない。 ( 19伯 9. 18)

資料

・拙t:':j ｪｬｩ 街地改造事業に お ける 施 設ｾ築物の計画 と

ぞi' llI1lζ 関 す る 研 究 大 阪 市 区 画 艶 理 局 1965.5 

・阿 部 付 区 分 所 有 ピ ル 商事法務研究会 1965. 11 
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大阪市における市街地改造( 実例紹介と問題点)

1. はじめに

大阪市で現在施行されている市街地改造事業は，大阪

駅前地区と谷町地区の 2 ケ所である 。駅前は戦後のバラ

ック街から発展した過密商庖街であり ，谷町は非戦災地

区で戦災復興土地区画務理区域 K 践し，との部分が都市

計画街路のネックになっている街で，いづれも緊急に3整

備改善を要する地区である

市街地改造は「公共施設の整備に関辿する市街地の改

造に関する法律J (昭36年法律) : s 109 号) を根拠法とし

都市計画事業として施行容れる 。その要旨は都市計画決

定された公共施設 (r l1員20M以との街路および6. ( 間M2

以上の駅前広場) を整備する際，その周辺の街区整備も

同時に行ない，そとに中高層建築物を築造するもので，

都市計画法の「超過収用」を基礎としている。地域内関

係権利者( 土地所有者，借地権者および家屋所有者) に

は，現物補償主義により従前の権利に代えて新建築物の

一部に立体換地方式で区分所有権を取得させ，また借家

権者には従前の貸借関係を継続させて新建築物の一部11:

俗家権を得させるもので. 乙れら権利者がその地域を離

散する ζ となく営業，居住がつづけられる。また施行者

側も用地取得に要する資金が不安となり ，さらに従前権

利者床のほか余剰床部分を積み重ね，保留床として一般

公募による分識で処分金を収入させる ζ とにより ，建築

物整備に要するｾＡＨ用に充当できるという二重 ， 三重の利

点を兼ね備えている。

乙の制度により広 rl1貝街路ができるとと もに，その附

大 阪 駅 前 地 区 位 低 図

大阪市区画整理局市街地改造銀長 沖 向

近地の土地利用が増進され，整理統合された建築敷地が

街区を形成し ，地域環境の改善と不燃化が促進される乙

とになるが，その施行主体は現在のと乙ろ整備される道

路などの管理者， すなわち地方公共団体に限られてい

る。

地域的性格lとより，大阪駅前は面状形態の改造となり

谷町地区は長柄堺線( 都市計画街路) 沿いの路線的形態

の地区改造となるが，後者が市街地改造法の第一主題で

ある公共施設整備の本来的意図の上11 : 立脚したものであ

り，前者は都市再開発といわれる建築施設整備を主題と

したものといえよう。

2. 沿革と現況

1  ) 大阪駅前地区

明治 7 年 ( 1874年〉に梅田停車場が開設されて以来，

梅田附近は大阪市の表玄関となり，しだいに駅前繁華街

を形成していったが，大正末期にはすでに，大阪駅前の

整理改善が問題となってきていた。昭和 9 年 ( 1934年)

大阪駅舎の第 3 次改築( 現駅舎の新築) をj切にようやく

具体化され， 駅前地区北半分の約4.72ha は， 昭和 10-

15年度の土地区画整理事業によって街区整理がなされ，

巾員25M. 20Mの街路が造成された。その後， 防火地

域，商業地域，高度地区の指定をうけ高居建築もmちは

じめたが，戦争中は中断され緑の芝生となっていた ζ と

をど存知の向きもあろう。と乙ろが，戦後の混乱期には

| 也市のパラックが無秩序に建ち ，不健全な市街地となっ

ｾミｼ
区 紙 面 積

道 路

宅 地

l J ! 策面積

延 而 高 司

王s ぺ い 率第

宅地容在l>fl %

街 路 率%

表 1 i也 区 現 況

大阪駅前地区

59. 830 

12. 臼O

47.200 

36.255 

79. 240 

77  

168 

21  

111位d

谷 町 地 区

58. 400 

14. 640 

43.760 

25. 582 

41， 559  

59  

95  

25 

59 



ていたが，その後の社会秩序，経済の回復にと もない，

昭和2J 年の第一生命ピルが完成 したのをはじまりとして

現在ま でに，梅田 ビJ レ， 新阪急 ヒワレ，大阪神ピJ レなと‘ の

高居建築物街になりつつある。

一方，木地区の南半分5. 98ha の区域は， 密集した低

周の木造家屋，狭く 曲りくねった道路，しかもその路上

にはみ出して商売を行なう小規模庖舗が今なお雑然と立

ち並んでい る状態である 。

大阪市はとの地区の整理改造にあたって，当初土地区

画獲理法第93条の規定による立体換地手法により ，事業

を行なうべく ，昭和33年同法に蕊づく都市計画決定をう

けたが，その後昭和36年に市街地改造法が公布されたた

め，同方式に切り替える 乙ととなり，同年11月全国に先

がけて市街地改造による都

市計画決定を，同時に計画

区域の凶半分 2. 9haについ

て都市計画事業決定をうけ

た。そ して昭和40年 3月IC

新建築物への権利者の部屋

1!;'-IJともいうべき管理処分計

画の認可，公告を行ない，

同年 5 月起工式をあげ第 l

棟西側 より工事に若手し

た。

2  ) 谷 町 地 区

古くから工具，機械の問

屋や小規模な印刷工場など

が軒をつらねて繁栄した ζ

の谷町筋は，戦争による被

害をまぬがれた焼残り地区

のため，戦災復興土地区画

3整理の対象から除かれた。

そのため市内交通の南北幹

線のーっとして1173和22年に

谷 町 地 区 位 低 図 決定された都市計図街路

表 2 用 途 別 現 況

大 阪 駅 l l ' 1 地 区 谷 町 地

「長柄堺線J (北区長柄橋一天満橋一谷町筋一天王寺駅

前一住吉区おりおの橋間，巾員27- 40M) は，当地区の

北と南まで拡巾されたが，乙乙がネックとなっ てとり残

された。その後の市内大量輸送交通機関整備の要請から

乙の道路下を地下鉄 2 号線( 守口一束梅田一天満橋一天

王寺間) が通る 乙とになり ，街路整備はその面からも緊

急を要する 乙ととな ってきた。

当地区の建物は焼残 りのため明治，大正11寺代から の老

朽家屋が多 く， 宅地も細分化され，さらに谷町機械問屋

としての老舗的価値が街路敷の単純用地買収による庖舗

離散を敬遠する意向となっ て現われ，街路整備に使われ

る区画務理とか用地買収などの従来手法では事業施行が

むずかしいと判断されたため，市街地改造の立体換地的

手法により街路築造を行な うと 同時に，附近地の整備を

行なうとととして， 昭和38年12月[5. 84ha を市街地改造

を施行する都市計画区域 として決定 し事業に若手し ，現

在用地買収をおとなっ ている。

3. 大阪駅前市街地改造

大阪駅前の梅田新道，桜橋両交差点を結ぶ国道 2 号線

以北5. 98haの地域に，地下 6 階，地上 12階，塔屋 4 階，

l 秘面積 9 - 1 0万M2の施設建築物. 4 棟計 39万M2を建

設する計画で，現在同地域西半分( 桜精側) 2. 9ha で第

1. 第 2 街区が事業化され，第 1糠はその西半分地下郎

分を建設中である。

施設建築物では各階の床使用について，あらかじめ，

照応の原則にもとづく管理処分計画( 施行地域内関係、権

利者の権利額および従前位置などを勘案して床部分の割

り込み計画をするとと) をする必要があるが，当事業区

域内第 1. i112 . f J l 1への入居予定者が 330 名の多数にのぼ

り，さらに従前営業業種をそのまま継続するとはかぎら

ないし，権利床( 関係権利者 Ir 譲り渡す床) 以外の余剰

スペースとして保留床を一般公募 lとより入居させるよう

にしているため，管理処分計画は十数回の試行を虫ね決

定した。

しかしビルとしての繁栄を期する

区

用 途 ｉｰｰ ｾ Ｑ 床 Ｚｭ ｬ ソ m 
途 Iｐｰｾ＠ I床官邸 |比J

とき， また設備計画上， 辺i営管理

上，建築物各階用途の規制を行な う

必要があるため本計画の越本方針を

地下 1 . 2 階は飲食 ・娯楽施設，地

上 1 . 2 階は一般底納，事務所，銀

行. 3 - 1 2階は事務所階としたが，

繊 維 伺I 商 381  11. 899  22. 6 

飲 食 ・娯 楽 ?45 21. 643  34. 9 

一 般 凶 舗 252 16. 212  20. 4 

司f務所 ・銀行 51  9. 116 11.6 

住 宅 43  2. 651  3.4 

そ の {出 14  5. 6臼 1. 1  

! t  998 19.240  100. 0  
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機 械 ・工 具 152 

印刷 ・紙加工 29  

一 般 凶 舗 82  

ｾｱ 耳目 ｩ ・ 銀行 21  

J!J. 川 住 宅 218  

そ の 他 31  

計 日9

16.445  

2.191  

1. 012  

2.863 

9. 283 

3. 100 

41. 559  

39.6 

5.3  

11. 0  

6. 8  

22.4 

8. 9  

100.0  

lml 権利床のためホテル，住宅を考

慮しなければならなかった。

計画内容および形態，数値などは

図，表を参照されたい。

乙の計画による駅前附近に及ほす



大 阪 駅 前 市 街 地 改 造 模 型 写 其

表 4 土地建物改造前後対照 (大阪駅前)

X  

改 造 前 改 造 後

m 滅

d  

迫 路 12. 630 21  22. 930 38 +  10. 300 

宅 地 47. 200 79 36. 900 62 - 10. 300 

ぐ

晋| 59. 830  100  59. 830 100 
。

大 阪 駅 前 市 街 地 改 造 計 画 図

建築物 | 川 1. 0  1  3払 200 1  ｾ Ｎ＠ 9 1  305. 960 

表 3 計 画 の 概 要 (大阪駅前)

立トごと| 2  3  4  計

敷 地 面 積 d  9. 200 8. 900 10. 400 8. 400 36.900 

延 面 積 ば 98. 500 92. 000 106. 500 88. 200 385.200 

，廿ｾ＠
積 四巨 5百 1. 070 1. 030 1. 020 1. 050 1. 040 

地 上 3 階

123 130 121 97  471 

176 169 205 169 719 

299 299 326 266 1. 190 

m気 設 備 受 電2 2 K V. 自家発電 3 相8 6 0 K V A2 . ; 立話 ・2400回線

昇降機・乗用 14台，貨物 2 台，エスカレ ークー : 14台 ( B . - 3  F )  

第 一 線 設 備 |  空網 ・ゾーンコン トロールス テップ γ ステム，冷凍機 ターボ700RT x 3. レシプロ 65 0 R T x 2 . パ ッケー ジx 8 . ポイ

ラー' 煙管式 7. 空調機 ・40台， ファンコイルユニッ ト 684台 ， 給 排 水 市 水 本 管250中x 2. 受水附 1. 700m
3  

ポンプ軍i
・

30台，ガス ー200ゆx 2
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アーケード

施 設 建 築 物 断 面 図

| 7，∞o  1  6，495 1  6. 900 1  6. 9∞ 1  6，900 1 滋 1 6，ωo 1  6，鈎016，49517.∞0 1

ｾｾｴ 位位 ｉｃ より不定

効果は， まず第 1- 第 4椋の地下商底街が述坦するた

め，西側では地下鉄 3 号線西線凹駅およびそれに巡らな

る堂島地下街に連絡して，堂島 ・中之島の業務地域との

つながりをもっ乙ととなり，東側ではウメダ地下センタ

ーおよび地下鉄 2 号線東梅田駅に述絡しており，北の歓

楽街 11 : 連結する。したがって，既設の大阪駅前地下道と

の接続を考えると ，駅前地区の地下道路網の循環型がで

き上り歩行者通行動線が地下街で確保され，述坦した地

下商! 苫街でのショッピングを楽しむことができるととに

なる。

方，自動車交通は木地域内の務備された街路を1引!と

して，梅田地区の交通体系を一変させる効果を生ずるだ

ろう。すなわち都市内交通網計画の再編成の波が，大阪

駅前地区では本事業施行地域と密接な関係をもっとと，

および大阪駅民衆駅化構想に伴う自動車交通需要の変化

が波及するととなどのためである 。

また駐車施設では， 40M街路下に地下 2 胞の公共駐車

場・( 市街地改造とは別途事業) を設け駐車能力 5∞台と

し，駅前地区およびその周辺地域( 半径 3∞ M程度) の

駐車需要κ 応 じるほか，各事長 3 階セッ トパック部分 Iζ 屋

上駐車場を設け ，それに接続する昇降路を40M街路11:設

置してプ リッヂで各棟 IC述絡させる。
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4. 問 題 点

大阪駅前市街地改

造で問題となってい

る諸点についてまと

めてみよう。

1 ) 建築計画面で

ア. 設計プロ セスの問題

施設建築物は一般の建築物と異なって当初の設計計画

の時点で，入居者の営業業種が不明である。乙れは市街

地改造法の手続上の問題と関連してくるととであるが，

そのために大規模施設建築物では設備計画にもっとも支

障を来たすととになる。

市街地改造の企画段階ではつぎのプロセスによる設計

工程が行なわれる乙とが望ましい。すなわち ，

① 基 本 設 計 ・ ( 都市計画決定のため)

② ｴｲｾ＠ 1次実施設計( 割り込み計画用および事業

決定のため〉

③ 第 2 次実施設計( 管理処分計画決定，設備計

画決定一最終設計になる)

④ 工 事 契 約

乙れによれば管理処分によ って位置の確定と設備計画

上の給資料が整った段階で工事契約ができ ，設計変更お

よびそれによる工事費の精算が少くなくてすむ。それで

も実際には権利者より乙まかい注文があり設計変更が多

く，大規模ヒツレでは設備とからんで未定または変更は止

むを得ないであろう。

イ. 区分所有法と専有区画一管狸処分計画

機能的，合理的管理処分計画( 部屋割り込み) を行な



うlにζ は， 区分所有法lに乙よる専専- 有古郎匹分区函星監E

ζ とが多い。庖舗構成上は営業者が細分区画されるより

も，ワ ンフロア ー型式でレイアウ トされるととが利用上

経済上，効率のよいものとなるが，所有権利区分を明確

にしなければ権利筆記ができない現行法制であるため，

権利者によっては過少区画となり営業上支障が多くなる

ものがでてくる。

乙れが決定的にあらわれるのが地下肢車場で，保有車

輔の! 駐車ワ ー ドどとに区画壁の設置が要求されると とに

なり，従来型式のオ ープンタイプをとるならば区分所有

者の規約による共用部分としなければならない。

ウ. 駐車場出入口

建築物と しての付置駐車場は地下 3 ，4 階，地上 3 階

にあるがその出入口はいづれも40M街路内にあり ，ζ れ

は地下公共駐車場と同時施工となっているため，第 1椋

完成時には出入口がな い乙とになるので，仮設昇降設備

を設け代用させる計画である。本来，付置駐車場出入口

は当該建築物敷地内に設けるべきであるが，管理処分計

画上 l 階床面積の減少を防ぐ必要があったためと . 面的

再開発で街路整備も同一施行者が行なうという施行上の

有利さから ，関係当局とも打ち合わせて公共敷内に出入

口を設ける ζ とになした。その意味から地区改造( リデ

ベロップメント) としての有益性を取得した一つの典型

といえよう。

2) 施工面で

ア. 内装設備の施工範囲

権利者 IC譲り渡す部分の内装設備はどの程度まで施工

すべきか。標準仕上げで-施工すれば簡単だが，それでは

飲食庖，喫茶庖などではやり直す必要がでてくるので無

駄になる。スケル トンで譲渡するとともできるが，設備

施工上支障があるので主配管，主配線J レートにあたる部

分はある程度の仕上げが必要となる。 ζ れにはやはり権

利者 IC対する内装設備の希望調査を行なって，ある程度

それにかなう下地施工または主設備配管などを行なう乙

とが望ましい。

イ. 分割施工の問題点

第 1; 練工事は現住者の移転交渉が遅延したため西半分

から着工し，東半分の施工はおくれる乙とになった。そ

のため分割施工による計画上，施工上の諸問題が生まれ

た。まず設備面では半糠でも建物の機能が発揮できるよ

うな機械室関係の レイアウ ト，また構造 ・施工面では東

西事I ! 分割j施工一接合にともなう不同沈下防止のためのチ

ェックワーク ，管理面では半椋ごとの完工一稼動ができ

るような権利関係、の調整( 区分所有lとともなう問題) ， 

辺営 ・管理方法など充分検討して万全を期すようにしな

ければならない。

3 ) 管理面で

ア. 管理組織

施設建築物は区分所有建物となるため，区分所有法に

もとづく共用部分管理を行なわねばならない。本例の施

設建築物は大規模多数所有多用途ピ J レの性格を帯び‘ るの

で，管理会社方式が妥当と恩われるが，区分所有者と会

社出資者の結びつけが強制できない法体系にあるため，

区分所有者あるいは 占有者を管理組織へ強制加入させう

る法制化が望まれる。

イ. 管理規約

区分所有建物は管理規約で律せられるが，区分所有法

は全区分所有者の書面同意を必要としているため，同意

を得る| 時期，方法などを検討 してい る。また同法では規

約の規定違反に対する措置が不備と思われるので，違反

に対する罰則規定を強化する方法を考慮 しなければなら

ない。

ウ. 占有者の取り扱い

地域的特性で施設建築物入居者中 占有者が多く ，権利

入居者数のω %が占有者で占められている が，規約でそ

の取り扱いをどのよ うに決めるかが問題となっている 。

( 本来，規約は区分所有者相互間のとりきめであって占

有者は部分的準用の方法を とるとと が多い。)

エ. 供給系統と共用部分

色気，ガス ，水道は各供給体の現行供給規定により ，

施設建築物も在来の単一所有ビ・ J レと同様，ー構内一計量

システムであり，財産分界点を親メ ーターまでとしてい

るため，各権利者の各戸メーターは管理会社の管理範囲

になっ てい る。との方法は従来宅地の積j茜化を意図 した

立体換地思想を堅持する市街地改造とは矛盾すると とに

なり ，各戸メ ーター まで供給体の財産分界点を移行させ

るべきであろう。一方，供給側管理限界からみれば供給

施設J レートは公共敷内に埋設される原則があり ，各戸口

へ財産分界点をひき入れるには，道路からそ ζ へ至る建

物内の p . S ，廊下などの共用部分を公共所有とする要

求がでてくる。

建物共用部分の公有化はと のほか，区画街路の延長と

みて市街地改造事業資財源、の国庫補助対象( 現在は都市

計蘭街路である広巾員道路の建設貨のみを対象に してい

る) IC入れるべきだとの要望にもつながる。また共用部

分管理をふくめた ビJ レ管理権へ公共体の管理権，規制権

を留保する思想、へもつながりをもっ 乙と になる。

5. む す び

大阪駅前地区は大規模な市街地改造事業と して現在全

国でも典型的なもので，とくに乙れについてのベた。

市街地改造の歴史は浅く問題は山積 している が，当事

者として今後も実務的，理論的にさらに歩を進めて，都

市再開発としての市街地改造事業の成果を高める努力を

つづ. けたいと念願 している 。 ( 1966.9.23)
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神戸市における市街地改造事業

(  1  ) まえがき

神戸市は，面積 ＵＳＰｫ ｭ Ｒ • 人口 ＱＲＰ 万人の港都で，海と

山が近く ，北は六甲山，南は海1<:: 面し ，東西iζ 稽のよう

に形づくられた街である。市域としては，六甲山系の北

西f<:: 神戸市の約 9 割を占める丘陵田園地帯が広がってい

るが， その面積の比率とは全く逆1<:: . 人口，産業， 交

通，文化は，神戸港を中心とした六甲山系の南側の市街

地に集中している。

ととろが，乙の狭い市街地の建物のうち8096は低屈の

木造家屋であり ，空はーぱいあいている。木造の建物は

火災その他の災害に弱いばかり でなく，高層化できない

ために高価な土地を非常にむだ使いしているといえる。

神戸市において も，すでに市街地の体質改善が痛感さ

れていたが，昭和36年 6 月，都市の再開発をめざして市

街地改造法が制定された。そとで神戸市では，長田区大

橋地区 1<:: 市街地改造事業を実施する乙とになった。

大橋地区市街地改造事業は，昭和37年に着手し，乙の

法律にもとづく全国最初の事業として昭和40年11月に全

事業を完成した。その体験をもとに神戸市における 第 2

悉自の事業地域として，都心の三宮市街地改造事業1<:: 現

在着手している。

乙乙 lζ 事業の経過を振り返り ，その概要と問題点をあ

げてみたい。

(  II J 大橋地区市街地

改造事業につい

て

(1) 計 画 の 概 要

① 位 置

国鉄の布1
1戸釈と須磨駅の中聞

にある新長田駅を南へ約 2
∞

m

下ると，国鉄f<:: 平行して浜手幹

線( 国道 2 号線〉が東西 IL走っ

ている。乙の付近には，大疋末

期にできた大正筋商庖街を中心

として 13商庖街，約 l.C別 居 舗

がア ーケー ドに速な って栄えて
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神戸市都市計画局市街地改造課建築係長 西 村 賢 進

おり ，通称 「西神戸」または 「西新開地」と呼ばれてい

る。そのうち市街地改造事業の実施区域として決定した

のは， 浜手幹線の拡巾に低触する商庖街の人口部分の

20.5∞m
2
の地域である。

② 地域選定の理由

神戸市を東西lζ
貫く浜手幹線( 国道 2 号線〉は，神戸

の最重要幹線であり ，自動車の急増lとともなっ て早急に

拡巾整備の必要があったととと ，また，との道路の中央

に，高架の阪神高速道路神戸 l 号線の建設が急がれてい

Tこ。

神戸は第 Ｒ 次世界大戦によって ， 市街地の約 Ｖ ｾ 討を焼

失したが，乙 の付近は非戦災地域で，木造の者朽家屋が

密集しており ，都心についで神戸第 2 の商業地域であり

ながら ，すでに商庖街も老朽化し，近代化のため不燃高

居化の必要があったが，他の手法では上記の目的が達成

できない地区であった。

③ 公共施設の整備計画

浜手幹線 ( 国道 2 号線) は，在来巾員27mであったが

南北それぞれ11. 5 mず、つ拡巾し. 5 0 m道路として整備し

た。なお，乙の機会に横断地下道その他もあわせて整備

をお乙なった。

④ 建築物の整備計画

都市再開発事業の建築設計は，まず第 1 f<:: . 街全体を
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考えた都市計画的建築設計であ り，

第 2 fCI時代の進歩に対応、できる弾力

的設計でな ければな らないと 考え

Tこ。

なお，大橋地区では，各街区の特

性 と工程を考慮し ，乙れを 3 地区 6

工区にわけで事業を進め る乙ととし

た。 (表 1. 表 2 参照)

⑤ 事業費と事業年度

事業費 と事業年度は表 3 の とお

り。

(2) 事 業 の 経 過

① 事業のス ター卜

事業の着手に当り ，まず 乙の事業

の特殊性を考慮 して， 昭和37年 5 月

都市計画局に市街地改造課が新設さ

れた。課の発足とと もに市街地改造

法の研究と計画に併行 して， 地元と

の折衝を開始した。当時は市街地改

造法の解説書も参考資料 もな く，前

例のない画期的な事業だけに，誰lζ

聞いて も解らない 乙とばかりであっ

たが，方針としては関係市民の声を

十分間いた上で，最 も合理的な市街

地改造事業を生みだそうと考えた。

そ して ， 夏から 秋に か けて ， 主 ｾ臼 ，

説明会と集団交渉と戸別訪問を繰返

しながら ，根気よく街の改造につい

て話 しかけたが誰 l 人として喜んで

くれる人はなかっ た。街の改造はよ

い乙と だし必要な こと だとい うとと

は一応わかってくれでも自分自身が

直接関係するのは迷惑だというのが

一般の考え方であった。しかし ，私

たちは歩き続けた。毎日歩いている

うちに，乙の古びた街に私たち自身

が愛情を持つようになり ，私たち自

身がまず，乙の街を若い美しい街に

生まれ変わらせる ζ との必要性を痛

感するようになった。

② 再開発診断

毎日毎日根気よく訪問を続けるう

ちに，次第にうちとけ，不安や考え

方も具体的につかめるようになって

きた。

思えば，乙の事業は現在の街を取

致 し，全く 新 しい街IL生まれ変わら

表 1 建築物の整備計画

改造後

表 2 改造後の建築物の概要

ザ ｼ エ区川精進ｼ階数ｼ警護 ｼ 議ｼ霊長 ｼ 時 Ｑ ｾ ｉｴＳ ｍ ｉ 建築資 ｼ 各階主要用途 ｼ 工期
腕塚町

nf d  d  5.6  21 百万円

1 - 2 階庖舗 昭38. 4

買E

2 丁目

鉄筋 地上 5 1. 805 1. 006 3. 693 106 
3 - 5 階住 宅 - 38. 11 

10 10  

6. 7 39 

6大丁繍目町西 鉄筋 地 上 6 400 269 1. 575 47 
1 - 2 階階庖住舗

38. 5 

61.0 5  

10  

3 - 6 宅 - 38. 12  

腕丁塚町
鉄鉄骨筋

地 上 7

56 

39.6  

第 2. 910 1. 894 16. 215 1. 130 地下- 7 階庖鋪

5 目 地 下 l

10 10 

- 40. 11 

大編町

鉄鉄骨筋

地 上10

5.7  49 
地下 - 2 階庖舗 39. 6 

6 丁目 京 地 下 l

1. 650 935 8.002  309 

3  - 10階住宅 - 40. 11 

10 10 

腕塚町 地 上 5

8.7  

“  
地 下- 2 階庖鋪 40. 4 

第

6丁目

鉄筋

地 下 1

760 661 3.322  119  

3  - 5 階住宅 - 40. 11 

10 10 

7. 3 43 

ー 大樋丁町
鉄筋

地 上 5

790 575 3. 398 128 

地下 - 2 階庖舗 40. 4 

5 自 地 下 1

10 10 
3  - 5 階住宅 - 4 0. 11 

6. 4 43 
38. 4 

計 6 棟 8. 360 5. 340 36. 205  1. 839 
- 40. 11 

10 10  

表 3 事業費と事業年度 ( 単位百万円)

事 業 総 <j >
工 事 別 内 訳

財 源 別 内 訳 (  建 築 工 都

地区別

公工共事施設政I建工事築資 I  補そ償の他資 公 共 | 市 依 | 叫 治 エ | 完 成年 度 業' / ! I

事 業 年 月 年 月

第 l 37- 38 324 5  153 166 120 140 64 38. 4 38. 12  

!rl 2  38- 40 2. 266 84 1. 438 743 194 1. 910 162 39.6 40. 11 

買J 3 39- 40 461 28 247  186  54  370  37  40. 4 40. 11 

針 37- 4 0  3.051 117 1. 839 1. 095  368 2. 420 263 

大橋地区市街地改造事業完成写真
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向って左から大様町 6丁目西ピル， 中央は大婿町 6 丁目東ピル， 向って

右は大橋町 5 丁目ピル

せるための大手術であるが，いまだ前例のない大手術を

実施し ようとすればどう して も科学的な診断が必要だと

考えた。

乙のような考え方から事業の実施にあたり ，西村1戸再

開発診断を東京工大の石原舜介教授と神戸大学の荒川 l祐

吉教授に，それぞれ専門の分野からの診断を依頼した。

再開発診断は，交通調査，市民生活実態調査などの諸

調査を通じて，商后街の立地，沿革，業種構成，資力，

売上げなどの立体的条件の分析と ，商圏，顧客層，人口

密度，地元産業，所得分布などの客観的条件を分析し ，

とれらの中から今後の売上げ予測と繁栄策を誘導し ，そ

のマスタ ープランに従って市街地改造 ピノレの建築計画や

庖舗配置を考える乙ととした。

③ P Rと説得

事業実施の過程で聞いた関係市民の不安や反対の言葉

を要約すると ， 現状IL対する執着， 共同化 IC 対する抵

抗，商売や生活の変化iζ 対する不安，経質負担の増加お

よび借入金の返済に対する心配などがあったが，ζ れに

対し神戸市では次の乙とを徹底的に P R した。

μ)  科学技術の進歩にともなって都市再開発の必要な 11寺

代がきた 乙と 。また，荷庖街も近代化し なければ時代

の流れに取り残されるとと。

( ロ) 木造の建物は火事，災害に弱く ，また，高価な土地

のむだ使いで，しかもいつかは必ず建替える l時期がく

る乙と。

付 自分たちの街は，自分たちの手でつくらなければな

らない し，栄える 街づくりに参加するのが，子孫 lζ 対

する義務である とと 。

( 斗市街地改造事業は，時代の必然的姿求によって実施

される事業で，地元にとっては飛躍のためチャンスで

ある乙と。

しかし， 再開発事業を実現するためには，さらに各個

人の悩みを，親身になって解決する努力が必要で，お互

に信頼と協力なく してはできない難事業である。世の中

には十人十色でいろんな人があり ，たとえ一人でも協力

を得られない人があれば，ピノレを建てられないと乙ろに
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乙の事業の悩みがある。

商庖経営についても ，幾度も研究会や他都市の見学な

どを行なって，根気強い話し合いの中から市民と市職員

の聞に信頼関係、が生まれ， 各ビ J レ毎11 ' : 協力会が発足し

た。そして年令， 職業， 思想の迷う人たちが手をつな

ぎ，事業は次第に進展し てい った。

④ ピル建設工事

当地域の中で最もまとまりの早かった東西両端の 2 工

区を第 l 地区とし て選定し ，まずモデルをつくる ζ とと

しTこ。

昭和38年 4 月，第 l 地区の ヒリレ建設工事に若手，同年

12月 11 ' : 全国最初の市街地改造ビ J レ2 械の完成をみた。乙

のビノレは，いずれも規模の大きなものではなかったが，

乙れが，その後の再開発事業に与 えた影響は極めて大き

く，市内各地で再開発ム ードが盛り 上がった。

第 1: 地区の工事と平行して第 2 地区 2 椋の設計および

関係市民との打合せは着々 と進め られた。乙の 2 事I i は当

区域内ではもっとも重要な位置を占め，また，権利者数

も多く西神戸再開発計画上からも中心的存在であった。

ビJ レの計画については，再開発診断により ，種々の分

析の上Iζ 立脚したもので，それぞれ建築制限いっぱいの

31mの高さとし ，土地の高度利用をはかった。特に腕塚

町 5 丁目ピノレは純商業 ピルとし地下 l 階から 7 階のうち

5 階までを，エ スカ レー ター，エレベーターでむすんだ

ワンフロアーの百貨底方式とし ，諸施設を完備 した。

あらゆる 人々 の協力に支えられて，第 2 地区は39年 6

月に工事 IC若手した。また，第 2 地区両ビ J レのそれぞ‘ れ

向い側 lζ 建設する 2 棟を第 3 地区として，第 2 地区両ビ

ノレより工期の短い分だけ後から出発するよう計画，翌40

年 4 月に着工，いずれも40年11月に同時完成をめざして

工事を進めた。

第 2. ｴｲｾ Ｓ 地区の工事は ， 共 ｬζ 商庖街の入口部分にあ

たり ，しかも ，乙の 4 つのビルを国道下の地下道で・むす

ぶ計画であったため ，非常な難工事となった。特に ，工

事中の自動車と通行人の動線計画，商庖街のム ード保持

対策，工事にともなう騒音振動および突貫工事による深

夜作業などに格別の注意を払った。工事が進むにつれて

隣家からは騒音，振動問題その他の苦情，関係市民から

は設計変更の申し入れなどで，そのたび:11 ' : 工事はとまど

ったが，幸い事故もなく予定通り順調に進んだ。

昭和40年11月，大橋地区市街地改造事業の全事業が完

成した。つい乙の| 剖までは線も太陽もない街角であった

が，その- 11]11 ' : 新しい街と広い道路が立派に出来上がっ

ている。

( ][ ) 市街地改造事業の再検討

市街地改造法が生まれてから 5 年，神戸市では大橋地



区の金事業を完成したが，思えば，全く前例のない ，し

かも関係市民の生活や商売を根底から変革させる難事業

であった。それらの経験の中から都市再開発手法として

の市街地改造事業の長所，短所を指摘すると次の通りで

ある。

〔長所〕

1. 公共施設と宅地と建築物が同時に整備され，特に建

築物が不燃，立体化され，市街地が近代的に美化され

る。

2  市街地の複雑な権利関係が都市再開発の大きな隣路

になっていたが，乙の事業は従前の土地，建物をすべ

て寅上げ，出来上がったヒツレは区分所有，敷地は共有

となり ，権利関係が明快に再配分される。

3. 専門の公的機関( 公共団体) が事業を担当し ，市民

の信頼が得やすい。

4. 事業推進のための強制力( 区域内の土地収用制度)

がある。

5. 公共施設整備費の範図内で国庫補助がある。

6  特別の建設資金制度( 起債) と関係市民に対する融

資制度( ヒソレ取得価額と従前の資産価額との差は 5 年

ないし 10年の年賦償還が認められている〕がある。

7.  従前の建物価値や借地継が補償され，また，借地権

が保護されている。

〔短所〕

1. 再開発公共投資がないため，事業の採算性の故に広

い事業地域がとれず，局地的な再開発になる乙とがあ

る。

2. 共同 ビJ レの用途規制またはビソレ内で‘ 営業する 乙とが

不適格な業種や不適格者 IC対して入居を制限する制度

がないため ，すべてのビ、 J レが用途混合の無性格な建物

になり ，また，騒音なとヨ主同生活者の平和を乱すとと

もありうる。

3. 低所得者1<:: 対する低家賃住宅対策がないため，その

人たちの救いようがない。

4. 再開発1<:: 対する補助制度がないため ，敷地および建

物の共用部分( 緑地，階段廊下など) や駐車場を十分に

とり，再開発の理想を実現するには入居者に非常な経

費負担をしている結果となり ，なかなか笑現しがたい。

5.  庖舗内装については，各人の個性や好みもあり個人

施工が望ましいが，融資制度がないために資金面から

公共団体が引受けざるを得ない。乙れは工事中の設計

変更が多く ，また関係市民の自主性とビ、ノレ IC対する愛

着心を失わしめる。

6. 個人の自主建築と比較した場合，市街地改造事業で

施工する l侍は，規模の大きいビ J レになるため相当な工

期が必要となり ，その閣の営業対策が難しい。

7. 事業完成後の経費負担に加えて税負担も大きいが，

再開発事業促進のための減税制度がない。

8. 共同ヒツレの管理制度が確立されていない。

上記のような諸点が私たちの体験によって直面した問

題点の主なものであるが，神戸市においても事業の完成

とともに法律の一部改正を要望し ，また，大橋地区 lζ 続

いて計画中の三宮市街地改造事業では，少しでも改善す

べきと ζ ろは改善して，よりよい事業として発展させな

ければならないと考えている。

〔町〕 三宮市街地改造事業について

前述したように神戸市では ，大橋地区 1<:: 続いて第 2 番

目の事業地域として，三宮に市街地改造事業を実施すべ

く本年 5 月より計画に着手した。ただちに関係市民 1<:: 対

しでも，個別訪問と ，集団説明会などに入った。

当三宮地区は神戸の都心であり ，そどう百貨庖，三宮

地下街，大丸百貨庖，元町商庖街などを結んだ路線商庖

街の中心でもあるが，いまだに戦後の木造低周家屋が密

集し ，災害などに対しても全く無力なことはいうまでも

なく ，事j J 戸の表玄関としてもふさわ しくない姿であり ，

また，商庖街の近代化，中央幹線街路( 計画 巾員36m)

の拡巾など早急に再開発の必要性がある。

地域としては ，国鉄高架沿い南側からセンター街商庖

街までの区域のうち約 32，∞Om
2

の3 街区で事業年度と

しては昭和 Ｔ Ｑ 年から ＴＵ 年完成を目標と し ， 事業Ｇ￪ ｾ 150 億

円で事業を実施する予定である。

そ乙で神戸市では計画にあたり ，次のような基本方針

に基ずいて建築施設を考える乙ととした。

① 総合的な街の体質改善を積極的にはかる。

イ. 国際港都神戸の表玄関 としての 建築計画を考え

る。

ロ. 都心商業地区の魅力をもっ街づくりを考える。

② 人工地盤造成の考え方で設計し駐車場と緑地を計画

する。

③ 庖 舗，事務所，住宅，駐車場，レ ジャ ー，文化施設

などそれぞれの用途別機能の分離した設計を考える。

④ 海と山にめぐまれた神戸の都市景観にふさわしい建

築物を考える。

上記の点をそれぞれ生かした計画案が，乙の 8 月にで

き上がった。構想としては ， 后舗は建蔽率 Ｑ Ｐ ｾ ｊ の Ｒ 階建

とし ，その屋上は駐車場，緑地に利用 する 乙ととした。

なお，その上部にはシンボ J レ的な高居の事務所 ビルを

中央の街区 f<:: ，左右の街区には，住宅ビノレ， レジャ ービ

ノレを全体の調和を考えて配置した。

神戸市では上記の案を基本として，関係市民や学識経

験者の意見を十二分 lζ 取入れ，よ りよい計画に発展させ

そして立派な街づくりに努力する積りである。

CV) む す び ( 省略)
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各 地 都 市 に お け る 市 街 地 改 造

ー その考え方と問題点と 事業概要一

はじめに : 世界の各都市において，都市再開発が論じ

られ，第 1回都市再開発国際セミナーがオランダのハ ー

グ市で開催されて 8 年が経過した。わが国においても，

欧米諸国と同様都市の混乱と機能低下がさけばれ，都市

再開発の緊急性と必要性が論じられている乙とは，周知

のとおりである 。 乙ういった社会状勢のなかで 1961年 6

月に「市街地改造法J l> が制定され，まず東京，大阪，

事1
1戸等が名乗りをあげ，つづいて他都市も続々と乙の事

業IC名乗りをあげて全国 Iζ 市街地改造ブームを起 ζ して

いる 。 しかし市街地改造事業が現在成長期の段階にあり

成熟期に至るには，まだまだ多くの時間を必要とするた

め，施行者が事業を推進する上で突き当るもろもろの困

難と問題点は，事業進捗の程度によって，ローカリティ

の相違によって多くの差異を生んでおり，それ故各都市

ともさまざまな困難と独自の問題点をかかえて事業を進

めているのが現状である。題目は大阪，神戸以外の「各

地都市における市街地改造」であるが，そういった現況

のなかから各都市( 大阪，事1
1戸を含めて) が共通しでも

っているもの，あるいは将来( 事業の進捗に伴って) 当

面すると考えられる問題点および市街地改造事業の考え

方について，各都市から提案されているものをひろって

みよう。

I  市街地改造事業の考え方

市街地改造法の第 3 条は，従来の都市計画事業 1) 用

地買収方式， 2) 区画獲理方式では， :rJ" Ci ! Rが非常に困難

または不可能と思われる地域が市街地改造事業施行区域

の条件として記されている 。また，市街地改造法なる法

律は( 注) にも示しであるように，その正式名は「公共

施設の整備に関連する市街地の改造に関する法律」とい

う長い名称の法律である 。乙の法律名からうける印象は

従来の都市計図事業と同様「公共施設の整備J を主目的

としているという乙とである 。

以上の 2 点から判断する |浪りにおいては，市街地改造

事業IC乙れといった画期的な特色を見い出す乙とはでき

ない。と乙ろが法律の内容を更に詳細に検討してみると

市街地改造事業とは公共施設と建築敷地と建築物を都市

計画事業の一環として実施すると乙ろに画期的な特色が

ある乙とを見い出す乙とができる 。乙の 2 つの一見矛盾
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したような考え方から市街地改造事業の根本的な考え方

を見い出せるのである。 r市街地改造法」制定当時にお

いて，未だ都市再開発並びに区分所有建物 lζ 対する認識

がうすく ，区画整理方式での事業施行困難な地域の「公

共施設の整備」からスタートして，土地の換地の考え方

を区分所有建物への立体換地の，思想に着想させたように

思われる 。

しかし ，いやしくも都市計画事業として建築物の獲備

を計画するからには，当然その地域の社会的使命や建設

する建築物の正しい用途や機能を考えなければならな

い。少なくとも道路整備を実現する手段として在来の居

住者を無秩序に立体的に積み上げるが如き不見識な建築

設計は都市計画事業として許されないし，また地元関係

市民の協力を得られるはずもない。結局. 市街地改造事

業はその法律の発惣がどうであれ，事業の性格上必然的

に都市再開発事業としての使命と宿命を背負っていると

いえよう。市街地改造事業の都市再開発へのアプローチ

が現在の状勢下にあって公共施設整{ J11jの緊急性からスタ

ートしたとしても ， i市街地改造法J の制定により，従

来の「線的J i面的」都市計画事業が「空間的」事業へ

と発展する道が聞かれたととになる 。道路整備が都市計

画事業であるという考え方から建築敷地. 建築物をも含

めて公共施設の整備を図る ζ とがよりすぐれた市街地改

造事業施行への不可欠の要索となる。市街地改造事業が

都市再開発の一手法であるという認識から出発して，当

而する問題 IC対処すると乙ろに市街地改造事業の怒義が

あり，そういった立湯か ら当事業は評価されるべきであ

る。

E  市街地改造事業推進上の問題点

1 . 市街地改造事業施行地区の選定理由と問題点

各都市が市街地改造事業の施行地区の選定理由として

あげている主な点は，

イ) 従来の用地口収方式，区画獲理方式では道路拡巾が

困難であり，かつ，拡 rl "1，貫通が急がれている。

ロ) 非戦災地峻が都心または副都心的地域にとり残され

ており ，道路だけの鉱巾では都市の機能低下の防止，

土地の高度利用，都市美観，都市の健全化を図る乙と

ができない。

‘・
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ハ) 以前11 : : 一度区画整理事業で整理したととがあり，再

度区画整理事業およひ. 用地買収方式によって宅地を削

減するととが困難である。

ニ) II筆活街を形成しており ，そのため道路整備と合わせ

て地区の再開発が必要となっている。

の4 つに集約する乙とができる。しかし，更に要約する

と公共施設整備の緊急性と都市の体質改善の必要性の 2

点にしぼる乙とができる。( もちろん，市街地改造事業

を施行するためには，法律で定められた条件を満足しな

くてはいけない。)

それでは，法的要件と緊急性と必要性の 3 条件がそろ

っていれば市街地改造事業が施行可能であるかといえば

施行者側にとっては，それだけでは事業に踏みきれない

問題が残っている。それは，事業施行による赤字の額

( ある数少ない特殊地域以外は，市街地改造事業を施行

するととにより赤字を出す乙とになる。) の問題であ

る。額が大きくなりすぎると施行者として，公共投資の

あり方を関われるであろうし，公共事業として利益を生

む乙とも行政のあり方に問題を残す乙とになる 。最後的

には，公共投資の限度と各都市の赤字負担能力の点から

施行の可否が規定されてくる乙とにもなる。乙の原因は

市街地改造事業が建築敷地および建築物の整備をも都市

計画事業の一環として認めながら ，未だ ζ の事業の補助

対象を公共施設にのみ限っていると乙ろにあるのではな

かろうか。法的要件，緊急性および必要性の 3 条件をそ

なえた地域については，すみやかに当事業が施行しうる

ような措置が必要である。乙れらの措置についての各都

市の提案をひろってみると，

イ) 法的要件の緩和

ロ) 公共施設を6，OOOm
2
以上の駅前広場，巾員20m以上

の道路に限らず，公園，広場，一定巾以上のヒ、 J レ内通

路等にまでその適用度を広げる乙と。

ハ〕再開発融資制度，再開発補助金制度の創設

の 3 点が主なものである。 ζ れらの考え方が前進的な思

想で進められるならば，市街地改造事業も一層の進展を

みせる ζ とになろう。

2. ピル設計上の問題点

都市再開発の見地から設計されたビJ レとそうでないビ

ノレとでは，現在のH寺点においては，差があってもいいの

ではなかろうか。市街地改造事業によって設計されたビ

J レとは，その地域の社会的使命，立場等を特に考慮して

設計されるべきである。少なくともー建築敷地に設計百さ

れ 1 ロットとして完成してしまうものと，何らかの形で

全市のマスタ ープランと関連性をもち，社会の発展と都

市の膨j辰iζ 促応できるような建築形体をもたなければな

らないものとの差はあるはずである。

しかるに，それらの要素をとり入れれば入れるほど事

業推進の上からは大きな障害となる。都市再開発という

言葉とは うらはらに，その設計は土地の高度利用と不燃

化という方向 lζ 落ち着いているようである。もし，公園，

緑地，駐車場等のパブリックスペースを十分にとる方が

有利だという結論を引きだせるなら ，市街地改造事業の

実質的効果は非常に大きいものとなり ，市街地改造ビル

が将来のビ J レ設計の方向を示す乙とにもなろう。各都市

ともそれらの条件が満たされるときを切望している。

3. その他の問題点

前述した如く，市街地改造法制定時の考え方と実際の

事業施行時に際し てのギャップからいろいろの法改正に

対する窓見が提案されている。その主なものとその目的

としていると乙ろを列記すると次のとおりである 。

イ) 法律名の省略

現行の長い法律名「公共施設の整備に関連する市街

地の改造iζ 関する法律」を短く「市街地改造法J と省

略しようという考え方。との思想、は「公共施設の務備

に関連しない」市街地改造法の制定を切望するもので

ある。

ロ) 実施地域の条件緩和

市街地改造事業の施行地区適合の範囲の拡大を図

る。

ハ) 事業施行者の範囲の拡大

公社，公団等にも市街地改造事業の施行を可能にす

る乙とによって，更に広域にわたって事業の実施を図

る。

ニ) 手続の簡素化

事務手続を簡素化して，事務能率の向上を図る 。

ホ) 住宅公団との合併施行

市街地改造事業と住宅建設とは不可分のものであ

る。そのため公団と合併施行をする 乙と により事業の

円滑化を図る 。 ( 乙の問題については，現在前進的な

方向で話が進められている。〕

へ) 低所得者層に対する措置

都市再開発を目的とする市街地改造事業に地元市民

が協力しやすいように，また協力者すべてが事業完成

後の繁栄を得るために。

卜) 管理処分計画時における用途規制

チ) 区分所有ヒソレ管理上の用途規制

リ) 他地区への飛換地による 管理処分計画の問題

以上の問題点はごく一部の問題であり ，実際の施行に

あたっては，さまざまな問題点があるととを付記してお

く。

おわ りに : わが国における都市再開発の動きは欧米諸

国と比べれば，近代的都市計画という域では未だ創世紀

の域を出ず，成熟した果実を求めて各方面から努力が払

われている。そのなかで市街地改造事業が以上のような

多くの困難と問題点をもちながらも，その先駆的役割を
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〔付〕 全国の市街地改造事業の概要 ( 大阪・神戸は 除 く〉

(付表 1  )  事業の名称および施行地区

|  事 業 の 名 称 | 施 行 者 | 施 行 地 区 | 函 d 積

札 幌 札俣市都市計画事業札幌駅前速第 l ・2 地区 札 幌 市 札幌駅前通地区 3. 788 

浦 和 浦和駅西口地区市街地改造事業 浦 和 市 浦和市高砂町 1 丁目 21. 737 

東 京 東京都市計画新編駅前市街地改造事業 東 京 都 新編駅前地区 29，544 

横 浜 鶴見駅西口地区市街地改造事業 横 浜 市 横浜市鶴見区鶴見町 26.200 

熱 海 熱海駅前市街地改造事業 熱 海 市 熱海駅前 19. 243 

名 古 屋
名古屋都市計画事業小鳥町第一市街地改造事業 名 古 屋 市 名古屋市中村区花車町 9. 960 

H  小鳥町

金 沢 金沢都市計画武蔵地区市街地改造事業 金 沢 市 金沢市安江町 19. 349 

茨 木 阪急茨木市駅前地区整備計画 茨 木 市 荻木市駅前 17. 658 

姫 路 姫路都市計画船沼地区市街地改造事業 姫 路 市 姫守市ZEE M0 7  

福 岡 福岡都市計画滑川 1丁目 C 地区市街地改造事業 福 岡 市 福 岡 市 制11 1丁 目 5. 095 

(付表- 2 )  公共施設整備計画

全 体 計 画

巾 口 | 延 長

ホL l院 道 路 札幌駅前通 36 m 2.025m 

現在巾貝

地

巾 貝

20m I  9- 9. 7m 

区

延 長

144. 7m 

内

面 積

1. 460m'  

備 考

第 1・2地

区の合計

浦 和 | 土 土 | 一 巳- I  7.275m'  I  3.355m'  I  -己三三戸三1一一

道 路 1I 35道路 22m I  76. 8m 18m 4 m I  -

東

道 路 15- 43m 611m 8- 36m 3 - 7m 

京 一一一- - . .- 一一一一」一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

広 場 47- 56 m 196 m 45町1 2 m 

横

道 路 138.  J1 3.4 18- 22m 239ロ1 l l m 

浜 一一一一_，- - - - - - - 一一一一一一一一一一一一一一

7- 11m 

熱 海よ士| 二 |云ml二萱| コml二主| 三二I =  I一 一

広 場 1l . 527m'  I  4. 978m'  I  6. 549m'  

名 古 屋 | 道 路 | 広 路 7 号江川線 22. 3 m 194m 9. 6m I  一一 一一 目都計街路

金 沢 | 道 路

金 沢 駅 通 線

香林訪彦三線

22- 36 m I  272.5m 15m I  7 - 21 m 都計街路

道 路
ー 「一つt 円不正「てご一「で二一「て二一「二 一ト一一ー

荻

木 Ia  ｾ＠ I  - 1 - 巨245m' I  - ヨ三こじ三二仁三 一ー

古臣

福

路 | 道 路 I 1I 1. 7国道線

岡 道 路

博多駅

J1 1. 13 長浜線

27m 

36 m 

果している 乙とは事実である。との事業に少しでも関心

をもっ者，従事する者すべてが将来への発展の可能性を

追求し ，期待したいものである。

なお . c付〕 として全国の市街地改造事業の概要を表
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254m' l l m 16m I  一一一

4. 270m 15町、 21m 119m 

にまとめておいた。( 付表一1 - 6 参照)

( 注) 1)  r市街地改造法J 一一正式な法体名ではなく ，正式名は 「公共

施般の整備に関連する市街地の改造 1<: 関する法律J

• 



(付表- 3) 土地の整備計画

道 路 宅

ぷム|五
改 進 前 改 造 後 改 造 1)'] 

キL 幌 1. 125m'  33.3%  2. 152 m' 64 %  3. 355m' 66. 7必

洞j 和 5.588 26 11. 991  55 16.149 74 9. 746 I  45 

東 J R 17. 236 58. 2 20. 386 69 12. 308 41. 8  9. 158 31 29. 544 

横 浜 8. 281  31. 6  14. 430  55. 2 17. 919 68. 4 11. 770 44. 8 26. 200 

熱 海 6.951  36  15. 387 80 12. 292 64 3. 856 20 19. 243 

名 古 屋 3. 162 32 5.783 58 6. 798 68 4. 177 42 9. 960 

金 沢 5. 164 27 9. 037 47 14. 185 73  10.312 53 19.349 

を足 木

姫 路 821  9  5. 143 57 8.186  91  

2. 760 31 

9.007 

( 1. 104)  12 

稿 岡 1. 507  29.6  2.730 53. 6 3. 588 70.4 2.365 46. 4 5. 095 

(付表- 4) 改造後の建築物計画

敷 地 建 築 延 ベ 建 ペ

地 区 ; g 構 造 階 数 容積準 各 階 主 要 用 途

面 積 面 積 面 積 イ 率

キL 幌 札駅 前 幌通 鉄鉄 筋骨

B  2  

d  d  d  %  %  千円 百万円

BI - F 3 后 舗

F  8  

1. 965 1. 925 16. 633 98 850 225 1. 125 
F 4- F 8 事 務 所，住 宅

掛i 和

浦 和 駅

R C O F  9  9. 746 7. 655 65.646 78.7  673 333 6. 670 

西 口

東 京 鉄鉄 骨筋

B  4  

9. 158 8.413  107. 739 92 1100 304 9. 921 
B2- B 3  庖駐車樹鋪

F  9  BI - F 9  li5 M. 事 務 所

Bl  庖広駐車舗樹舗

横 浜
西鶴 見 駅口

B  2  

s . P. C  
F  9  

11 . 765 8. 259 67. 613 70. 2 574. 7 180 3. 484 F 1 - F 3  

F 4- F 9  li5 fjfi . 住 宅

熱 海 熱海駅前 鉄鉄 骨筋

B  3  

3. 801 3. 526  33. 422 93 876 188 1. 883 
BB 2l ~F 9  庖駐車舗場，事-lii 所 ，住 宅

F  9  

B1  駐 車 舗場

名 古 屋
小 l鳥地町 鉄鉄 筋骨

B  2  

4. 178 4. 0?3 39. 199 96.3  938. 3 

F 1- F 3 庖 . 住 宅

第 区 F  9  F 4  オー プン コー ト

F 5- F 9 事 務 所

B1- F l  庖広事住 舗 ，駐 車 渇

金 沢
武 蔵 地 区 R  C  

B  1  

10. 312 8. 455 30. 943 82 300 145 1. 379 

F 2 舗

F  4  F 3  務 所宅

F 4  

B足 木

B  2  

23.180 163 1. 089  

F  8  

t臣 路 船 場 地 区 R  C  F  4  2. 760 1. 849 6. 396  67 231  90 174 

福 岡

滑川 1丁 目 B  2  

9. 183 173 480  

C 地 区 F  5  

(付表- 5) 事業費および年数 (付表- 6)  事業担当局 ・部 ・課

| 峨 年 度 | 総 事 業費 | {柑 考 担 当 局 ・部 . I m

札 幌

年度 百万円

昭和41年11月完成予定

38- 41 1. 611 

札 幌 建 設局 計 画 部 市 街 地 改 造 線 昭38. 5  

浦 和 8. 085 浦 和 都 市計園 都 市 街 地 改 造 課 昭40. 4  

東 京 37- 43  20. 489 昭和41年 9 月 1 ・2 号 ピル完成 東 尽 建 設局都市改造課市街地改造観 昭38. 12

横 浜 5. 452 横 浜 計 画 局 区 画 整 理 部

熱 海 38- 42  2. 916 熱 海 総 投 部 市 街 地 改 造 際 昭39. 7  

名古屋 38- 41 2. 700 名古屋 計 画 応 計 画 部 都 市 改 造 課 ( 市 街 地 改 造 係)

金 沢 41- 45 1. 850 金 沢 建 設 部 開発第一恕( 区回路理係)

茨 木 1. 613 茨 木 都 市計画 邸

姫 路 36- 45 700 昭和40年12月 l 号 ヒリレ完成 姫 路 計 画 局 市 街 地 改 造 工 事 々 務 所 附37. 4  

福 岡 40- 43  830 福 岡 建 設局 都 市 改 造 課
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オランダ・ハーグにおける市街地改造計画

計 図 地 : オランタ ・ハー 夕、rli 中心ms

規 絞 . 約1. 8km平方

計画立案 : s .  N . A .  (オ ランダ建築家協会)

• 
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オランダ ・ハーグの市街地改造計画について

ハーグ市は北海沿岸の都市地域，ーRandst adt - Hol l and' の一都市で，旧い密

集市街と公園，それに20世紀になってできた住居地をもった都市である。市ゐ

中心地は有名な Hofui j uer のような中世建築群， 掘，プロムナードで椛成さ

れており 旧く から市行政の中心地であったが，乙 乙w年ほどの聞に住居地がそ

の周辺に急速に拡がってきている 。また交通問題に対するいわば「機能主義

的」 一面的な アプローチは都市本来の目的を窒息させ，美くしい街なみを死に

おいやるといった不調和をもたらしてきた。

交通流を維持するためにとられてきた方策乙そは都心を寄りつきにくく，住

みにくいと乙ろにしたのである。都市は雑多な機能の寄せ集めという乙と以上

に人間の全活動における Meet i ng poi nt として複数のはっきりした性格をも

たねばならぬであろう。歴史的なものは日常生活が展開するなかで保存されね

ばならぬであろう。 ( 京大 霜田 稔)



市街地改造の原則

・人間性を強制する空間的エレメントの相圧関係一-

改造のシステム

・二屯段状道路による通過交通処盟

.  z型アプローチ ・システム
ｾｲＺ ｾｬ の ｊｌｩ 針 。 ｭ

. 一つの地区の多nは 同JI!f 的， .At' U内利川

・外限状沿いのパーキング

Ｎ レベノレの分間｜ｾ

・大:il 交通機関 ( publ i c tr affi c) 網の盤側l

・歩行者優先でセンタ ーと 直結する経度での街路・広

場の縦少

. センターは l kmX l km 

‘  

何・
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|  

'15 気 工 事

富士電業株式会社

大阪市内区北郷江上通1- 65

7E訴 (541 )05制 - 7・7148- 9

陶 磁 タ イ ノレ

関 西 タ イ ル 商 会

大阪市北区老松田T3- 21 屯話 (361 ) 5578 

塗 装 工 事

株 式 会 社 三 木 塗 装 庖

大阪市西区新11町通4- 12 m話 (541 ) 6471代

大迎行工事

株式会社矢橋大理石商庖

大 阪 営 業 所

大阪 di rR区日J 1iUi(f，2- 9 野村ピノレ 5 附

'tU J活 (231 ) 4257- 8  
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P タ イ ノ レ

プ ラ ス タ イ ノレ

ソフト ンタイノレ

防 水 て すI

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

マ ル エ ス 工 業 株 式 会 社

大阪r ! iI Jfjlx. 京 IIIJ 腕 1- 74 '， E 訴 (441 ) 5951代 大阪 dJ 福品|メ |二間，Cb雨1- 152 ＧｾｇＺ話 Ｈ ＴＵＸ Ｉ ＴＸＴ Ｑ 代

M 水 工 'J 1: |坊 J k T  'J 1  

株 式 会 社 木 下 謹 三 商 庖 三星産業株式会社大阪出張所

大阪 di 凶1.>く江F#11I 5- 5 '，l1:話 ( 443)COI 5代 大阪 dj'l 'ql X.京111]"#1111- 74 '，l1:話 (443) 9721 - 3

A

盤

古

冗専

ゲ ル カ セ メ ン ト 防 水

特 許

施 |ー 筒 所

地 下 出 ( 1， 2 ， 3 ， 4 ， 5 断)

ピッ 卜 ・ ガレ ージ通路 ・ ;J< .ft"，i 

れ宅セメン卜防水 ・尽 1'. シ ート |ジ1; ;J< 

ゲ ル 力 工 業 株 式 会 社

大 阪rli 凶 iヌ江ア"Yili 2 28 Ｇｾ日新 Ｈ ＴＴＳ Ｉ ＲＴＶ ＱＭ Ｕ
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ク窓の昼光率の計算ガラスブロ
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度の二つの成分 IC分けられる 。昼) ' e 率も同じように直接

と1m伎とから成り立っ ている。つまり

D=直接昼光率(Da)+ 間接昼光率(D，).

(  i  )  直接昼光率算定図表

ガラスブロックは殆んど鉛直の側窓lζJfl いるので，第

1図ー第 4図はその場合の水平の作業I自の直後昼光率を

求められるようにつくられたものである。 乙の図表は笑
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2. 直 接 昼光 率 (D，，)
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第 4 図

xo=x/Z  

第 2 図



物実験の結果から作成されている 2) 。実験に用いたガラ

スブロックの極類は日本電気附子K Kの“ 石目 " 際機の

もので. 第 1図，第 2 図は2∞x 2∞x 95m m. 第 3図，

第 4 図:ま 145 x 145 x 9 5 mm. 白地闘はいずれも 1 0 mmで

ある 。 また，地而の反射率が大きい品Jf ?と小さい場合と

が示されている 2 ) 。

( ii ) 図表の使い方

第 5図K 示す

とおり • X o= X  

/Z. 1今= Y/Z

を求め，前掲直

接昼光率算定図

ぶから • ( Xo• 

Y
O

) を通る直接

RI : ) ' e率の値を読

みとればよい。

第 6図 Iζ 示すよ

うな窓 ( 1 2  

3  4) による D"

( a )  

Xo =  X/ Z  

( b )  

第 5 図

岡

山

<l - 2- 3- 4) は，

はじめに X 柄h.

Y 制を 2 辺とし

ｽＮｾ，＠ 1を含む長方

形窓による Dd1

をよみとり，同

ι と ｾｰ

!:l' S  6 図

椴 K D，t2. Da3.  D a<I を得，つぎの式より求める 。

D，t  <1 - 2 - 3 - 4)  =  Da1 - D '12 - D叫←D't3 ・一・ .(3)

第 l 図~第 4 図は “ 石目 " 紋織の図表であるが，他の

紋様のものに用いてもさしっかえない。ただし，グラス

ファイパ一入りのもの

は 0. 8 の減少率を釆ず

る。 3)

第 7図のように ，窓

ｬ 狗而 ｉｃｾ 主物があるとき

は図のハッチした部分

を除いて，直接昼光率

を近似的 IC求める乙と

ができる。 !:l' P 図

3. 間 接 昼光 率 (D r)

間接昼光率の精度の高い言，. t ; J : は非常1ζ l 国倒であり，ま

たその作業而上の分布は一様に近いので，つぎの簡易計

算式をJTi いる 。ただし奥行の深い室では大きく見積るお

それがあるので注;むを裂する 。

Dr= 1F
1

Pl +

F
2) pg_ x  100( 96) ・・-・-・ ・(4)

A ( 1- P1P2)  

乙乙で1

F 1  :  ガラスブロックを透過して， 第 8図に示す作業

80 

/  

ρ 2 m 

理主

第 8 図

而より下) J の室内表面 iζ 直筏人射する光点( 比

F 2  : 同じく作業面より上方の宅内ぷ l耐 ζ 前筏入射す

る)' eJ ; !ミ( 比率)

A  作業 l侃のi Ii i fli( m
2

)

，.  

fJ  

P1  A 内 on/ { 51 ( 51  A ) P1m)  

.02  AP2on/ { 52一( 52- A ) p2m)

S1.  52 :  作業面より下方あるいは七方の

2室内友 l節約 ( m
2

)

ρ1川 ・ pZm:  Sl あるいはS2而の平均反射本

F1 • F2  ( 立; k ; 験結果より次式で求め られる 。

F J  = ( D u十 Dj . ) 5o< mfI / 1∞1

ト ・・・・・ー (凸)

F 2  ( D u+ Dム) ふ0<m/ 2/ 100 J  

乙乙で，

D u 窓外の1 1 ，¥直面昼光本 ( 96) で. / 1 < 、ド而より上方

の天空などによるもの( i'n8 図参照)

D j ， 同じく ，下方の地面等によるもの( 節 8 灰l参照)

50 窓而. fMm
2

)

ん.12 : 第 9図』ζ 示すように . Dd D u  によ ってきまる

/<'1とF 2との比本であ って. fI 1/2 = 1である。
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ファイパ一入りのものは0. 8を乗ずる。

4. 例 題

第10図に示すガラスブロック鉛直窓による作業面の昼

光率分布を求めてみよう 。ガラスプロックは笈氾 × おOX

95m m， ｾの大きさは ｩ 認さ Ｒｭ ， 幅 Ｕ ｭ であり ， ｾ天空

で窓外の地面の反射率は小さく ，窓外の鉛直面昼光率は

D
u

= 40(96) ， D.L =8.0( %) とする 。また，室内表而反

星 光率 分布

、 7 -

6ー

ガラスブロ ック“ 石目"

200X2∞X95 mm 

地面反射率 (小)

曇 天 空

室内面反射率

天井 0.8

笠 O目 6

床 0.2

5 -

4 _  

3 ー

2-

1 - H  2  

0 一一

( %)  

( a) 窓 に垂直方的Iの分布

ｾ ｮ ｬｏ 図 Ｈ ｡ Ｉ

一「
.) 

1. 5  

5  

6  

7  

2.5 

l  

」一

6  

( b) 平 面 分 布

第 10図 ( b)

A， 

s ， 

射率は，天井0.8，壁0. 6，床0. 2とする。

(  1  )  直接昼光率 : 第 l 図を用いると容易に

A1 ・5.54 Az:  1. 44 

B
1  

:  2.80 Bz  :  O.  76 
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(  2  )  間接昼光率

＿ｦｾ＠ 9 図で，D.L/ Da= O. 20より ん = 0.65，ん = 0.35

(6)式より

F
1  

(40+ 8)  X 5X  2X O. 33x O. 6L = 1.03 

1∞ 

F
2  

お

一

n

u

-

×一

代

喝

》

一

勺

J

一

円

U

一

以

一∞

×一

l

r
a

一

×一、
h

J

-

0

0

一

+
一

円

U

一

a
A
-
v

-

〆

t

‘
ム 0.55 

また ，Sl = 68(m
Z

) ， Sz = 94(m
Z

) ， p1m= 0. 353， 

，ozl I1 = 0.690 

乙の値と (5) 式より ，01= 0. 252，内 = 0.500

以上の値を (4)式に代入して

ｄ γ ］ ｾ ＱＮ＠ 03x O. 252+ 0. 55)  x O.  5∞x 1∞=  1. 10(予約

6x 7x  ( 1ー O. 252x O.  5∞〉

(  3  )  全昼光率= 直接昼光率+ 間接昼光率

Al ・6. 64 Az  :  2. 54 

B
1  

:  3. 90 Bz  :  1. 86 

ａｾ＠ :  1. 66 

ｾ＠ .  _  _  (96) 

B3 ・1. 32 

乙れを第10図に示す。室の奥では閉接昼光E容のウェイ

トが大きい乙とがわかる 。乙れがガラスブロックの特色

の一つであり， ζ れには天井，壁が明るい仕上げである

乙とが必要条件となっている 。

注意・乙乙では，ガ、ラスブロック窓の汚染は企々考慮

していない。適当な汚染を考慮した維持率は通常鉛直窓

で0.80を t の全昼光率値に乗ずる。

泊 1 ) 日本l J l 築学会保光設計( バンフレフト)

2  ) 必詰I i : lll 築学会近畿支部前面i論文集( 附40. 5)

3  ) 船 浦 建 築 学 会 大 会 論 文 報 告mc附40.9)

7  

当山1111111111111川 11111111111111111111111111111111111111川 川 川 川U川l Hlll

i  違反建築対策について

(大阪市建築局長より ) ｾ＠

E  述反建築に基因する種々の災害に伴ないまして，

E その取締りの強化をのぞむ世論も ，近来ますます厳 E

しいものがあります。大阪市としても ，乙れが対策 2

2 としまして ，建設省の方針に則 り，①手続違反，② 2

2 道路制限関係違反，③防災避難関係違反 ，④用途地 2

5 域fIj リ巡反の 4 項目を取締りの最重点項目とし， 11月 -

2 から ，パ トローノレカ ー2 台をもって，主 として建築 E

E 基準法による確認済の表示のない工事現場を対象 E

E に，常11寺巡視体制をとり ，巡反の早期発見lζ 努め る

三 乙とになりま した。なお ，是正指導に したがわず，

i 当局の行政命令をも遵守 しな い場合は ，最終的には i

i 告発も討さない方針で臨みた いと考えております。-

E  建築基準法第 6 条の建築確認申請の励行並びに ，

E 同法? f589条の確認済表示板の掲示の励行など ，関係

E 者の協力を要望いたします。
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日 本 建 築 協 会 月 間 の 動 き ( 9 月分)

E皇 事

4 企』

τE玄

8 臼 4 時- 51時 於 会 館 集 会 室

出席者 東 畑 会 長 ほ か 8 理事 i海上監事

議 事 ( 1  ) 入会金免除期間延長の件

( 2 ) 名誉正 会員推挙の件

( 3)  4 会迎合工事請負契約々款改正 の件

( 4  ) 会員名簿発行協力グノレープ設置の件

( 5 ) 入退会者承認の件

( 6 ) 報告事項

( イ) 苧業報告

( ロ) 会計報告

住 宅 委 員 会

住宅展総務小委員会

1 日 5 /1

i出山i品却iりj川府l市5者 よ黒尽谷冨昏副lリl委員長ほか 5 名

?f-S  4 回よろず相談住宅展のしめくくりについて

委 員 会

21日 51時半- 8/ 1 寺於会館集会室

Ｏｬｈ 信者間橋，ｾ谷 ， 野々村正副委員長ほか Ｑ Ｒ 名

議 事 ( 1  )  住宅肢 の経過報告

( 2 ) 今後採りあげる問題検討

( 3 ) 委員長の話( 米国およびカナダの住宅なと)

事 業 委 員 会

若い会員の集い小委員会

5 日 6 /1寺- 8 /1寺半 於会館集会室

出席者 t)j IJI 副委員長 ， ￭￬ｾ 勢幹事ほか Ｕ 委員

ｾ Ｕ＠ 4  Igj ，第 5 巨l事業企画について討論した

各種説明会小委 員 会

9 日 正 午- 2 /1寺 於 会 館 集 会 室

出席者 岡 本 副 委 員 長，松村幹事ほか 5 委員

議 事 ( 1  ) 建設資材データシ ート企画内容打合

( 2 ) 第 3 回，第 4 回説明会企闘について

モ ン トリオ ール万博視察企画委 員 会

12日 正 午- 2 /1寺 於 会 館 集 会 室

出 席 者 矢 野，尾包副委員長ほか 4 委員

モントリオーノレ万博視察の企画について協議

委 員 会

13日 51時半- 71侍 於 会 館 集 会 室

出席者 増 井，ヰl 出， 窪田 正副委員長

松村， 金子，星野，能勢幹事ほか 凸委員

議 事 ( 1  ) 建設資材データシートの企画について

( 2 ) 忘年懇親会の企画について

( 3  ) 見学会小委員会，若い会員の集い小委員会，

各種説明会小委員会の企画について

( 4  ) その他

モ ント リオー ル万博視察小委員会

22日 正 午- 1 /1右 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 矢 野 ， 尾 包 副 委 員長ほか 3 委員

モントリオーノレ万博視察について協議

各種説明会打合会

22日 51時半- 7 /1寺半 於会館集会主

出席者 久 保111建設工業 ，富士製鉄説明会社

松村幹事ほか 7 委員

!;fS4 図説明会企画打合せ

各種説明会小委員会

28日 5 /1寺半- 9 時 於 阪 商1':1=

出席者 松 村l幹事ほか 4 名

議 事 ( 1  ) 第 3 図説明会 「新しい内外製材と工法( 1  ) J  

の反省

( 2 ) 第 4 回以降の各位説明会企画について

( 3 ) 建設資材データシ ート 企闘について

711DV 22RJ j 三宮台/

ヴ;・0 ・、内崎41( ，. .

.七12; 々参水谷ペイント
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編 集 委 員 会

公害対策と建築特集幹事会

5 日 311寺- 611!i 於会館集会ｾ

出席者原幹事ほか 4 名

12月号の特集企闘として協議

委 員 会

9 日 4 時- 6 時半於会館集会室

出 席 者 長 谷川委員長ほか10名

議事 10月号= 最近の地下工法特集経過報告

11月号= 市街地改造特集経過報告

12月号= 公害と都市 ・住宅特集企画( 幹事会案を

もとに)

正月号= 国立劇場特集経過報告

技術の頁協議

2 月号の件

3月号= 50周年記念号経過報告

雑誌大型化の件

第 7 回作品作風小委員会

9 日 6 1時半- 911寺於会館集会宅

11¥席者問中主査ほか 4 1';

議事 10月号と 11月号の作品選定

雑誌、大型化の具体化

出 版 委 員 会

鉄骨デザイン原稿検討会

8 日 正午- 9 1時 於 大 林 組

出 席 者 木m. 宮川| 幹可人若林委日

現場視察と原杭検討

設備技術者のための建築と知識原稿検討会

14日 正午- 511年 於 会 館m会室

11'，席者大沢幹事，商品，今井，越本，金子，小島

委員

第 l 章，第 4 主主，第 6 1 ; t の原稿検討

建築基礎工法と実例原稿検討会

20日 正午- 5時 於 会 館 集 会 室

11¥1，信者 執筆者 ・地保氏，新見芳男氏

山肩委員長，稲村，丹羽 ，都築，吉{ 中委員

第 3 意 1 jれ:¥11 3 章 7 節，第 2 1郎自国生命の原稿検討

設備技術者のための建築の知識原稿検討会

26日 正午- 4 時 於 会 館 集 会 室

出席者ト 執nt 者 ・森口氏代理

大沢幹事，今井，越木，商品委目

第 Ｑ ｾ Ｎ 第 Ｗ 誌の原稿検 討

法 規 委 員 会

委 員 会

28日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会室

出席者佐野委員長ほか 7 名

議事 「建築基準法の問題点J ( 納座委員窓見) につい

て前回にひきつづいて検討した

50周 年 記 念 財 務 委 員 会

委 員 会

2 日 31時半- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者約池，横田，菅谷正直1] 委員長ほか 4 委員

50周年記念事業資金の募集，予算などについて協議

小委員会 ( 設計事務所関係)

26日 正午- 1 時 半 於 会 館 集 会 宅

出席者佐野副委員長，福岡委員ほか 3 名

50周年記念事業資金募集について協議

50周 年 記 念 号 編 集 座 談 会 ( 創立 ~ 大 正 時 代)

29日 2 時- 4 1時於大林組応接室

11¥席者竹腰健造前会長ほか 6 名

司会 ・滝沢，致問両氏

創立当H寺も合めて大正時代の事情について座談

会 員 名 簿 協 力 グ ル ー プ 打 合 会

16日 51時半- 81侍 於 会館集会室

III 席 お 坂 井 委 員 ほ か 3 名

名簿表紙の選定，小間広告の業種別選別，広告掲載

升モ特言を/ II ，{翼言電 ｉｾ 空宝

/ 防火シャ・y l J - - 全般 I 4面 持 主

小 俣 シ ャ ッ タ ー 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 J苫

大 阪 市 北 区 若 松 岡T30 電 話 ( 364) 9  0  0  4.  9  0  1  6 .  4  8  2  5  

本 社 東 京 都 北 区 田 端 町 事 務 所 及 本 工 場 埼 玉 県 与 野 市
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の勧誘について打合

27日 5 時半- 8 1時 於 会 館 展 示 室

出席者 坂井委員ほか 4 名

広告掲載の勧誘その他打合せ

説 明

. d.  

コz

実務に直結 した工事別説明会

「新 しい内外製材と工法( 1  )  J  

28日 l  時半- 51時於大阪科学技術センター

総論者 116名

最近のガラスブロックの性能とパネノレブロック施工

法について

日本- ; n 気硝子株式会社増田昌弘氏

建築材料としてステンレスの新しい佼い方 およびア

ルミ鋳物について

株 式 会 社 田 島 順 三 製 作 所 中 村 光 夫 氏

画期的なア J レミカラ ー内外製材ミフレクサラムミに

ついて

三協 アノレミニウム工業 株 式 会 社 藤 森 真氏

見 学 会 |

京阪天満 ビル見学会

設 計 施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 応

10日 1時半- 31時半

参加者 277名

共 催 日本建築学会近倣支部，大阪府建築士会

建材委員会委員のためのドアーオ ペ レータ製造工程と

紅葉パラダイス (新建材〉見学会

13日 101時半~午後 6 1時

参加者 10名

若い会員の集い 「住宅を見る会」

29日 11時半- 4 時半

見学の建物生田邸( 設ま| 彦谷邦一氏)

見学後彦谷邦一氏を囲んでその作品を通じ建築の造

型について討論会を開催

参加者 25名

6 団 体 会 長 昼 食 会

21日 正午- 211寺於大阪科学技術センタ一

本会より東畑会長出席

'1:， n  't !l o  I n  o  

送風機

株式会社毛釜 山室戴コ二月斤

84 

E 皇国語届重過

株式会社 京 智 工 務 所

取 締 役 会 長 福 留 並 喜

大阪市東区高腿橋 2 の20(高麗新 ピ ル 3 階)

T  E  L  (202) 3233(代 )7501( 代 )

昌

明

骨

肘

夢

-

E

-

豆

大

唾

= 現 前 =

気光i ¥遁風器塁

• 置回 ｕ［［ 民栴 ｲＺ ｾｱｾ

1;  $  

大阪市西区江戸掘下通2- 79

田辺工業株式会社

電話土佐掲⑭7437- 9

6 団 体 事 務 局 長 会 議

7  B  5 時半- 81時 於 吉 川 家

木会より福中事務局長，岩崎参与出席

6 団体役員名簿の刊行，モントリオ ーノレ万博視察の

企画なと、について協談

都 市 住 宅 研修 会 打 合 会

5 日 51時- 81時於白木建築学会近畿支部

29日 5 時- 811与 向 上

本会より吉田係長出席

万博会場計図案報告会の企画並に推進

Itl l l l l !tl l l l l l l l l l l l l !l lrltl l :! I!I:I:111111It l1 l:11111I 111111:111111111111UII Il IIIIII:II:11I 111111111111I 111I1I 11111111I1J 111111111111I 111111::1 

編 集 後 記 : 郎市再開発手法のひとつとしての市街地改造は，制

市でも真剣にとりあげられつつあるが，本号は， それについて現況と目

際， 区分所有建物 . ; A f 例紹介等々 を通じて， 現在の問題点はとと にある

かをさぐってみたものである。企画に協力いただいた方は ，稿! 尻裕治，

nロ{J' 行， 町t水克己， 筒井佑吉， 符川敏日 ，自国高弘の各氏。執t医者と

もども，感却します。次号は「公符と都市 ・迎築 J 特集の予定。

11111111111 :111111 (1111111:1'111111'11 '11111111111111:11111 ，:11111111111111:11:1111111111:11111111Il l l l l lnl l Jl l l l l l1 ll l lJ ll l lllllllllrl 1  

‘Z  

. L A F形 リミッ トロ ード送 風 機

・T A F形 可 変 式 中，11 流 送 風 機

・ S L 形 ス トリ ームラ イン送風機

・ C L 形 セントリーライン送風機

・プ レー トフイン ・ヒーター ・クーラー

本 社 工 場 / 大 阪 市 堀 軍 区 野 江 東 之 町 二 丁 目 一番 地

電 話 大 阪 ( 931) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出彊 所 / 斑 京 都 文 京 区 ，白 血 四 丁 目 六帯 十 七 等

地 位 斑 京 ( 811) 3  4  3  5 .  3  4  4  0  



ア友 ＷＷＱｾ ト ｚ 事 専 業 大 庖

套量欠偏商由

大阪市北区真砂町 5 番 地 . 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9  

5223 大島低学のひふくτっばんを

1，I，j  ';じ J¥jl!i hE¥ ＺＮｴＺｾ＠ j官事正式拘 I<( Ｎｾｾ＠ lrr に も

E，iG ｦ￯ 己字書九ｾｾヨ ｾｾＺＺｲＳＮＧ ｾｪｾ
カ ラ ー ス タ ン 夕 、 一 卜 ' メ タ ル

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

1': n  ;111 1
人

J 111 tJi Ii: 11 1得I也 '.l!: "ti 大 阪 ( Ｗｈｾ＠ 11 i  1  :l '  (i' i:ll H  

ム: }，Ii t!i 1，'; 以 以 ふ れ 11，It¥， ｰｾ＠ 11 111 ・!ム 1:.' ，' 'j ，'" 111 

選 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ー アスファノレト防水 工 事 堅

議 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファノレトタイノレ工事 選

議 耐椴モノレタノレ工事 ・ 各 種 床 工 事 選

大阪耐密会乏業P J {

大阪市北区浮田町82番 地 電話大阪 (371)1333番
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一 一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 木 柵 ! を ご 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一 一

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 太 阪 市 西 区 京 町 堀 l 丁目昭 電 信 ( 剖3) 付表 8161- 9  

出張所東京都北区上十条 l 丁目 10 電 話 (911) 3  9  4  1  

名古屋市中村区牧野町 I の6 電 話 (54) 0  9  6  6  

神戸市生田区北長狭通 7 丁目 l の l 電 話 ( 34) 1778 ， 43筋

広 島 市 袋 町 6 書 4 号 電 話 (47) 7 5 7 5 ・7 5 8 8

震芸員 : 22 設計施工

芸誌 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 rlT ｾｴ＠ 1ポ，:':j jli 111 1  ・・1仏iA大|以 百1) ，，) 715 1((¥:: M 

};¥I¥'Il 1打点 III1反大尉! 大路 lドーIfli 1'，1レ'，'U.;li ｾ［Ｈ＠ m日(; 1，，) 4945 ( 代ぷ )

"*r i  rl i'l :l 111メ F I1I r- j位六/ ・ 1江"町村11 i :: 11，，)  5  8  9  2  

水道 ・r:t I生・l波冷房 ，J t 他符工 l JJ

設 計 並 綻 工

(  I日斎勝久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1  { 存地

屯 Jli 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 按

U[ Ji( ノ判 t J! u;( r，n 代l l J 区大手町T2の8 lftj 也( 11 本 ビル)

ｾＱｬ ｾ Ｑ占末広 Ｈ Ｒ ＷＰＩ 7  4  1  1番 ＨｦｾＮＦＩ＠

(ll J!背x，，" ｩｬ ｬ ｾ ，ｉｯ， ｉｊｫ 泊内 Ｑ )  1)  1  ｩ ｬＧｾ ｪｻＡ飢ヒ ｉ ｌＮ Ｇ，Ｈ 訴 札 Ｇｬ ｾ Ａｩ i : .  fi 

宜 ｪｾＮ ｾｾ ｾ ｴｩｦｲ＠ -:'(:" in ，fj r::J IILI 町) 2 冊 I 1) ｾ［Ｎ＠ 電話世，1 ( (!j) 2  II 7  4  

11.1 /1 : 1¥世制r ｾ￰＠ I1 山 紘 之 陥 F 町 - o 屯:iij li. i  JI:; 2"， 2  i  

ｾｾｉｪＺ 明市山、松山 品 I λ 自，11 ｬｾ 品松日 Ｕ 1  9  5  

ｉＧｊ 山 ｭｾ 附 間山 ｉｨλＨｊ けｾ J  )，.、 .1¥0 ノ ー よ世話出，J 111ω5 ，1 絹 6

J令1I : i l : [!J Y  6  S サ y シ

給 排水、 衛 生 水 ili fJ . .  環 境 術 1j :.Jiili ，冷

1丘 公 1 =、街役立I ! 織機械

fM IJ} 7 " 一一一『守 化' 下鉱山機械

= 幽 〒 世 株 式 → - ｾ巨士・ｲＱ］
- L 宥頑. . . L . 葺号会社ノ、問J l . . >ιJ 口

取 締 役 社 長 l 大 前 五 列

取締役支倍長 樋 口 勝 栄

よ阪『打』巨灰4ヒ浜 2 T  11 2  2  If¥' J也 胃!. ili 大 阪 ( 202) 1¥: J <3071 

平 町 耳 目，r. sT. 代 悶 区 イ f !楽 町 1 T I I I0 百十I也

文 J n ＱＧＺｊＧ， ｩｪｴ Ｎｾ ｾ 斤 ＺＯＢ占鋭、 Ｑｩ Ｎｉｗｾ 、札税 、 広刷 、 ｦｬｬｬ ｴｩ
日 山 、 令 沢 、 静 岡 、 高 絵、

ヨ 品ｾ 1嶋 晃 、HI 鋭、 六 郷 、南i.' 見. rf'IJJ 、山 賀

給 ・排水 ・衛 生 ・消火 ・暖冷房設備

25 西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電 話 大 阪⑮ 3531i 量
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空気調和・衛生設備

設 言 ， . 施 工

株 式 会 社 三 晃 商

A

Q

一

A

本社大阪市北区; ，; . ; 111 IHf 1  6  7li J .!i ω 1) 代 表7031

支 1，1; ｉｾ 京 ｦｦｬ ［ 千代田区神田 小 川 ｬ ￦ｦＲ 丁目 Ｑ '，'日d6" ('泊2) 代 表7751

Iよねrfi 紙 l"ll凹 f 1 丁 目 2 罰F2  2 対 '，.U: J .!i (2 1J 代 1，45.15

#.11湖， fi 大 名 l 了Lf 8 待 1 2  ｾ手 γ世話 (76) 代 1，:1795

出 'JJA/iJi" 包古屋市中 付 ＱｾＺｬｬＺ 小 路 ｬ 何通 ＺＱ Ｑ ・ 目 り '，. liJ .!i (九1; 1) ｾ＠ D4 8  

省 111 rfi 制 川 小 以 Plf 2  8  6  "立話 (31) 2  2  7  4  

金 沢 市 下 新 IlI f 8  '，.江J .!i (34) 4  0 8 9  

悩井， fil 荷主永田f 2  r 自 1 1 :3  "ぜJ .!i { 2 2) 1  5  9  6  

t虫色 C rfi ｾ｛本町 Ｔ r  11 1  4  7  '..li J .!i ( 2  )  5  0  9  8  

電気 ・暖冷房 ・水道 ・衛生設備

設 計 施 工

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

取締役社長 菅 谷 三 郎

本 m 大阪市西区江戸期 1 - 60 11l話 ( 441) 823 1 大代

文 J，'; 点 京 ・ t ， 占 hl 組 問

出，;! <所) ; ¥nI. '  ｊＡｬ Ｑ 戸・岡山・ ＱＱＮＵ 絵 ー 広，Ｚ，ｾ . 熊本 ・徽浜

札帆 ・仙台・新 i幻・ i:i 山・金沢 ・縞}I :

創 業

大正二年

株 式 x  

会 社 廊1

暖冷房 ・換気 ・空気調和

病院諸機械・給排水・衛生

藤 省 三 商 庖

東 京 庖 東 京 駅 前 丸 ピ ル 6 階 6 7  6 区

旬 結 束 京 ( 201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

大阪広 大阪市西区土佐堀過大同ピル Ｖ Ｑ Ｖｾ ｾ ・

電 話 大 阪 ( 443) 3  3  6  1  - 6  

札 幌 庖 札帆 11; ｾｴ ト粂阿 Ｑ Ｘ ｲ｛Ｑ Ｓ Ｖｾ 昨 ｊ 也

'.11  ｉｪｬｾ＠ ｾｌ 帆 ＨＶ ＱＩ ，1  3  7  1  - :l 

名 古 屋 庖 名古屋市中区南大浄通一丁目千代田ピル522号

ｉ 正 ｉ ｾｉ ｾ 中 ｊ .. j  ( 261)  0  6  1  1  - :l 

須 賀 工 業 株 式 会 社

空 気 調 和 衛 生 設 備

大 阪 市 内 |え よ 佐 堀 通 1 丁目 14 "・0:，11i 441- 5171 

支応ＭＮＪ京 ・ 大阪 ・ 名古屋 ・ ｊｾｻ Iffi . 神戸・福岡

営業所 }_i;_};.¥ 

株式

会社

空気調和装置・ 塗装設備

設 計 施 工

建 材 社

大 阪 支 庄

大阪市- I t rx: 巾ノ J島ニ 7 日 ( 新制ロピル 5 附 )

電 話 大 阪 ⑫ 3 7  2  1  ( 代 )

本社及点ぷ ［支宿東 京 都中央民銀 ｊ Ｑ ｾ ｪｬ Ｇｩ 6 丁 口 3

(';Ul l l ピ J レ 8 併'" )

営 雛 所 r ，，11  J-rf. rfi '1
1  
r正釧 2 J  11 2 ノ 13

出 張 所 札 帆 l  

連絡所 μ［ ぬ・ ｾ ｴ Ji-l-; 仙 台 |  
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GB b  P J 1 1和 装 い 川i 機

，iJ ・製 作 ・地 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 底

冷房 ・空気温湿度調整装置

工施計
w.  
...，ι  

品 凶

一←

筆書l
6虫高

大 阪 市 北 l，z ':;;: )::， iJo，辿 1 2  5  ( 新大ピル)

1正' " 号大阪( 3. 1.1) 1  5  1  2  ( 大代)

点点目I i 中央l正1J - 1>: 防本イ l 目r'l - 2( :， Ml L二i)IJfiiil

ｾｩ＠ .!;( '?'. I'i Ji{ :H I;J <  ，ifr 九 州

I年r . ¥'，¥ ｾｴ＠ Jt v: m; 米 広 町11 } L ι I ，{ 

t

e

z

b

 

p
令

φ

h

l

i

q

&

ι

'

本

ぶ

仁

京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地

阪市北区梅田 8 番地( 新阪急ビル 8 階)

電 話 大 阪 (312) 4  5  2  1  ( 代表)

¥ 

空気調和・冷暖房設備

設計 ・施工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

「

気 調 和 ・衛 生 設 備

設 計 施 工

φ 幻 朝 日 工 業 社

A

G

一

A

大阪市東淀川区加砧町357

大阪支社 向 上

東京支社 東京都港区芝浜松町2- 7 電路 (434) 6  1  7  1  ( 大代)

支 1苫 北 海 道 ・仙台 名 古 屋 広 島 福 岡

営 業 所 盛 岡 釧 路

且 (30

興 商

中 山 敏 正

大 阪 市 福 島 区 上 板 仏 北 2 - 1  

電 話 ( 451)  3  3  9  1  ( 代表)

東 京 ・ 仙 台

神 戸 ・広 烏 ・高知 ・千 葉 ・八戸

栄

社長

日 本 管 工 業 株 式 会 社⑨ 

市 川 繁

京都市南区西九条12田町 2 0  番地の 1

1屯話 ( 68) 5101- 5 ・夜間l専用 ( 69) 1045

大 阪 市北区天満縞筋1- 37( 天満刷出占;

電 話 ( 352) 3501 - 3  !  

四日市市浜田丙末広I l IJ 電 話197431- 3 I  

? ド 市 栄 町 2 - 111 電 話 ⑧ 3 6  1  0  

ｕＨｾ＠代表取締役

社

大 阪 営 業 所

四日市営業所

津 営 業 所

空 気 調 和 設 備

施 工計

衛 生

設

給 水

社

..0、

:z玄株 式業工山平

平

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 2 丁 目 2・番 地

逗 話 大 阪 (441)代 1 9  9  4  (443) 代 0 3 3 1  

- 空気調和 ・環境衛生工事一切

設 計 施 工

学 工 業 株 式 会 社

長 牛 田 正 郎

大 阪 市 北 区 万 才 10} 50 

電 話 大 代 表 (312) 8  6  7  1  

東 京 都 新 宿 区 三 栄 III} 18  

屯 活 大 代 ぷ (353) 9  1  5  1  

ｲ ， 占 ｨｾ di ，!，村 l正ド! ム) ! ・1lI[ 3 ー 15

Ｈ中京Ｇ ，ｉｊＺｾｾ ｴＺ ｮＩ 也訓 ＵＸＱ )9:37ト 8

京 滋、下 関 、 新 潟 、 金 沢

吉

小

山平取 締 役 社 長

鋼 機 株 式 会 社

大阪市東区高腿椛 5 - 4 5 ( 興銀ヒソレ別館)

'oIi  A 阪 代 (202) 7 7 4 5 番

束 ボ 占[1 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

包 東 京 代 (901) 3  1  9  1 苔

東京都港区麻布努町f 1  5  5  ( 第 5 輿利ビ J レ)

電 東 京 代 ( 409) 0  1  5  1番

名 占 民 ・仙 台 連 絡 所 制| 刈

理 研

大 阪 支 庖

本社・工場

本社・分室

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

度 調 整 装 置 、 暖 房

、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

業 株 式 会 社 大 阪 支 鹿

町 3 0 1 U F { (361) 5 1 7 7 (代)

己 ， l  (364)  0  9  7  7  (代 )

京都千代田区 ) Lノ内 3- 2( 新* 京ピル)

話 (211) 8  5  1  1 ・8 5  6  1  ( 代 )

台 市 新 伝 馬 町 6 0  

話 (21) 4  4  9  1  

古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

話 (971) 3  6  2  1  

本

温 湿 度 調 整 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 1-， 

- 暖房・温湿度調整装置

. 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

di 北区北| 口l 心 111[  1  r ! !  5  7  

( 351)  (代 ぷ ) 2  8  0  8  

I1 文 京 区 本 郷 1 r ! l  1  2  - 5  

(811)  (代表) 6  2  9  4  

古屋 ・福岡・札帆 ，f!l lfi '  ，，':jl 会 ・広島

.  

庖
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各 種 電 気 工 事 設 計 搾 エ

電 気 工 事 設 計 施 工

藤 電 気 株 式 会

取 締 役 社 長 西 村 庄 市

社

A

令

官株 式

畠 -

ヌL浅 海 電
社エ

海

大 阪 市 北 区 老 松 町 l 下 回 2 2

電 話 大 阪 (362) 8  7  0  1  

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

話 (481) 8 6  2  1  - 4 ・3 5 7 3

古 屋 ・札 幌 ・旭 川・ 福 岡

雄正浅取締役社長

社本

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九

電 話 ・大 阪 (313) 代 表3451>

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 姻 二 丁 目十二

電 話 ( 551)18 3  3  0 ・8 3  0  3  

名古屋 ・神戸・岡山 ・広 島 北 九 州

東 京 支社

名営 業 所所業営

• 電 気 工 事 設 計 施 工

事

エ

式

装

工

計

施

株

事

計

業

工

設

気

工

電

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社社
4

2

 

原栗

ール

騰

大 阪 市 北 区 機 ヶ 校 町 五 六 千件地

電 話 大 阪 代 表 (341) 8  1  3  1  - 7  

点 J?，. 名古屋 ・四日市 ・神戸 ・和歌

山 ・松山 ・京都 ・1.'f i掌

村

β 、

7  
取締役社長

ネ上本

虫:s

大阪市北区日! l I 1町16岳地( 点|仮; t l. ビJ レ71WI)

ｾｬｌ＠ ，1ti 大 阪 ( 313)  1  1  0  1  ( 大代)

支 社 来 ポ ・ 名 六 屋

出 ｾ 所 舞鶴 ・ 出品・八鰍 ・ 稲岡 ・ Ｒ 山

J来取締役社長

支 府

営業所

マ ト 電 気 商

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5  til' 地

i l L 話大阪 (364) 代 3 0  5  6  

* 京高Ili 谷区新僑 5 - 34- 6  m応 ビ ル5階

"，[i:，';，fj *J;"¥ (434)  3848 ・(431) 8435 

ｐｦ ｲ 大阪南 ｾｴ ￬ｦｾｩｬｬ Ｍ 名古屋Ｍ四日市 ・ 初山・縮問

. 6.  

: 0;  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会社 ヤ

取締役社長

社

東京営業所

本

本

W: )it 文 J;lf

選 択 制 御 E駐日且装置 月 、 空Ａｬｉｏｾｾ衛生貫生側監視盤

M U 引 動 力 制 御 量 産 低 .i"S，各 荷 動 力 自 動 制 御 盤

グ ラ フ イ ， ? 量産 、 ｾ ノＯ 分 T自 主 ・ 各 検 事 華 報 盤

高 低 圧 受 配 電 量 産 一..- : t l l : 百十・製作

森 井 電 業 株 式 会 社

取締役社長 森 井 定 勝

専務取締役 佐 野 手 手 吉

社 東 京 都 港 区 芝 三 凹 網 町 一 帯 地

司! ｾ舌東京 ＨＴＵＱＩ 代必 Ｙ 6  1  1  

東 京 都 品 川 区 北 品 川 町 三 丁 目 2 7 7

1([ 骨舌 耳E后( ( 491)  1887 ・3482- 4027 ・3345

大 阪 市 北 区 常 安 町 J 6  {昏 J也

旬 結 大 阪 ( 443) 代 袋8381 夜 間 ( 441) 0502

名占属広 Ｉ Ｚ，ｾ - 縮 問 - I'{ I 台

東 京 ・ 大 阪 ・ 拡l I珂 ・ 名 占 島

大 阪 x l i'i

電気設備 ⑤ 設計施工

_ _  .J. >ι . 四 位

ヌｾ t; ド エL

本 博 三

大阪市北区中之品 3 の 3 朝i 日 ビ ル デ ィング

T E L  代 表 (448)  1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 り 4 の 8

T  E  L  {I: J < ( 448)  1  3  6  1  

，;':1:11 市 中 京 区 西 ノ ボ 中 合 町 2 0 の 1 (  

T E L  代 表 ( 81 )  9  2  9  6  

9長出

社

UJ ＱＱｾ＠ n斤

エ 措

電気・暖冷房・空調工事設計施工

三 宝 電 機 株 式 会

d  

社

. 6.  

:z:;; 

山

電

代表取締役

営換所

本 社

F暴朝

伝

大阪市北[ 叉紛笠町J i . 0  ＨＢ ［ｾＺピ ｊ レ ＭＺＺ 階 Ｉ

1正. i Ii (312)  I  4  7  I  (代 )

ut J;( 有11 ' 1 ' 央区明石町 I 5  (i t 孝 ビ J レ)

"，[i: ，ii (542)  5  6  4  I  

名 古 屋 市 北 区 域 凡 辿 て r 日 二 O 岳 地

'，t!. 111品 ( 99) 5  I  3  1  - 3  

神 戸 市 ・ 堺 市 ・ ，'，':j 槻 di - 姫 路 di

納嘉取締役位以

十t

1，1; 

キ;

支

営業所

件 j住所

:1 ｾ＠ ｾＱ ＼ Ｇ 好

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高鹿楠五丁目 二 八番地

電 お 大 阪 (202) 0  3  2  5  - 9務

本 社 点 京 市 千 代 田 区 西 仲 間 l 丁目 8 番地

支 社 札 帆 ・ 仙 台 ・ 九 ノ内・名占民・悩岡

山怯所I t ! l 川 白骨r - ｬ￭ｦｩｬｪ ｾ ・ ｉｾ￞ｉ 河・日山

社

A

令

官

電気工事・設計・施工

式株

A: =  

ヌL電本中

明正本中取締役社長

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

話 大 阪 ( 931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

大阪市械東区野江東之町三丁目一一電話大阪側7004

社本

資材倉庫
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一 一 一 特 命 又 は 指 名 の JLi 合 は 本 側 を ご 平IJ 川 の 程 お 腕{ l 、 致 し ま す 一 一 ー

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規機ぷ示 U 劫)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 | 又 森 之 ' ，i:f * 之 111r  

'I 'li .i.fj 大 阪 ⑪ 6531 ( 代) - H  

支 庖 名 古 lせ

営業 所 *  ぶ

出張所 問 ＱＱＱ ・ ｾｴｍｈ

電 気 工 事 設 計 施 工

キ富士電業株式会社

取 締 役 社 長 川 巾 実

本 社 大 | 以 di pq ｲ Ｉ ｵｴｾ ｦｉ｜＠ ?_J: 上過 l 了116 5  

電話大阪 ( 541 ) 0564 - 7 ・7148 - 9  

日業 }i}i' 点 点 ・ 名 合 出 ・ 広 山 ・ 制 l;iiJ

株 式

会 社

矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 出 張 所

大阪 di 点: 1迂向施僑二丁目九 野村ピルJ i 階

1正 論 大 阪 ⑫ 4 2 5 7 - 8 {書

I G  I E l m - 製 l・
冷暖房機「ゾンナル」その他各種冷暖房機 l・
aaボイラー「ハイテンプ ・

( 西独l¥" :II : } ' ' " I DJ 社技術提携- ・

西日本総販売元

岩 佐 物 産 株 式 会 社

J

B

?
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u
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1

 

1

1

A

 

h
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-

中

十

u

b

十

比

い

仏

レ」
"
内

M

h

o

-

'

巾

-

B

H

L

7

、

J

 

ι
山

ヘ

4

1

6

 

L

t卜

M

I

'

h

n

u
m

 

円

W
句

、

ー
、
、

社

京

国

本

東

四

. 樹 脂 防 水 ゴ ー レ ヂ ン

弘 話 ・ 大阪 I州同氏駒川P l T3- 54 "立 ( 791) 代7814- 6  

代理底 ・見[;If / M5品川 1><' 京大崎 3 の 239 '，[ l 点点 (491) 9698 

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社

代表取締役 林

興 社

敏 夫

本 社 大 阪 市 北 区 制 笠 岡T 50 ( 堂ビル 7 階)

i: l1 ， ｾＸ ⑩ Ｓ＠ 6  7  1  ( 代)

支 庖 * Jif 郷 中 央 区 日 本 紙 和 的 IIIT 3 丁臼 2 =11H也

Ｇ ｉ ｾ ｕＺ＠ i18 ⑪ 1  4  7  8  ( 代)

出張所 川 崎 ・柑 t支 局i .  l:!JI. . 似 山

エ レ ベ ー タ ・リフト ・カ ー リ フ ト

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋六 ( 天 六 阪 愈 ビ ル ) ( 351 )4927代

大 阪 営 鍵 所 ( 351 )4927代 サ ー ビ ス 穆 蝶 所 ( 328)ω136f t  

東 京 営 鍵 所 ( 822) 0995代 工 場 ( 328)0336代

青写真とマイク口フィルム

株式会社 内
盲

穴外 写

製l文1. トレ ース ・彼'1;.' I j. 点

大阪市北|メ: 堂，r . :j ，ltIU[ l 6 T  E  L 砂 9055 (11;: 1<)  

」

lG 1  

・E 盟国Eヨ・E 圃・

だ い 」・，

社 寺 数 奇 屋 用 瓦 … 一 大 仏 瓦

|人l 外装J日常. 変美術タイ J レ唱・・・ 大仏タイル

ネ士

大 阪 営 機 所

名 古 屋 営 難 所

東 京 営 蝶 所

工 場

ボr.t lrli 点 山 附 熊 野 川J地 川 附 の 9 ( 附 312i

ｫ Ｎ 阪 ｲｕ 北区ｾ心 ｭｲ 1  r  11 2 討 ( 351)0703  

1' ，占! ; f dj fi尚 徳 氏 掛 川 j泊 1 I i  130 ( 881  )2703 

米 山 町11渋 谷 沢 U f，( 1  ]' 1 129の 4 (' 167) 1641 

川 町IS h'f 水 ・111 峨 刈 J ;

⑬ 
向管・続五 Ｎｴｸｾ 管

ＱＢ ＯｦｴＭＹＭＧｾ ，ンホサ ｌ

株 式 会 社

三 幸 商 曾

大 阪 市 北 区 与 力 町一 / ー O

電 話 大 阪( 358) 4  0 3 1  
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特約販売・工事応

東洋キャ リア工業株式会社

東 洋 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

( 株) 大阪パッキング製j近所

大洋 ＱＱｾ 業株式会社

特 許

③日

松 平 式 白 蟻 殺 滅 予 防 所

所 長 日;)j F>fr. 上 松平藤佐根

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町 2 8  '，Il.1Ii奈良4 0 9 8  

奈良市登大路二番町 ( 筒、物館前) 屯活系良4 0 9 8

出 ｾｕ 所奈良市春日町尾田制 ｬ 内屯話 ＶＰＱＱ ・ ＶＰＱＲ

本 音11 日 知 県 宿 ℃ 市 街 も 町 2 6 3 9  

耐首長 1ソ ポ 各 種 (nれ

天窓瓦福林産地直売 tf lJl 

建築殉弘76lJ

25吉田芳盛副主

Standard 

⑪ 滋 111淳窯業商底

90 

販 売 エ $

各種保温保冷材料 冷 暖 房 工 事

各 種 冷 暖 房 機 器 防熱防音 1:事

冷凍機 ・石綿製品 各種配管じ事

各 種 樹 脂 加 工 品 設 計 施 工

本 冷 熱 工 産 株 式 会 社

取締役社峰 、石 川 良 輿

本 社 及 大 阪 営 蝶 所 大阪市西区上佐堀; i ! i 1 の 16 ( 伝川ピル)

'It! ， ｉｾ 大阪 ｋ ＴＴＳＩ 3  6  6  1  - 5  

九州支社及畏由自営蝶所 長崎市茂里町 13番地 '1(t，If. (4)∞92 ・0308

営 難 所 忍 出 張 所 広f " l ・稲! 日l ・小倉・大分 J 徒、f" l ・舞鶴 ・110;(

大高71c 浸入? 落防止

臨 ナ 耐震 耐 風

率 二 安 定 軽 量

区 'フ

型 瓦

jE  ナニワ駒目指

霊長 3 寸緩旬配最適軽量水止付 ( 空葺 )瓦

a..... の 新 建 材

プリント合板巴事オシ

プリント合板" 叉ムヴヲ.p

-ニール合板ピニライト

ポリ エ ス テ ル化 粧 板減少 ｊ Ｚ￯ｾ

立体加工合板 0 . 0ヲシマー

工芸合板アジU 合 板

合成接着剤ヲｾＧｉＭＭ q，ィシ

その他新建材一式

l ⑥票差金桝売計|
|  東京出張所 東京都江東区深川平久町 l の13 T  E  L  (644 )  8432 

"  



工スロシqイIL

tJ;.J 古%-]，

流し台・調理台

鑑証亙亙亘書

大 阪 市 岡 区 阿 波 座 11' .iIU 1  

屯 話 ( 532)  1  2  3  1 大代表

F UT A B A Y A  DE C ORA TOR S ， L  T D  

i 1 築 物 船 舶 1宇治 i十工事

家具出只 ・ヰi I/q  'K tjp 工 'Ii 設計施工

I/q外以前I織 物 ・倣 物 堅ri 一式

⑧ 

二葉屋 装備工業 株式会社

( .(;II :!l:大正 7 I1 )  

取 締 役 村 長 若 林 繁 古

大阪市大 i;[f><.木rtて川崎町 2 の 6

ｻ 天六 ［ ＱＱ 停丙 ｾｴ 2  r )  

電話 ・大阪 町11 3321- 3 ・3630

網入光り波型ガラスＨ ｾ に｛域 Ｉ長 サ Ｙ 問問 Ｘ ｭ Ｏ ｭ

タ イ ニ チ ・ ア ー モ ラ イ ト 波 板 ・平 板

(硝子繊維強化 ポ リエステ ル板 ) 各 種波、寸 法( 長尺物有)

製造販売 大日本硝子工業株式会社

大阪支 ｽ ｾｩ 大阪市北区玉江間J 2 ノ 4 (ベ主主倉崎ビ J レ) 屯 話⑪ 1389 ・3389 ・3281

本 社 争11 ，条川県本11模 原 市 小 山 守: 久保 2 2  4  '，l!: ⑫3101- 4  

.. .  .  

九

J

J

・
-、

.  
-.  .  

本 社

堺 工 場

和泉工場

出 張 所

大 阪市住吉区万代東 6 ノ 3 ｾ屯話大阪 ＨＶＷＲＩ Ｑ ＲＸ Ｑ Ｈ 大代表Ｉ

堺市浜寺石津町中 2 ノ200 氾話 堺 ( 3  )7301(代 表 )

和 泉 市 観 音 寺 町 2 2 0 電話 和泉 (41) 4151(代 表 )

名 古 屋 ・ jムー 島 ・ 福 岡 ・ 徳 ｽＺｉ ｾ＠

Ｍ Ｇ ＧＭｲＺ 三・子ｾ・Ｚｾヲ τ 三百 ￭ｾ 石 ττＭ 、 Ｔ ・・Ｎ ..0・・. ' . ・: : . : . ・: パ・1 ・- .  ・・. . に J ・.' ，寸' 二・・. . ｾ＠ : :  ｾＺ・Ｍみ ＭｦｮｊＮ ・て・ゥ γ ・｟ＮＮＮＮＮＺ .. _， 
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東京s - ::r J 万-Jl 工業研百台祖

東 京 ...， Ｉｾ￭ 川区西ｾ久 Ｔ T 目 1 2  - 1  2  

宿直 結 ( 8 9 3)  0  1  1  1 大( 1 :

大 阪 市 北 区 富 田 町 1 8 謁，i也 { 島般 ピ ル )

噂 鱈 ( 364) 9  1  5  4  ( ¥: 

名 占 鹿 市 東 区 武 平 町 4 - 1 6 - 5 ( (主 商 ピ ル )

稽 ! li (  941 )  2  5  7  7  (¥: 

東 京 術 中 央 区 八 lfi 洲 5 - 7  ( 八組洲 三 井 ピ ル )

II U;  ( 272)  0  4  0  1  (1: 

11111 ー ホL ｾ ｊｉＡ＠ ， 斤 ｩｾｊ 1山

本 社 且 え よ 端

大 阪 支 1; 5

名 古 屋 支 庖

ァ

ル

ロ

ド

一

フ

ル

ル

一

オ

ア

ル

一

一

パ

ウ

ド

ブ

オ

モ

ル

切

一

ン

・

ン

ウ

一

ネ

仕

ム

テ

シ

セ

ル

ヤ

パ

閤

扉

一

他

一

y

ツ

リ

イ

井

量

潮

ヤ

の

カ

サ

ア

グ

ワ

天

軽

防

エ

そ ム

ω  
信Z

F斤

戸庁

事甚

号甚

話ー

出

.. 

N. G. C. 式

( 米 国 パ ブ コ コ ン バ ウ ン ドアスフ ァルト 1

} 販売

米国パイヤライト・コンパウンドアスフアルト [

内外Z 業株式会社

本 社

工場

. . . . . . . . 責任施工

アスフアルト防水工事圃

セ メ ン ト 防 水 工 事.

孟スフアルトモルタル床舗装工事E

・E 盤アスファルト ・・圃園

. . . . . _ モルタル工事_ . ，.

廼努

般口際 、壁紙窓掛、椴帳 、

フE

社

室 内 装 飾 紙 盟、舗 床 材

東リ拘ーぺ吋ト発

井 株 式 会

大阪市点区南久宝寺町内丁 11 ( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 (251) 1  3  5  3  ( 代) ｾ Ｖ ・ Ｙ 996 

'::1::' 

7 c  東洋リノリユームの

亀

• 
震 111イ色券の

もメント吻? に

責 任 施 工製 造 発 売 元• • • 
引，;'1 ニ ッ ポ ン 防; ) ( ｩｻｾ＠

ニ ッ ポ ン Il}j ノ'J<. ifU B  U. 

ニ ッ ポ ン 急車 ｉｾ ifU Ｎｾサ

ニ ツ ポ ン 耐 京 市1)

ニ ッ ポ ン Il}j ;J<. 11 J也 村

ビ ル コ ー ト

• • • 

ZE 黒 川 化 学 工 業 所

事前ＱＺ場神Ｏ［， Ｑ ，卓 越 ｉ ｩＮ ｬ ｩＺＡ ｩ ・ ｲ ｬＮ ｵｾｮ TEL 倒 2723
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ＭｲＧｾ量 Ｒ 暗号 ｅ ・ Ｓ 昆翌週巴掴 軽い・燃えない・安い・亀裂が生じない

専 売特許ほか実用新案および意匠 登 録 2 0数 件 出 願 中

辺諒間仕切工ヨ二・: ' X9・!!It:=

a  

， 
::! ?  

そ の 他 f  S  K 式 粍 成 金 M 下 地 キ ー ル ロ ' ) 7  

マンテンの j j等し込み式天井吊金具モノーレイ ング

エコ二 一スタ フド恒 例 金属! 建材 |可 動 nn 仕 切 ム ー ビ ー バ ネ ル

l  簡 易手H 立 村 シ ャ ー プ ア ン グ ル

。

⑨ 

発 売元

住友商事株式会社 説 ぷ 品切れた;2品i i u z I九3ぷ I F 2 2 0 y ; ? ? ?

設置十・責任施工 ・製 造 元

株 式

会 社

本 社 J に阪，" rf if>i I  r本摘筋 3 ｲｴｬＲ 品 ｪ 也市，，ｾ～， ｉ 垣 Ｈ ＶＳＲ Ｉ 1  1  5  1  ( 代 }

満 点 製 作F M M所 lI!，; ' fosiT lI!j>( 1ll ド町 2 - 6 1 m，; ，¥川 (682)324 1 仰 1) 7169 

斤 名 古 屋 出 張 所 名 古 川 I ｦＧｬＺｾＧ［ Ｎ ｾ削町 Ｔ ー ｬ 川海市料ピル Ｉ 11! ""名九川s内甘l砧4ω仰( 位附附2お6

掴 岡 駐 在 所 M岡『巾h人 神町 5路S(υ』天z神 ピル ) 1比仁』左正商 '1似H附射品悩，¥問宜h桁1咋iI内勾 7屯11，附，，¥品悩1岡 (σ75日}ω 3訓l  

ス チ ー ル

スレ

ミ

ン

d

ル

テ

ア

ス

サ ッ シ ー ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シ ャ ッ タ 一

三 高 式 オ ベ レ ー タ ー ・ ド ア ー ハ ン ガ ー

12荘 三 高 製 作 所

本 社 U4l J 己 ケ 崎 市 川 崎 J i IXl 1f 280 '，lU ，ro  Ｎｫ ｾ｢ｩ＠ ( 401)  6158 ・6159

9463 ・ 7939 ( 49 1)  3200 
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内 装 オ
4

ふ

寸

専

資

庖

建 材 の

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 1111) i  rli '1: 川lベ北長狭通 4- 1  ( 英平11 ビ・J レ)

l白LJW" 仏 iA- 神戸 (33) 0881- 3  

支 l吉 大 阪 市 北 1>Zff. I Pl: I
Uf50( 堂ビ J レ5 階 502号室)

直通1ゼ，i1i 大阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 事1
1
) I  I/i  If 介氏八申請通 1 - 5  (''':1，11号⑫2923)

⑨お部室 のムードは 壁材 の美 しい調和 で・・ -

建設省建築研究所試験合格品

〈 一 種 繊 維 壁 材 〉 - チエリーコート - マ マ ウ オ ー ル - ほたるかべ - 膜 香

- いす τ か ぺ • 1'¥ 
ピ ロ ン - ふ く よ か ベ 清 流 - 金 蘭

- カ セ ロ ン ウ オ ー ル - パ ー マ エ ー ス - あ り あ け - 錦 上 壁 K く三樋繊維壁材〉

- ス ー パ ー ウ オ ー ル - 瑞 雲 コ
ー

コ - 蛍 光 墜 - 龍 鳳

一 一

- セ ン カ ウ オ ー ル 〈二 組 繊 維 壁 材 〉 - 明 光 壁 - 日 本 壁 - 金 育E

- あ け lま の - 錦 上 壁 昭 和 壁 - す ず ら ん 〈特 !* 壁〉

- 新 興 壁 - 大 阪 壁 - 新 日 本 壁 - 桃 山・大 和 壁

〈防火織従墜材 として ご使用の節は上記riti 品に y ング J 防火仰を iU入のこよ)

. シン クン防火剤 ・防鎖倒ヱパ コン ・耐&l1' i1J - t 一トン ・化学側スーパーシングン抑J t会114イi 名ill 材胞にイj )

株式会社新興建材工業所
大阪市西区四ソ僑 T  E  L (538)2951代(541) 5757代

営 業 所 京 以 ・大 阪 ・明 白 ・広 向 ・耐 l尚
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- お 申主主次第カタログ進呈

‘  

陸屋根防水には

奥山式 野色縁工法 を

Ｇｨ ＮｾＱ ミー陥ホ帯

干弓q イト烹JL〉使用"

奥山化工業株式曾枇

東京都 中央区銀座西8の 3 1( 1話 (571 ) 2703 - 4 ・2370 ・4064 ・0264

大阪: 1'， ｾ長 ｪ 済 対 反 市高11 )，"，¥医郡 山中通 り5 - 4 電 話 (921) 2 4  9 7  

名前民 ＱＱ ＱＧ ｬｾｍ 所名古民 ｩ ｬ ￯ 南区若草 町 Ｓ 3  電 話 (811 ) 3  6  6  0  

新 し い 時 代 の

燃 え な い 建 築 資 材

吉野后宵株式市販宵
置 ＢＱＧＱｄｾ 司会社 ν 、 ｐＮｊｘｾ ミ ー

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 - 2  5  ( 新 大 ビ ル )

T  E  L  ( 341 )  2  5  5  6  - 9 番

本 社 東 京 間 千 代 凹 区 ) L ノ 内 3 2  { 析 点 ボ ピ ル )

T  E  L  (216) 0  9  5  I  ( 大代必)

支 腐 傾 阿 曽割陣所 札 帆 ・仙 台 ・名 古 I甚 ・広 島

関 係 会 社 菱 化 吉 野 石 M ' . チ y ソ 吉 野 平7 膏

宇 部 吉 野 石 青 ・i r : 鉱 吉 野 平7 膏 ( カ タ ロ グ j止!H)
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ω総 て の ビ ル

朝 日7 レキシ711.iII- ド

司甲えレト イ 命令工業 株式会社

Ｒｚ 車日日 Ｗｄｾｘ ト

大 阪 支 応 大 阪 市 北 区神山町 4 3  電話 312局 8 5  2  1  ( 代表)

本 社 東 京 航 中 央 区 銀 座 7 - 3  

営 業 所 東 京 、 横 浜 . 静 岡 、 名 古 屋 、 寓 山 . 大 津 . 姫路 、岡山

広島、門司. 福岡. 長崎、延岡、高絵. 新居浜、 R 悦

工 場 東 京 、 慣 浜 、 山 製 、 大 厚 、 木 尚 、 玉 品 、 門 町 、 宮 岨

線 式 会 社 木 下 直 三 商 庖

大 阪 市 西 区 江 戸 嶋 市 通 5 ノ 3 5  

電信( 443) 0115- 8  

稼 式 会 社 久 保 商 1吉

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

電話 ( 364) 0206 - 9  

三 友 工 機 橡 式 会 社 大 阪 支 盾

大 阪 市 西 区 南 場 江 大 通 1 町 1 9 電話 ( 541 ) 6161 - 4  

合 名 会 社 事j 倉 ヨ軒 高 庖

大阪市南区長堀惜筋 2 ノ20( 道頓場制I H事前) 電話 (211) 0571- 4  

販売部分室 電話 (211) 69ぉ ・0575

京都営撮所 京都市中 京区河原町爽川下ル (23) 3277 ・3279

和 泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 編 筋 2 ノ 3 6  

電話( 632) 0  1  2  1  - 4  

石 井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1

電 路 ⑮ 2697 .  214O  

繰 式 会 社 タ テ パ ヤ シ 商 l苫

京 郎 市 下 京 区 大 宮 通 四 最 下 ル

電話 ( 81) 0  8  7  1  - 2  

岡 田 建 材 練 式 会 社

名 古 屋 市 西 区 桜 木 町 3 - 8  

明Z話 (571) 7461- 3  

練 式 会 社 名 建 商 会

名 古 屋 市 中 区 宮 出 町 4 1 ノ 2

電1J， (261) 3671- 2・絶 叫

日 東 物 産 車 産 式 会 社

本 社・ 名 古 島 市 中 区 東 瓦町 3 9 電話 (261)2501代表

舷阜出積所 ・岐 阜 市 竹 巌 町 2 7 電話③2201 .  2360 

青 盛 建 材 繰 式 会 社

本 社 広 島 市 鉄 砲 町 5 番 1 6 号 電 話 代 表( 21)2281

岡 山 ・ 岡 山 市 東 回 町 3 電話代扱 (23)82邸

福 岡 ・ 福 岡 市 冷 緑 町 6 番 6 号 電 話 代 表( 28) 5566

松 江 ・ 怯 江 市 西 滞 田 町 2 5 8 電話 ② 9 5 5 1  

関西三星タイル会員

ご 入 会 の お 申 込 は

「建 築 と 社 会 J 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 3 7 電 話 大 阪 ( 231 ) 9 6 4 8 ・9 6 4 9 ・9 6 4 0

振 替 口 座 大 阪 3 9  9  7  5 番
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